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　筑紫平野の中心に位置する久留米市は、九州最大の河川である筑後川と耳納連山の山並みに代表

される、水と緑が豊かな都市です。久留米市では「水と緑の人間都市」を基本理念に「誇りがもて

る美しい都市　久留米」、「市民一人ひとりがかがやく都市　久留米」「活力あふれる中核都市　久

留米」を目指す都市の姿として掲げ、都市づくりを総合的に進めています。また、市民が久留米市

に誇りと愛着をもつことができるように、郷土の歴史を未来へつなぎ、地域の史跡や伝統行事など

の魅力的で豊かな資源を大切に受け継ぎ、まちづくりの文化に根付いた歴史都市を目指しています。

　令和３年度には『筑後川と生きる「歴史のまち　久留米」～地域とともに、歴史遺産を見つけ守

り、活かし伝える～』を基本理念とした「久留米市文化財保存活用地域計画」を策定しました。こ

の計画を基に、地域にとって大切で、これからも残していきたいと思うモノ、コト「歴史遺産」を

地域とともに見つけ守り、活かし伝えることで、地域の魅力を引き出し、地域の誇りや郷土への愛

着を育くんでいくことを目指しています。

　郷土の歴史を未来へつなぐ上で最も基本となることは文化財情報の記録や保存です。私ども教育

委員会では、市内各所の開発によって失われる、先人の残した貴重な文化財を後世に伝えて行くた

めに、現状保存、あるいは発掘調査による記録保存の措置を講じています。

　本書で報告するのは、令和３年度から令和５年度に国および県の補助を受けて発掘調査を実施し

た遺跡です。

本書が、地域史の研究や学習の一資料として、また文化財保護行政に対する理解と地域への誇り・

愛着の一助として多少なりとも役立つことができれば幸いに存じます。

　末文となりましたが、発掘調査に際して多大なご協力とご理解をいただきました土地所有者の

方々をはじめ関係各位に対しまして、厚くお礼申し上げます。

令和６年３月 31 日

久留米市教育委員会

教育長　井上　謙介
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１㸬本書は、令和３年度から令和５年度に久留米市市民文化部文化財保護課が国㈝・県㈝の⿵ຓを

ཷけて実施した、久留米市内遺跡群の発掘調査報告書である。

２㸬発掘調査は久留米市教育委員会が主体となり、市民文化部文化財保護課の小澤太郎と廣木誠、

西拓巳、小川原励、長谷川桃子、河野美帆がᢸ当した。

３㸬本書にᥖ㍕した、ྛ遺跡の調査番号と遺跡␎記号は第１表にᥖ㍕した。遺跡␎記号については

（␎記号）－（調査次数）の㡰で記㍕した。

４㸬本書にᥖ㍕した遺構実測ᅗの測㔞は、調査ᢸ当⪅と会ィ年度௵用⫋員の㟷木బᬛ子、大ῡ文子、

ຍ⸨Ⓩ、ᅧ武三ṓ、㐍上⿱Ọ、中ᮧ㯞⾰、平田広அ、⸨木ᖾ子、⯚㉺朝⳯、山ཱྀ誠ஓ、山田἞

代が行った。遺構㓄置ᅗはト࣮タルスࣥࣙࢩ࣮ࢸで三次元࣮ࢹタを取ᚓし、株式会社 &8%,& 製

遺構実測ࣇࢯト「遺構くん FXELF」にて編集・保存した。土層ᅗ、個ู遺構ᅗはỈ⣒࣓ッࣗࢩ

ἲ（1�10）で調査ᢸ当⪅が作成した。

５㸬遺構実測ᅗは、国土調査ἲ第ϩᗙ標系を用いて、世⏺測地系を元に作成した。遺構実測ᅗの方

位は、඲てᗙ標北を♧す。なお久留米城本丸跡第１次調査のみ、平成 28 年の⇃本地㟈にకう

。ラ࣓࣮タ⿵ṇを行ったࣃ

６㸬埋土と出土遺物の色調は、ࠗ 新∧ 標‽土色ᖂ （࠘日本◊஦ᴗ株式会社）にᣐった。

７㸬遺構実測ᅗのί書は、調査ᢸ当⪅と会ィ年度௵用⫋員の山元༤子、、い行が⤮⌮井ᶓ、美⍆川‮

「遺構くん FXELF」と米国ࣅࢻ࢔製の製ᅗࣇࢯト「AGREH ,OOXVWUDWRU」を用いた。

８㸬遺構෗┿は、ࢪࢹタル࣓࢝ラ（ࣖ࢟ノࣥ (26 ６Ｄ 0DUN. ϩ、࣮ࣜࢥ 3(17AX　㹉 - １0DUN ϩ）

を用いてྛᢸ当⪅が᧜ᙳし、✵中෗┿は、有限会社✵中෗┿௻⏬に委クし᧜ᙳした。෗┿はᥖ

㍕にあたり、米国ࣅࢻ࢔製の⏬ീ編集ࣇࢯト「AGREH 3KRWRVKRS」で編集した。

９㸬本書に౑用した遺構の␎記号はୗ記のとおりである。

　　　Ｓ㸿͐͐柵列　　　Ｓ㹀͐͐掘立柱建物　　　ＳＤ͐͐溝　　　　　Ｓ㹃͐͐井戸

　Ｓ㹉͐͐土坑　　　Ｓ㹎͐͐ピット　　　　　Ｓ㹒͐͐墓　　　　　Ｓ㹖͐͐その他の遺構　　　　

10㸬遺物実測は、調査ᢸ当⪅と会ィ年度௵用⫋員の今ᮧ⌮恵、Ụ⸨⋹子、Ụཱྀ㔛⧊、山元が行った。

11㸬遺物実測ᅗのซ౛は、ୗ記のとおりである。

　　・᩿面の㯮ሬりは須恵器、⅊色は瓦器、ᩳ線は鉄製品をព࿡する。

　　・調整の線は、┤線「　　　　　　」が明░な⛸線を、破線「̿̿ ̿̿ ̿̿」が不明░な⛸

　　線とࣜࢬࢣを、一点㙐線「̿ - ̿ - ̿」が回転ࢹࢼを♧す。

12㸬遺物ほ察表は、調査ᢸ当⪅が作成した。そのซ౛は、ୗ記のとおりである。

　　・ἲ㔞の༢位は FP である。（ ）はṧ存್と᚟元್を、－ はḞᦆまたはヱ当する部位が無いこ

とを♧す。



　　・胎土は 0.5mm 未満の砂粒を「微砂粒」、１㎜未満を「細砂粒」、１㎜以上を「砂粒」とした。

　　・貿易陶磁器の分類は大宰府分類に準拠し、以下の文献に拠った。

　　太宰府市教育委員会 2000『大宰府条坊跡　―陶器分類編―』太宰府市の文化財第 49 集

　　山本信夫 2022「第７章　貿易陶磁器」日本中世土器研究会編『新版　概説中世の土器・

　　陶磁器』真陽社

　　・登録番号は、久留米市市民文化部文化財保護課が定める、出土遺物の登録番号である。

（例）２０２１１１－０００００１

　　 調査番号　　　登録番号

13．遺物実測図の浄書は、調査担当者と会計年度任用職員の山元、湯川、横井が「Adobe 

Illustrator」で行った。

14．遺物写真は、久留米市埋蔵文化財センターにおいて調査担当者がリコー PENTAX　K-1 Ⅱデジタ

ルカメラを用いて撮影した。写真は掲載にあたり、「Adobe Photoshop」で編集した。

15．本書に収録した遺物及び図面、写真などの調査に関連する記録類は、全て久留米市埋蔵文化財

センターにおいて収蔵・保管され、活用される予定である。

16．本書の執筆は各担当者が行い、文責は本文目次及び文末に記した。全体の編集は、小川原が担

当した。
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Ⅰ．はじめに

１㸬令和３࣭㸲࣭５年度ᐇ᪋調査ࡢᴫせ

久留米市では、平成５年度より発掘調査等国庫補助事業によって発掘調査を実施した遺跡につい

て、『久留米市内遺跡群』として成果を取りまとめ、報告書を毎年刊行している。

　令和５年度の市内遺跡発掘調査等国庫補助事業による調査は、令和３年度から継続中の益生田古

墳群第５次調査を含めて、令和６年１月 31 日現在９件である。

本書には、令和３年度に実施した久留米城本丸跡第１次調査、令和４年度に実施した高倉遺跡第

２次調査、庄屋野遺跡第 10 ～ 14 次調査、および令和５年度に実施した庄屋野遺跡第 15・16 次調査、

筑後国府跡第 313 次調査、西郷遺跡第２次調査の本報告を掲載した。併せて、令和５年度に実施し

た筑後国府跡第 314 次調査や東櫛原今寺遺跡第 10 次調査、高三潴遺跡第 14 次調査、筑後国分寺跡

第 46 次調査の概要報告を収録した。報告書作成に係わる整理作業は、久留米市埋蔵文化財センター

と西町文化財整理事務所において実施した。

なお、益生田古墳群第５次調査の報告は、『田主丸古墳群Ⅲ - 益生田古墳群Ａ群の調査 -』（久留

米市文化財調査報告書第 449 集、令和６年）として刊行している。

調査
年度

調査番号 遺跡名
調査
次数

調査期間
調査面積
（㎡）

担当者 調査原因 遺跡略記号 備考

Ｒ３ 202111 久留米城本丸跡 １ 20210709 ～ 20210826 151
小澤　太郎
西　拓巳

各種開発
確認調査

LHM-001 本報告

Ｒ４ 202205 高倉遺跡 ２ 20220705 ～ 20220729 95 小川原　励
個人住宅
本調査

TKK-002 本報告

Ｒ４ 202207 庄屋野遺跡 10 20220908 ～ 20220922 59 長谷川　桃子
個人住宅
本調査

SYN-010 本報告

Ｒ４ 202208 庄屋野遺跡 11 20220908 ～ 20220922 95 長谷川　桃子
個人住宅
本調査

SYN-011 本報告

Ｒ４ 202210 庄屋野遺跡 12 20221108 ～ 20221128 89 長谷川　桃子
個人住宅
本調査

SYN-012 本報告

Ｒ４ 202211 庄屋野遺跡 13 20221108 ～ 20221128 89 長谷川　桃子
個人住宅
本調査

SYN-013 本報告

Ｒ４ 202212 庄屋野遺跡 14 20221108 ～ 20221128 ９ 長谷川　桃子
個人住宅
本調査

SYN-014 本報告

Ｒ５ 202302 庄屋野遺跡 15 20230418 ～ 20230502 85.3 廣木　誠
個人住宅
本調査

SYN-015 本報告

Ｒ５ 202304 筑後国府跡 313 20230510 ～ 20230511 15 廣木　誠
各種開発
確認調査

TKH-313 本報告

Ｒ５ 202305 西郷遺跡 ２ 20230516 ～ 20230517 3.7 廣木　誠
各種開発
確認調査

SAI-002 本報告

Ｒ５ 202307 筑後国府跡 314 20230613 ～ 20230719 89
廣木　誠
河野　美帆

各種開発
確認調査

TKH-314 概要報告

Ｒ５ 202308 東櫛原今寺遺跡 10 20230718 ～ 20230818 73 小川原　励
各種開発
確認調査

KIM-10 概要報告

Ｒ５ 202310 庄屋野遺跡 16 20230823 ～ 20230908 84 小川原　励
個人住宅
本調査

SYN-16 本報告

Ｒ５ 202312 高三潴遺跡 14 20231016 ～ 20231117 71.5
小川原　励
河野　美帆

個人住宅
本調査

TMZ-14 概要報告

Ｒ５ 202314 筑後国分寺跡 46 20231129 ～ 20231129 15
小川原　励
河野　美帆

各種開発
確認調査

TKB-46 概要報告
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Ⅰ．はじめに

－ 2－

２．調査の体制

令和５年度の発掘調査等国庫補助事業に係わる調査の体制は、以下のとおりである。

　調査主体：久留米市教育委員会　　　　　　　　　　　教 育 長　　井上　謙介

　調査総括：久留米市市民文化部　　　　　　　　　　　部　　長　　竹村　政高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次　　長　　古賀　裕二

　　　　　　　　　　　　　　　文化財保護課　　　　　課　　長　　井上　英俊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課長補佐　　甲斐田　邦彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課長補佐兼課主査　　白木　守、丸林　禎彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　　査　　小澤　太郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務主査　　江島　伸彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事前確認担当　　本田　岳秋

　　　　　　　　　　　 　　　 発掘調査・整理・報告書作成担当　　江島　伸彦、廣木　誠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西　拓巳、小川原　励

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川　桃子、河野　美帆

　　　　　　　　　　　　　　　　　会計年度任用職員（整理担当）　 今村　理恵、江藤　玲子

会計年度任用職員（発掘作業）

　　青木　佐智子、案納　哲夫、池尻　忠行、池田　隆司、石井　利男、石橋　康子、井上　知義

　　井上　吉清、江藤　光男、大淵　文子、大熊　澄子、大塚　ヒロ子、鐘江　　清、

　　久保田　英嗣、國武　三歳、坂田　康史、佐田　農夫男、進上　裕永、飛野　博文、原　博文

　　平川　真帆、福田　孝利、堀江　俊文、山口　誠也、山田　治代、横山　満浩

会計年度任用職員（整理作業）

　江口　里織、山元　博子、湯川　琴美、横井　理絵



個人住宅建設に伴う発掘調査

高 倉 遺 跡（第 ２ 次調査）

庄 屋 野 遺 跡（第 10 次調査）

庄 屋 野 遺 跡（第 11 次調査）

庄 屋 野 遺 跡（第 12 次調査）

庄 屋 野 遺 跡（第 13 次調査）

庄 屋 野 遺 跡（第 14 次調査）

庄 屋 野 遺 跡（第 15 次調査）

庄 屋 野 遺 跡（第 16 次調査）

　　　　　　　　　高 三 潴 遺 跡（第 14 次調査、概要報告）
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Ⅱ．高倉遺跡（第２次調査）

１．調査に至る経緯

　本調査は、令和４年６月２日、土地所有者より久留米市大善寺町夜明 1117-7 における「埋蔵文

化財包蔵の有無」の照会が提出されたことに端を発する。対象地は周知の埋蔵文化財包蔵地である

高倉遺跡の範囲内に含まれるため、同月 17 日に試掘調査を実施した。調査の結果、地表下 15 ㎝で

複数のピットが確認された。開発予定建物の基礎構造上、遺跡の現状保存が不可能であったこと

から、同日、土地所有者に対して発掘調査が必要な旨を回答した。同月 22 日、土地所有者より発

掘調査の依頼が提出されたため、同年７月５日から７月 29 日にかけて現地調査を実施し、その後、

整理作業を実施した。対象面積 456 ㎡のうち、調査面積は 95 ㎡である。

２．位置と環境

　九州最大の穀倉地帯である筑紫平野を貫く筑後川は、久留米市街北西部に位置する久留米城付近

から大きく流路を南西へと転じ、大きな蛇行を繰り返しながら有明海へと注ぐ。有明海の干満の差

は約６ｍと日本最大である。潮汐により川の水位や流れが変動する感潮域は現在、河口から筑後大

堰までの 23 ㎞であるが、大堰が建設される以前はより上流まで広がっていた。高倉遺跡は、久留

米市南部を南東から北西へ流れる広川の左岸に位置し、耳納山地から西方に延びる低位台地の西端

に立地する。広川は調査地より 3.2 ㎞南西で筑後川に合流する。高倉遺跡が立地する低位台地の南

側や西側には水田が広がる。

　調査地周辺は旧筑後川左岸に位置し、広川が筑後川に合流する地点に近いことから水上交通に適

していたことが想定される。そのため、多くの遺跡が確認されており、周辺での発掘調査は、広川

の対岸における圃場整備に伴う大善寺北部地区遺跡群や、低地を挟んだ南側の低台地に位置する高

三潴遺跡で多く実施されている。以下周辺の遺跡について述べる。

　旧石器時代の遺構は確認されてないが、御供田遺跡から安山岩製のナイフ形石器が出土している。

　縄文時代の遺構も確認されてないが、高三潴遺跡や早津崎五反田遺跡で縄文時代前期の曽畑式土

器が出土している。

　弥生時代は多くの遺跡で遺構が確認されている。特に墳墓が多くの遺跡で検出されており、汐入

遺跡では、土壙墓や木棺墓、甕棺墓が、高倉遺跡や隈裏遺跡、中寺遺跡、畑中遺跡、道蔵遺跡では

甕棺墓、東裏遺跡では石棺墓、高三潴遺跡や早津崎五反田遺跡では、土壙墓、木棺墓、石蓋土壙墓、

甕棺墓等が確認されている。大善寺遺跡からは弥生時代中期の遺物が出土しているが明確な遺構は

確認されていない。道蔵遺跡では、前期末～中期初頭の竪穴建物跡や、後期から終末期の二重環濠
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や竪穴建物、井戸、土坑を検出し、韓式土器（軟質土器）や銅鏃、青銅製鉇も出土している。高三

潴遺跡は、近世以前から遺跡の存在が知られており、弥生時代前期末～中期の竪穴建物や溝、後期

から終末期の溝や掘立柱建物が確認され、溝からは小銅鐸が出土している。墓域も確認され、後期

の甕棺墓や木棺墓からは小玉や連玉が出土している。発掘調査が行われる以前には、銅剣が複数出

土している。ベキ遺跡では後期の建物跡が検出されている。

　古墳時代には大善寺北部地区で「イロハ塚」と呼称されるように数多くの古墳が築かれる。剣塚

古墳は消滅しているが、円墳で、勾玉や刀、鏃が出土したと伝えられる。御塚古墳は三重の周濠を

巡らす全長 78 ｍの帆立貝型前方後円墳である。埋葬施設は未調査のため不明ではあるが、埴輪・

土師器・須恵器・新羅土器等が出土しており、５世紀後半の築造と考えられている。権現塚古墳は

御塚古墳の北東側に隣接する直径 50 ｍの円墳で二重の周濠を有する。埋葬施設は御塚古墳と同様

に未調査であるため不明であるが、埴輪や土師器・須恵器・新羅土器等が出土している。築造時期

は御塚古墳に後出する６世紀前半と考えられている。権現塚古墳の北東に位置する銚子塚古墳は二

重の周濠を持つ前方後円墳とされているが、そのほとんどが開墾され、わずかな高まりが地形とし

て残るのみで、全容は明らかでない。また、汐入遺跡からは鉄鏃を副葬する土壙墓１基が確認され

ている。その他、御供田遺跡、蓮輪遺跡、天神免遺跡、夫婦塚遺跡、碇遺跡から建物跡または溝、

土坑等の生活諸施設が検出されている。

　律令期の付近一帯は、筑後国三潴郡として『和名類聚抄』に記載され、郡内には高家・田家・三潴・

鳥養・夜明・青木・荒木・管綜の８つの郷名が見える。大善寺町付近が「夜明郷」、三潴町付近が「三

潴郷」に比定される。この三潴郡の郡衙に比定されるのは道蔵遺跡である。道蔵遺跡では計画的に

配置された建物群が確認されている。天神免遺跡は豪族の居館、夫婦塚遺跡は官衙関連施設、伽藍

田遺跡は墓地・集落、御供田遺跡、蓮輪遺跡、汐入遺跡、大善寺遺跡は集落と考えられている。古

賀遺跡は大善寺玉垂宮の東約 400 ｍに位置しており、数条の溝や土師器、須恵器など奈良～平安時

代の遺物や焼米等が出土しており、郡衙推定地の一つである。また、夜明神社境内にある首名塚は、

筑後国の初代国司であった道君首名を没後に祀ったとされている。

　中世の遺跡は、荊津伊賀守の館跡と伝えられる荊津氏館跡に代表される。同館の一部では、濠か

ら大量の土師器・瓦器・輸入陶磁器が出土し、13 世紀代の館跡と考えられている。高倉遺跡では

銅鏡や青磁を副葬した土壙墓が２基検出されている。碇遺跡では青銅製和鏡（秋草蝶鳥文鏡）を副

葬した土壙墓が検出され、蓮輪遺跡では井戸や土坑から大量の瓦器埦や棒状土製品が出土した。土

居外遺跡は、筑後川旧河道の対岸に位置し、青銅製和鏡（草花双鳥鏡）や 20 点以上の土錘が出土

した。大善寺遺跡では大善寺の僧坊跡と考えられる掘立柱建物等を検出している。

　高倉遺跡が位置する低位台地は北西方向に緩やかに標高が上がり、夜明神社周辺で標高が最も高

くなる。弥生時代の甕棺墓が出土している中寺遺跡や畑中遺跡は同一台地上に位置するため、一体

の遺跡として捉えることもできる。本調査地の西隣は高倉遺跡第１次調査地で、弥生時代の甕棺墓

２基、中世土壙墓２基が検出されている。
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３㸬調査ࡢグ㘓

（１）調査ࡢ⤒㐣

　今ᅇの調査は、第 1 次調査で確認ࢀࡉたᘺ生᫬代・中ୡの遺ᵓのᗈࡀりを確認ࡍるࡇとを┠ⓗと

した。令和４年㸵月５日にᶵᮦ等をᦙධし、⩣６日に㔜ᶵによる表ᅵ๤ࡂを行った。表ᅵ๤ࡂ⤊஢

後㸵日に遺ᵓ᳨ฟを行い、遺ᵓ掘๐を開ጞした。井ᡞを」数᳨ฟしたࡀ、᏶掘ࡍるとᘓ≀ᇶ♏にᙳ

㡪をཬྍࡍࡰ⬟ᛶࡀあったため、一部の掘๐に留めた。㝶᫬遺ᵓの 㔞や遺≀のฟᅵ≧ἣ、ᅵᒙᅗ

の作成、෗真᧜ᙳを行った。ྠ月 28 日に掘๐作業ࡀ᏶஢し、高所作業㌴より඲体෗真を᧜ᙳした。

⩣ 29 日に㔜ᶵによる埋ᡠしを行い、ᶵᮦを᧔収し調査を⤊஢した。

　遺ᵓはࢺータࣝࢸࢫーࣙࢩンで 㔞し、 㔞ࢹータはࠕ遺ᵓࢇࡃFXELF でࠖ⦅集・保Ꮡした。たࡔし、

遺≀ฟᅵ≧ἣやᅵᒙᅗはỈ⣒࣓ࣗࢩࢵἲ（1�10）で記録した。遺ᵓ෗真はࢪࢹタ࣓ࣝࣛ࢝ 3(NTA;　

K-1 ϩを用いた。

（２）᳨ฟ遺ᵓ

　遺ᵓ᳨ฟ面は༡໭で高పᕪࡀあり、ᆅ表から遺ᵓ᳨ฟ面まで、໭部で 20 ੉、༡部で 60 ੉を る。

調査༊中ᚰ௜㏆において、໭東から༡西にᘏびるẚ高 10 ～ 20 ੉のẁࡀ確認ࢀࡉた。඲面ࡀ๐平ࡉ

なかった。主要遺ᵓは、井ᡞ３ᇶ、ᅵᆙ３ᇶ、ᅵቼ቎１ᇶである。第ࡁており、ໟ含ᒙは確認でࢀ

１次調査にẚ࡭遺ᵓのᐦ度ࡀపࡃ、ᅵᆙ等はᗏ部ࡀṧᏑࡍる⛬度である。

第３ᅗ　遺ᵓ㓄⨨ᅗ（1�100）
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　井戸

　ＳＥ１（第４・12・13 図）

　調査区南東で検出した。南半は調査区外へ延びる。検出時はＳＥ 25 と同一遺構と認識し、サブ

トレンチの設定、掘削を行った後、全体を掘削していたが、掘削中にＳＥ 25 に後出する別遺構と

判明した。上面は 30 ～ 40 ㎝程度の掘削に留めている。サブトレンチの掘削結果、遺構検出面から

深さが 1.1 ｍ以上あること、0.7 ｍ掘削した時点で水が湧くことが明らかになり、調査区端に位置

することもあり、遺構の掘り下げを断念した。平面形は歪みのある円形と推測され、直径 4.1 ｍを

測り、最深部は調査区の南に位置すると考えられる。未完掘であるため詳細は不明であるが、サブ

トレンチ内北部では、幅 38 ㎝の段を有し、南側が急角度で深くなる。

　土師器、須恵器、瓦器、輸入陶磁器、土製品、石製品、弥生土器等が多量に出土した。出土遺物

から 12 世紀後半に属すると考えられる。

　ＳＥ 25（第４・12 図）

　調査区南部で検出した。ＳＥ１に先行する。ＳＥ１と同様に上面約 30 ㎝の掘削に留めている。

南部が調査区外へ広がるため詳細は不明であるが、平面形は楕円形と推測され、直径 2.25 ｍ以上

を測る。未完掘ではあるが西部に段を有し、西半には外周から 0.2 ｍ内側で傾斜変換線がみられる。

遺構の埋土外周は暗褐色土だが、中心部では円形状に黄褐色粘土ブロックが混入し、内側と外側で

埋土の差が明確である。

　出土遺物は土師器、須恵器、瓦器、輸入陶磁器、土製品が出土した。出土遺物やＳＥ１との重複

関係から 12 世紀後半以前に属すると考えられる。

　ＳＥ 30（第３・４・14 図）

　調査区北東部で検出した。南東 0.5 ｍにおいても井戸を検出したが、埋土から近世以降の染付の

磁器が複数出土した。近世以降は今回の調査では対象としていないため取り扱わない。ＳＥ 30 は

検出位置や規模が近く、同時期の遺構である可能性も考えられるが、近世以降の遺物は確認されて

いない。平面形は円形で、直径 1.05 ｍを測る。0.75 ｍ掘削したが、掘削面積は狭くなったため、

下部の掘削は断念し完掘はできなかった。

　出土遺物は土師器、須恵器、瓦器、輸入陶磁器、弥生土器である。出土遺物から 12 世紀後半～

13 世紀以降に属すると考えられる。

　土坑

　ＳＫ７（第５・15・16・19 図）

　調査区の北西部で検出した。検出時はＳＫ８・10 と同一遺構と考えていたが、掘削中に埋土の

差が明らかになったため、別遺構と判断した。ＳＰ 11 に先行し、ＳＫ８に後出する。平面形は隅

丸方形に近く、長軸長 1.53 ｍ、短軸長 1.13 ｍ、深さは最深部で 0.28 ｍを測る。底面はほぼ平坦

である。

　出土遺物は土師器、瓦器である。
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　ＳＫ８（第５・19 図）

　調査区の北西部で検出した。ＳＫ７に先行し、ＳＫ 10 に後出する。平面形は楕円形に近い不整

形である。長軸長 1.9ｍ以上、短軸長 1.7ｍ、深さは最深部で 0.3ｍを測る。底面はほぼ平坦である。

　出土遺物は土師器、須恵器である。

　ＳＫ 10（第５・17 ～ 19 図）

　調査区の北西部で検出した。ＳＫ８に先行する。平面形は楕円形で、長軸長 2.02 ｍ、短軸長 1.35

ｍ以上、深さは最深部で 0.22 ｍを測る。北部、西部にそれぞれ段を有し、底面はほぼ平坦である。

土師器や壁土等の部材片と考えられる粘土塊がまとまって出土した。

　出土遺物は土師器、須恵器、粘土塊である。出土遺物から 10 世紀後半～ 11 世紀に属すると考え

られる。

　土壙墓

　ＳＴ 20（第５・20・21 図）

　調査区東部で検出した土壙墓である。平面形は隅丸方形に近い形状を呈し、長軸長 1.9 ｍ、短軸

長 0.63 ｍ、深さは最深部で 0.28 ｍを測る。北部で完形の土師器の小皿が出土した。底面は凹凸が

あり、平坦ではない。

　出土遺物は土師器、輸入陶磁器、瓦器である。出土遺物から 12 世紀後半に属すると考えられる。

（３）出土遺物（第６～８・22 ～ 26 図、第２・３表）

　今回の調査では、土師器、須恵器、瓦器、輸入陶磁器、石製品、弥生土器がパンコンテナー４箱

分が出土した。以下主要な遺物について述べる。

　１～ 36 はＳＥ１出土遺物。１～９は土師器で、１～４は小皿である。１～３は底部糸切り、４

はヘラ切りである。５～７は坏である。５は底部糸切り、６はヘラ切りで、７は摩耗により不明で

ある。８・９は土鍋である。８の口縁端部は丸みを帯び、９の口縁は断面台形を呈する。10 ～ 14

は瓦器で、10 ～ 12 は押出し技法によって成形された埦である。内外面にミガキは確認できない。

15 は東播系須恵器の鉢である。口縁部の面が器壁に対して外傾し、端部は丸みを帯びる。16 ～ 19

は白磁である。16・17 は碗で、16 は外面に回転ヘラケズリの痕が縦筋として残り、内面見込には

沈線が施される。また、輪状の釉掻き取りが施される。17 は内外面無文で、内面下部に沈線を施し、

外面下部は施釉されていない。18・19 は皿である。18 は口縁が外反し、端部の一部に輪花と考え

られる窪みがある。19 は体部中位の屈曲部内面に沈線状の段を有し、見込にヘラ状の施文具で草

花文を施す。20 ～ 24 は青磁碗である。20・21・23 は内面にヘラ状の施文具で簡略化した花文と点

綴文が施される。釉が薄く、見込と体部で段を有する。20・23 は外面に縦の櫛目文を施し、21 は

外面下部にヘラ状の工具痕が残る。22 も釉は薄く、内面に幅の細い櫛目文、外面に幅の広い櫛目

文を施す。見込は輪状の釉掻き取りが施される。24 は釉が厚く、内面に片彫蓮花文、横から見た

葉文を施す。25 は陶器の鉢で口縁端部が内面に突出し、その下に１条の突起がある。26・27 は弥

生土器である。26 は口縁が内側に大きく張り出し、外側には低く傾斜しわずかに張り出す。甕棺
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∦と考࠼らࢀる。28 はᲬ≧ᅵ〇ရでཌࡀࡳあり、᩿面ࡀṇ᪉ᙧを࿊ࡍる。29 はᲬ≧ᅵ〇ရで 28 よ

りཌࡀࡳあり、᩿面はṇ᪉ᙧを࿊ࡍると考࠼らࢀる。30 ～ 33 は⁥石〇の石㘠の◚∦または、◚∦

をຍᕤした石〇ရである。30 はཌࡉ 1.5 ੉⛬度でᢡ᩿ࢀࡉ、内面ഃの一部に❑ࡳ≧のຍᕤを施ࡍ。

31 は◚∦のഃ面をᑡなࡃと１ࡶ面は平ᆠにຍᕤしている。32 は内እ面とࡶ⥺≧のയࡀつࡅらࢀる。

᩿面長᪉ᙧの⒗≧ᢕᡭࡀつ34。ࡃ はพ石で３面を౑用ࡍる。35 はྎ石で、୧面に平⁥面を᭷ࡍ。

また、一部に⇕をཷࡅる。36 は㯮᭙石〇の๤∦で、主要๤㞳面にຍᕤ⑞ࡳࡀらࢀる。��࣭�� は㹑

㹃１と㹑㹃 25 をྠ一遺ᵓとして掘๐した㝿ฟᅵした遺≀である。38 は青☢☇で、඲体に⇕をཷࡅ、

ぢ㎸に㔜ࡁ↝ࡡの⑞跡ࡀṧる。�� ～ 4� は㹑㹃 30 ฟᅵ遺≀。39 ～ 41 はᅵᖌჾの小─でᗏ部は⣒ษ

りである。42 は東᧛⣔の㡲恵ჾ㖊のᗏ部と考࠼らࢀる。እ面下部はᅇ㌿ࢹࢼによる⛸⥺ࡀ᫂確に

成ᙧࢀࡉる。43 はᘺ生ᅵჾで、口⦕は᩿面ᙧࡀ丸ࡳをᖏびた三ゅᙧに㏆ࡃ、内ഃにᑡしᙇりฟࡍ。

44 は㹑㹉㸵ฟᅵの⎰ჾᇫである。内እ面上部には࣑࢟࢞⑞ࡀṧる。4� ～ �� は㹑㹉 10 ฟᅵ遺≀。

45 ～ 51 はᅵᖌჾで、45・46 は小─、47・48 はᆗである。ᗏ部はࣛ࣊ษり後ᯈ≧ᅽ⑞ࡀṧる。ᗏ

部௜㏆は丸ࡳをᖏびる。49・50 はᇫで、口⦕部ࡀわࡎかにእ཯ࡍる。とࡶに体部下༙はᅇ㌿ࣛ࣊

で調整を行い、50ࣜࢬࢣ はᅇ㌿ࢹࢼを施51。ࡍ は㖊で、体部は丸ࡳをᖏび、口⦕は内ഴࡍる。52

は㯮Ⰽᅵჾ㹀㢮のྎ௜─で、口⦕部ࡰ࡯ࡀᆶ┤に❧ࡕ上ࡀる。ᗏ部はࣛ࣊ษり後ᢲしฟしている。

53・54 は㡲恵ჾである。53 は⏎の口⦕で、➃部を❑ませる。እ面は⣽かな᱁子、内面は青ᾏἼの

タタ࢟を施54。ࡍ は⏎またはናのᗏ部で、ᦶ⪖ࡀⴭしいためヲ⣽は୙᫂であるࡀ、እ面には᱁子

のタタ࢟⑞ࡀṧる。内面ჾቨは࢚ࢧ࢜によるพฝࡀⴭしい。55 ～ 59 はቨᅵである。55 ～ 58 には

ᅵᖌჾ∦ࡀ含まࢀる。56 には４Ⅼのᅵᖌჾ∦ࡀ確認でࡁ、ከࡃのᅵᖌჾ∦を含ࡇࡴとからពᅗⓗ

にᅵᖌჾ∦をΰࡐていたࡇとࡀ᝿ᐃࢀࡉる。56 ～ 59 には平ᆠ面56、ࡀ ～ 58 は竹や木等の部ᮦに

よると考࠼らࢀる❑ࡳࡀࡳらࢀる。60 ～ 6� は㹑㹒 20 ฟᅵ遺≀。60・61 はᅵᖌჾ小─で、ᗏ部は

⣒ษり後ᯈ≧ᅽ⑞ࡀṧる。62 は⎰ჾᇫ口⦕であり、内面はᦶ⪖ࡀⴭしい࣑࢟࢞ࡀの⑞跡は確認で

る。63ࡁ は白☢☇の口⦕部でཌࡳのある⋢⦕である。64 は㹑㹎 11 ฟᅵᅵᖌჾ小─である。ᗏ部は

⣒ษりである。6� は㹑㹉㸵・㸶・10 。掘๐した㝿にฟᅵしたᅵᖌჾ小─である࠼一遺ᵓと考ྠࡀ

ᗏ部はࣛ࣊ษりである。66・6� は㹑㹃 1 に後ฟࡍる㹑㹎 13 ฟᅵ遺≀。66 はᅵᖌჾᆗで、ᗏ部は⣒

ษりである。体部はᅇ㌿ࢹࢼによりჾቨのཌࡉにࡀ࣒ࣛ生じている。67 は青☢の☇で、内面ぢ㎸

と体部のቃ⏺௜㏆にỿ⥺ࡀ施ࢀࡉる。ࡑの下部は㍯≧に㔙ࡀᥙࡁ取らࢀ、⫾ᅵࡀ㟢ฟした⟠所に┠

跡ࡀṧる。እ面には⦪➽≧のᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊の⑞跡ࡀ確認でࡁる。

第㸶ᅗ　ฟᅵ遺≀実 ᅗճ（1�4）

0 �0㎝

64 65
66 67

㑇ᵓࡢ௚ࡢࡑ



ϩ．高倉遺跡（第２次調査）

－ 14 －

遺≀
番号

ฟᅵ
遺ᵓ

ᮦ㉁ ჾ種

ἲ㔞（FP） Ⰽ調 調整

⫾ᅵ 備考
Ⓩ録
番号口ᚄ

�長ࡉ）
ᗏᚄ
�ᖜ）

ჾ高
（ཌࡉ）

እ面 内面 እ面 内面

1
第 6・22 ᅗ

㹑㹃 1 ᅵᖌჾ 小─ �8.0� �6.3� 1.1 にࡪいᶳ にࡪいᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ
⣒ษり

ᅇ㌿ࢹࢼ
◁⢏

（㉥Ⰽ◁⢏、㞼ẕ）
202205
000009

2 
第 6・22 ᅗ

㹑㹃 1 ᅵᖌჾ 小─ 8.1 6.6 0.9 ᶳ
にࡪいᶳ

ᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ
⣒ษり

ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ
⣽◁⢏

（㉥Ⰽ⢏子、㞼ẕ）
202205
000033

3
第 6・22 ᅗ

㹑㹃 1 ᅵᖌჾ 小─ �8.6� �6.8� 1.3 
ᶳ

にࡪいᶳ
ᶳ

にࡪいᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ
⣒ษり

ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ
⣽◁⢏

（㉥Ⰽ⢏子、㞼ẕ）
202205
000026

4
第 6・22 ᅗ

㹑㹃 1 ᅵᖌჾ 小─ �10.5� �7.8� 1.5 ᶳ
ᶳ

にࡪいᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ
ษりࣛ࣊

ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ ⢭Ⰻ
202205
000036

5
第 6・22 ᅗ

㹑㹃 1 ᅵᖌჾ ᆗ - - �2.4� ᶳ、〓⅊ ᶳ、〓⅊ ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ
⣽◁⢏

（㉥Ⰽ⢏子）
202205
000020

6
第 6・22 ᅗ

㹑㹃 1 ᅵᖌჾ ᆗ �13.8� �9.4� 3.0 にࡪいᶳ にࡪいᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ
⣒ษり

ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ
⣽◁⢏

（㉥Ⰽ⢏子、㞼ẕ）
202205
000037

7
第 6・22 ᅗ

㹑㹃 1 ᅵᖌჾ ᆗ 14.6 10.4 3.2 
にࡪい㯤〓

ᶳ
にࡪい㯤ᶳ

ᅇ㌿ࢹࢼ
ษりࣛ࣊

ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ
⣽◁⢏

（㉥Ⰽ⢏子、㞼ẕ）
ᯈ≧ᅽ⑞

202205
000031

8
第 6・22 ᅗ

㹑㹃 1 ᅵᖌჾ ᅵ㘠 - - �4.4� 〓⅊、㯮
にࡪいᶳ
〓⅊

ࢹࢼ、࣓ࢣࣁ
࢚ࢧ࢜

ࢹࢼ、࣓ࢣࣁ
◁⢏

（石英、㞼ẕ）
↴௜╔

202205
000008

9
第 6・22 ᅗ

㹑㹃 1 ᅵᖌჾ ᅵ㘠 - - �2.9� 㯮〓 ᶳ ࢹࢼ、࢚ࢧ࢜ ࢹࢼ
⣽◁⢏

（㞼ẕ、㉥Ⰽ⢏子）
↴௜╔

202205
000022

10
第 6・23 ᅗ

㹑㹃 1 ⎰ჾ ᇫ - 5.9 �2.1� ⅊白 ⅊白 ୙᫂ ୙᫂
⣽◁⢏

（㉥Ⰽ⢏子、㞼ẕ）
ᗏ部ᢲฟし、ᯈ≧ᅽ⑞

202205
000038

11
第 6・23 ᅗ

㹑㹃 1 ⎰ჾ ᇫ - �8.0� �3.8� ⅊ ⅊ ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ ࢹࢼ
⣽◁⢏
（㞼ẕ）

ᗏ部ᢲฟし
202205
000035

12
第 6・23 ᅗ

㹑㹃 1 ⎰ჾ ᇫ �18.1� - �4.9� ᬯ⅊、⅊白 ᬯ⅊、⅊白 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ
⣽◁⢏

（㞼ẕ、㉥Ⰽ⢏子）
ᗏ部ᢲฟし

202205
000029

13
第 6・23 ᅗ

㹑㹃 1 ⎰ჾ ─ �8.7� �7.8� �1.2� ⅊白、㯮 ᬯ⅊
ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ

⣒ษり
ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ

ᚤ◁⢏
（㞼ẕ）

202205
000024

14
第 6・23 ᅗ

㹑㹃 1 ⎰ჾ ─ �9.2� �7.5� �1.8� ⅊白、〓⅊ ⅊白、〓⅊
ᅇ㌿ࢹࢼ
⣒ษり

ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ ⢭Ⰻࡰ࡯
202205
000023

15
第 6・23 ᅗ

㹑㹃 1 㡲恵ჾ 㖊 - - - ⅊ 〓⅊ ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ ◁⢏
202205
000025

16
第 6・23 ᅗ

㹑㹃 1 白☢ ☇ - 4.8 �2.9� ⅊白 ⅊白
ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊

施㔙
施㔙 ⢭Ⰻࡰ࡯

ぢ㎸　㍯≧㔙ᥙࡁ取り

白☢☇ϫ㢮（福ᘓ┬⣔）

202205
000019

17
第 6・23 ᅗ

㹑㹃 1 白☢ ☇ - 5.9 �5.8�
にࡪい㯤ᶳ

⅊白
⅊白

ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊
施㔙

施㔙 ⢭Ⰻࡰ࡯ 白☢☇Ϭ㢮（福ᘓ┬⣔）
202205
000011

18
第 6・23 ᅗ

㹑㹃 1 白☢ ☇ - - �4.6� ⅊白 ⅊白 施㔙 施㔙 ⢭Ⰻࡰ࡯
ỿ⥺᭷り

白☢☇ϯ 㢮

202205
000017

19
第 6・23 ᅗ

㹑㹃 1 白☢ ─ �9.4� 3.3 2.1 ⅊白 ⅊白 ษり、施㔙ࣛ࣊ 施㔙 ⢭Ⰻࡰ࡯ 白☢─ϭ -2D 㢮
202205
000034

20
第 6・23 ᅗ

㹑㹃 1 青☢ ☇ - �4.8� �3.5�
⅊白

ࣈーࣜ࢜⅊
ࣈーࣜ࢜⅊

ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊
施㔙

施㔙 ⢭Ⰻࡰ࡯ ྠᏳ❔⣔青☢☇Ⅰ -1E㢮
202205
000004

21
第 6・23 ᅗ

㹑㹃 1 青☢ ☇ - 5.1 �3.7�
⅊白

ࣈーࣜ࢜⅊
ࣈーࣜ࢜⅊

ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊
施㔙

施㔙 ⢭Ⰻࡰ࡯ ྠᏳ❔⣔青☢☇Ⅰ -1D㢮
202205
000032

22
第 6・23 ᅗ

㹑㹃 1 青☢ ☇ - �4.8� �4.2� にࡪい㯤ᶳ にࡪい㯤ᶳ
ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊

施㔙
施㔙 ⢭Ⰻࡰ࡯

ぢ㎸　㍯≧㔙ᥙࡁ取り

ྠᏳ❔⣔青☢☇Ⅰ -1F㢮

202205
000012

23
第 6・24 ᅗ

㹑㹃 1 青☢ ☇ �16.1� 4.9 7.0 
⅊白

ࣈーࣜ࢜⅊
⅊白

ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊
施㔙

施㔙 ⢭Ⰻࡰ࡯ ྠᏳ❔⣔青☢☇Ⅰ -1E㢮
202205
000021

24
第 6・24 ᅗ

㹑㹃 1 青☢ ☇ - 5.1 �5.5�
⅊

ࣈーࣜ࢜⅊
ࣈーࣜ࢜⅊

ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊
施㔙

施㔙 ⢭Ⰻ 㱟Ἠ❔⣔青☢☇Ⅰ -2E㢮
202205
000027

25
第 6・24 ᅗ

㹑㹃 1
↓㔙
㝡ჾ

㖊 - - �4.2� ⅊〓 ⅊㉥ ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ◁⢏ 㝡ჾ㖊Ⅰ -1E 㢮
202205
000016

26
第 6・23 ᅗ

㹑㹃 1
ᘺ生
ᅵჾ

⏎ - - �2.6� ᶳ ᶳ ࢹࢼ ࢹࢼ
⣽◁⢏

（㞼ẕ、ゅ㛝石）
202205
000010

27
第 6・24 ᅗ

㹑㹃 1
ᘺ生
ᅵჾ

⏎ - - �4.9�
ᶳ

にࡪいᶳ
〓⅊ ࢹࢼ ࢹࢼ

⣽◁⢏（㉥Ⰽ⢏
子、ゅ㛝石）

202205
000015

28
第 6・24 ᅗ

㹑㹃 1 ᅵ〇ရ
Წ≧
ᅵ〇ရ

�5.6� �3.0� 2.5 ᶳ、㯮〓 - ࢹࢼ -
⣽◁⢏

（㞼ẕ、㉥Ⰽ⢏子）
一部⿕⇕

202205
000030

29
第 6・24 ᅗ

㹑㹃 1 ᅵ〇ရ
Წ≧
ᅵ〇ရ

�8.2� �4.1� 4.0 〓⅊ - ࢹࢼ -
⣽◁⢏

（㞼ẕ、㉥Ⰽ⢏子）
202205
000007

30
第 6・24 ᅗ

㹑㹃 1 石〇ရ
⁥石
ຍᕤရ

8.0 2.8 1.5 㯮、⅊ - - - - ✸Ꮝ᭷り
202205
000006

31
第 6・24 ᅗ

㹑㹃 1 石〇ရ
⁥石
ຍᕤရ

7.0 7.2 1.9 ⅊ - - - - ୧面に㉥〓ⰍのᩬⅬ᭷
202205
000003

32
第 6・24 ᅗ

㹑㹃 1 石〇ရ
⁥石
ຍᕤရ

7.2 13.9 3.4 〓⅊ ⅊白 - - -
202205
000014

33
第 6・24 ᅗ

㹑㹃 1 石〇ရ 石㘠 �10.5� �11.3�
1.9 ～
3.2

⅊白、⅊〓 - - - -
202205
000018

34
第 7・24 ᅗ

㹑㹃 1 石〇ရ พ石 11.2 8.9 9.5 ⅊、᫂㯤〓 - - - -
202205
000013
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ϩ．高倉遺跡（第２次調査）

－ 15 －

遺≀
番号

ฟᅵ
遺ᵓ

ᮦ㉁ ჾ種

ἲ㔞（FP） Ⰽ調 調整

⫾ᅵ 備考
遺≀Ⓩ
録番号口ᚄ

�長ࡉ）
ᗏᚄ
�ᖜ）

ჾ高
（ཌࡉ）

እ面 内面 እ面 内面

35
第 7・24 ᅗ

㹑㹃 1 石〇ရ ྎ石 �15.4� �9.4� �3.3� ㉥⅊、〓⅊ - - - - ඲面⿕⇕
202205
000005

36
第 7・25 ᅗ

㹑㹃 1 石ჾ ๤∦ 3.2 2.4 0.7 㯮 - - - - 㯮᭙石、4.69 㹥
202205
000028

37
第 7・25 ᅗ

㹑㹃 1
㹑㹃 25

ᅵᖌჾ ─ �15.4� �11.0� 2.6 
にࡪいᶳ
にࡪい㯤ᶳ

にࡪいᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ

ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊
ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ

⣽◁⢏
（㉥Ⰽ⢏子、㞼ẕ）

202205
000001

38
第 7・25 ᅗ

㹑㹃 1
㹑㹃 25

青☢ ☇ - �6.0� �3.3�
⅊㯤

にࡪい㉥〓
⅊㯤

にࡪい㉥〓
ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊

施㔙
施㔙 ⢭Ⰻࡰ࡯

ぢ㎸　㍯≧㔙ᥙࡁ取り

福ᘓ┬⣔青☢㹀

202205
000002

39
第 7・25 ᅗ

㹑㹃 30 ᅵᖌჾ 小─ �8.5� 7.1 1.3 
ᶳ

にࡪい〓
ᶳ

にࡪい〓
ᅇ㌿ࢹࢼ
⣒ษり

ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ
⣽◁⢏

（㉥Ⰽ⢏子）
ᗏ部　ᯈ≧ᅽ⑞

202205
000067

40
第 7・25 ᅗ

㹑㹃 30 ᅵᖌჾ 小─ �9.0� �7.2� 0.9 にࡪいᶳ にࡪいᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ
⣒ษり

ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ
⣽◁⢏（石英、
㉥Ⰽ⢏子、㞼ẕ）

内እ面に↴௜╔
202205
000064

41
第 7・25 ᅗ

㹑㹃 30 ᅵᖌჾ 小─ �11.0� �9.2� 1.3 ᶳ ᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ
⣒ษり

ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ ⢭Ⰻࡰ࡯
202205
000063

42
第 7・25 ᅗ

㹑㹃 30 㡲恵ჾ 㖊 - �8.0� �3.6� ⅊白 ⅊㯤
ᅇ㌿ࣜࢬࢣ、ࢹࢼ

ษりࣛ࣊
ᅇ㌿ࢹࢼ

◁⢏
（長石、石英）

202205
000066

43
第 7・25 ᅗ

㹑㹃 30
ᘺ生
ᅵჾ

⏎ - - �2.5� ᶳ ᶳ ࢹࢼ ࢹࢼ
⣽◁⢏（長石、
石英、ゅ㛝石）

一部⿕⇕
202205
000065

44
第 7・25 ᅗ

㹑㹉㸵 ⎰ჾ ᇫ - - �2.0� ᬯ⅊、⅊白
ᬯ⅊
⅊白

ࢹࢼ、࣑࢟࢞ ࢹࢼ、࣑࢟࢞ ⢭Ⰻࡰ࡯
202205
000040

45
第 7・25 ᅗ

㹑㹉 10 ᅵᖌჾ 小─ 10.6 7.6 2.1 ᶳ ᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ
ษりࣛ࣊

ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ
⣽◁⢏

（㉥Ⰽ⢏子、㞼ẕ）
ᗏ部　ᯈ≧ᅽ⑞

202205
000043

46
第 7・25 ᅗ

㹑㹉 10 ᅵᖌჾ 小─ 11.2 7.1 2.0 
ᶳ

にࡪいᶳ
ᶳ
〓⅊

ᅇ㌿ࢹࢼ
ษりࣛ࣊

ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ
⣽◁⢏

（㉥Ⰽ⢏子、㞼ẕ）
ᗏ部　ᯈ≧ᅽ⑞

202205
000044

47
第 7・25 ᅗ

㹑㹉 10 ᅵᖌჾ ᆗ 11.3 7.4 3.1 ᶳ
ᶳ

にࡪいᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ
ษりࣛ࣊

ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ
⣽◁⢏

（㉥Ⰽ⢏子、㞼ẕ）
ᗏ部　ᯈ≧ᅽ⑞

↴௜╔

202205
000048

48
第 7・25 ᅗ

㹑㹉 10 ᅵᖌჾ ᆗ 11.7 8.2 
3.1 ～
3.8

ᶳ ᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ
ษりࣛ࣊

ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ
⣽◁⢏

（㉥Ⰽ⢏子、㞼ẕ）
ᗏ部　ᯈ≧ᅽ⑞

202205
000047

49
第 7・25 ᅗ

㹑㹉 10 ᅵᖌჾ ᇫ �11.5� �6.2� 4.2 
ᶳ

にࡪいᶳ
⅊〓

ᅇ㌿ࢹࢼ、ࣜࢬࢣࣛ࣊

ᅇ㌿ࣛ࣊、ࢹࢼษり
ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ

⣽◁⢏
（㉥Ⰽ⢏子、㞼ẕ）

202205
000045

50
第 7・25 ᅗ

㹑㹉 10 ᅵᖌჾ ᇫ �13.4� �8.3� 4.9 ᶳ ᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ

ษりࣛ࣊
ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ

⣽◁⢏
（㉥Ⰽ⢏子、㞼ẕ）

202205
000046
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第 7・25 ᅗ

㹑㹉 10 ᅵᖌჾ 㖊 - - �3.5� ᶳ ᶳ ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ
⣽◁⢏、

（㞼ẕ、㉥Ⰽ⢏子）
202205
000041
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㹑㹉 10
㯮Ⰽ
ᅵჾ

高ྎ
௜─

10.2 6.8 2.7 㯮、⅊㯤〓 㯮
ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ

ษりࣛ࣊
ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ

⣽◁⢏
（㉥Ⰽ⢏子、㞼ẕ）

B㢮（୧㯮）
202205
000049
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タタ࢟（᱁子）
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000050
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㹑㹉 10 㡲恵ჾ ⏎ - - �7.5�
᫂〓⅊
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タタ࢟（᱁子）
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000051
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㹑㹉 10 ᅵ〇ရ ቨᅵ �11.9� �4.0� �3.1� ᶳ、〓⅊ - - - - ᅵᖌჾ∦含ࡴ
202205
000042
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㹑㹉 10 ᅵ〇ရ ቨᅵ �8.1� �6.6� �4.5� にࡪいᶳ - - - - ᅵᖌჾ∦含ࡴ
202205
000052
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㹑㹉 10 ᅵ〇ရ ቨᅵ �7.7� �7.2� �4.6� ᶳ - - - - ᅵᖌჾ∦含ࡴ
202205
000054
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第 7・26 ᅗ

㹑㹉 10 ᅵ〇ရ ቨᅵ �10.2� �9.0� �3.5�
にࡪいᶳ

ᶳ
- - - -

ᅵᖌჾ∦含ࡴ

部ᮦ⑞᭷

202205
000053
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㹑㹉 10 ᅵ〇ရ ቨᅵ �11.0� �13.1� �6.0�
ᶳ

にࡪいᶳ
- - - - 部ᮦ⑞᭷

202205
000055
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第 7・26 ᅗ

㹑㹒 20 ᅵᖌჾ 小─ �8.4� 6.0 1.3 にࡪい㯤ᶳ にࡪい㯤ᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ
⣒ษり

ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ ⢭Ⰻࡰ࡯ ᗏ部　ᯈ≧ᅽ⑞
202205
000061
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第 7・26 ᅗ

㹑㹒 20 ᅵᖌჾ 小─
8.3 ～
8.6

6.6 ～
7.0

0.9 ～
1.4

にࡪいᶳ
にࡪい㯤ᶳ

にࡪいᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ
⣒ษり

ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ ⢭Ⰻࡰ࡯ ᗏ部　ᯈ≧ᅽ⑞
202205
000062
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第 7・26 ᅗ

㹑㹒 20 ⎰ჾ ᇫ - - �2.9� ᬯ⅊、⅊ ᬯ⅊
ᅇ㌿ࢹࢼ
࣑࢟࢞

ᅇ㌿࣑࢞、ࢹࢼ
࢟

⣽◁⢏（長石、
石英、㞼ẕ）

202205
000060

63
第 7・26 ᅗ

㹑㹒 20 白☢ ☇ �17.0� - �3.7� 白 白
ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊

施㔙
施㔙 ⢭Ⰻࡰ࡯ 白☢☇ϫ㢮

202205
000059

64
第 8・26 ᅗ

S311 ᅵᖌჾ 小─ �9.0� �6.8� 1.5 にࡪいᶳ にࡪいᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ
⣒ษり

ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ
⣽◁⢏（㉥Ⰽ⢏
子、㞼ẕ、石英）

202205
000056

65
第 8・26 ᅗ

㹑㹉 7
・8・10

ᅵᖌჾ 小─ �9.8� �5.6� 1.8 
ᶳ

にࡪいᶳ
ᶳ

にࡪいᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ
ษりࣛ࣊

ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ
⣽◁⢏（㉥Ⰽ⢏

子、㞼ẕ）
202205
000039

66
第 8・26 ᅗ

S313 ᅵᖌჾ ᆗ �15.4� �9.6� 3.3 にࡪい㯤ᶳ にࡪい㯤ᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ
⣒ษり

ᅇ㌿ࢹࢼ
⣽◁⢏（石英、
㞼ẕ、㉥Ⰽ⢏子）

202205
000057

67
第 8・26 ᅗ

S313 青☢ ☇ - �7.0� �4.0� ⅊㯤 ⅊㯤
ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊

施㔙
施㔙 ⢭Ⰻࡰ࡯

ぢ㎸　㍯≧㔙ᥙࡁ取り

福ᘓ┬⣔青☢㹀

202205
000058
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㸲㸬⥲ᣓ

　今ᅇの調査では古代の遺ᵓやᘺ生᫬代の遺≀を確認した。㹑㹉 10 は 10 ୡ⣖後༙～ 11 ୡ⣖代に

ᒓࡍるࡀ、ඛ行ࡍる㹑㹉㸶や㹑㹉㸵についてࡶ、㹑㹉㸵から⎰ჾᇫ∦ࡀฟᅵしているࡇとからࡰ࡯

ྠ᫬期であるࡇとࡀ᝿ᐃࢀࡉる。㹑㹃１からは 12 ୡ⣖後༙の㍺ධ㝡☢ჾࡀฟᅵしている。㹑㹃 25

からྠࡶᏳ❔⣔の青☢☇∦と考࠼らࢀる遺≀やᗏ部ࣛ࣊ษり、⣒ษりのᅵᖌჾࡀとࡶにฟᅵして

おり、12 ୡ⣖後༙に収まると考࠼らࢀる。また㹑㹃 30 は東᧛⣔の㡲恵ჾ㖊やᗏ部⣒ษりのᅵᖌჾ

小─ࡀฟᅵしており、12 ୡ⣖後༙から 13 ୡ⣖以㝆に埋ἐしたと考࠼らࢀる。᳨ฟࢀࡉた３ᇶの井

ᡞは㹑㹃１・25 は平面ᙧࡀṍࡔࢇ෇ᙧやᴃ෇ᙧであり、┤ᚄ２㹫以上のつᶍであるのにᑐし、㹑

㹃 30 の平面ᙧはࡰ࡯ṇ෇で、┤ᚄࡶ⣙１㹫と小ᆺであり、ᙧែに㐪いࡳࡀらࢀる。また、㹑㹃１

のቨ面は⦆やかにഴᩳしていࡀࡃ、㹑㹃 30 はࡰ࡯ᆶ┤に掘りࡇまࢀており、㹑㹃１・25 と㹑㹃 30

には᫬期ᕪࡀあるྍ⬟ᛶࡀ高い。

　第 1 次調査ではᘺ生᫬代中期前༙と考࠼らࢀる⏎᳌቎２ࡀᇶ᳨ฟࢀࡉているࡀ、今ᅇの調査では

ᘺ生᫬代の遺ᵓは確認でࡁなかった。しかし、ྠ᫬期の⏎᳌∦と考࠼らࢀる遺≀ࡀ後ୡの遺ᵓから

ฟᅵしている。調査༊上面は๐平ࢀࡉているため、ᘺ生᫬代の遺ᵓࡀኻわࢀているྍ⬟ᛶࡀある。

　また、第 1次調査では２ᇶのᅵቼ቎ࡀ確認ࢀࡉている。㹑㹒 153 は長㍈長 1.5 㹫以上、▷㍈長 0.45

㹫、῝ࡉ 0.4 㹫を り、平面ᙧࡀ㝮丸᪉ᙧからᴃ෇ᙧを࿊ࡍる。ᗏ部から⎰ჾᇫやᅵᖌჾ小─ࡀฟ

ᅵし、12ୡ⣖後༙にᒓࡍると考࠼らࢀる。主㍈᪉఩は今ᅇ᳨ฟした㹑㹒20に㏆ఝࡍると᝿ᐃࢀࡉる。

㹑㹒 32 は長㍈長 1.5 㹫、▷㍈長１㹫、῝ࡉ 0.6 㹫を り、平面ᙧは᪉ᙧを࿊ࡍる。᏶ᙧのྠᏳ❔

⣔青☢☇や小☇・─、白☢─ࡀฟᅵし、12 ୡ⣖後༙にᒓࡍると考࠼らࢀる。調査ᆅ࿘㎶では井ᡞ

るⅬ、12ࡍ集中ࡀ ୡ⣖後༙にᒓࡍる井ᡞとᅵቼ቎ࡀ㏆᥋しているⅬࡀὀ┠ࢀࡉる。今後の調査で

集ⴠと቎ᇦの㛵係を᫂らかにしていࡁたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小川原）

第㸷ᅗ　高倉遺跡第１・２次調査遺ᵓ略ᅗ（1�250）

㹑㹒160⏎᳌቎㹑㹒160⏎᳌቎

㹑㹒�5⏎᳌቎㹑㹒�5⏎᳌቎

㹑㹒�2ᅵቼ቎㹑㹒�2ᅵቼ቎

㹑㹒1�� ᅵቼ቎㹑㹒1�� ᅵቼ቎

ͤ１次調査の఩⨨はᘓ≀㓄⨨や㐨㊰఩⨨から᥎ 

１次調査

２次調査
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第 12 ᅗ　㹑㹃１・25 掘๐≧ἣ（໭から）

第 11 ᅗ　᳨ฟ≧ἣ（༡から）第 10 ᅗ　調査༊඲ᬒ（໭上✵から）

第 1� ᅗ　㹑㹃１ᅵᒙሁ積≧ἣ（西から）

第 14 ᅗ　㹑㹃 30 ᅵᒙሁ積≧ἣ（༡から） 第 1� ᅗ　㹑㹉㸵ᅵᒙሁ積≧ἣ（໭から）

第 16 ᅗ　㹑㹉㸵᏶掘≧ἣ（໭から） 第 1� ᅗ　㹑㹉 10 ᅵᒙሁ積≧ἣ（༡から）
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第 1� ᅗ　㹑㹉 10 遺≀ฟᅵ≧ἣ（໭から） 第 1� ᅗ　㹑㹉㸵・㸶・10 ᏶掘≧ἣ（໭から）

第 20 ᅗ　㹑㹒 20 ᅵᒙሁ積≧ἣ（༡から） 第 21 ᅗ　㹑㹒 20 遺≀ฟᅵ≧ἣ（東から）

第 22 ᅗ　ฟᅵ遺≀෗真ձ
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Ⅲ．庄屋野遺跡第 10 次調査

１．調査に至る経過

　令和４年６月 13 日、土地所有者から専用住宅建設に伴う「埋蔵文化財包蔵の有無」の照会が提

出された。対象地は周知の埋蔵文化財である庄屋野遺跡に含まれる。建物の基礎構造上、遺跡の保

護は不可能であったことから、土地所有者に対して発掘調査が必要な旨を回答した。令和４年７月

15 日に土地所有者より発掘調査の依頼が提出されたため、同年９月８日から９月 22 日まで発掘調

査を実施した。対象面積 201 ㎡のうち調査面積は 59 ㎡である。

２．位置と環境

　久留米市は筑紫平野の中心部、筑後川の中流域に位置する。筑後川は久留米城付近で流れを南西

へと変え、その左岸には筑後川や金丸川、広川によって形成された氾濫原が広がる。氾濫原の東側

には標高 10 ｍ前後の低台地が点在しており、庄屋野遺跡はこの台地上に位置する。

　庄屋野遺跡周辺で確認されている縄文時代の遺構は主に落とし穴状遺構である。念仏塚遺跡、庄

屋野遺跡、穴口遺跡、古牟田遺跡、野畑遺跡、野瀬塚遺跡、今泉遺跡、坂本遺跡では、落とし穴状

遺構が列状に検出されている。

　弥生時代になると、塚畑遺跡を中心とした台地上で集落域と墓域が検出される。前期の遺構とし

ては、城崎遺跡で土坑、野畑遺跡で貯蔵穴、塚畑遺跡や坂本遺跡で竪穴住居が確認されている。前

期末には、今泉遺跡で竪穴住居 20 基と土坑 23 基が馬蹄状に配置される集落が認められた。また、

同時期には墓域も確認されており、酢正免遺跡の土壙墓、安武三反野遺跡の壺棺墓 18 基などがある。

中期になると居住域は南方へと展開する。中期初頭では、庄屋野遺跡で台地の北端を廻る大溝が検

出されており、環濠集落に伴うものと考えられている。中期前半の酢正免遺跡・安武三反野遺跡の

土坑群や東烏遺跡の 22 基の竪穴住居や 16 基の土坑など、集落域が確認されている。墓域としては、

安武三反野遺跡の甕棺墓、石蓋土壙墓、木棺墓からなる列状埋葬が挙げられる。後期に入ると集落

域は広がる。塚畑遺跡で環濠を伴う集落が営まれる。上野遺跡と庄屋野遺跡では竪穴住居、押方遺

跡では掘立柱建物や竪穴住居、安武三反野遺跡では大溝や 30 棟の掘立柱建物群が検出され、これ

が塚畑遺跡を中心に営まれた集落域の南限とみられる。また、野畑遺跡では前期末から終末期にか

けて掘立柱建物や土坑が分布しており、塚畑遺跡の大溝と同方向の大溝が検出されていることから、

野畑遺跡まで集落域があったと考えられる。なお、墓域については、明確な時期決定には至ってい

ないものの、安武三反野遺跡の石蓋土壙墓などが後期に属すると考えられている。

　古代の安武一帯は、『倭名類聚抄」の三潴郡に相当し、８つある郷のうち、田家郷に比定されて
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第 2� ᅗ　調査ᆅⅬと࿘㎶の遺跡分ᕸᅗ（1�25�000）

第 2� ᅗ　調査ᆅⅬの఩⨨と࿘㎶ᆅᙧᅗ（1�5�000）
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 1．庄屋野遺跡
 2．ᐑࣀ木遺跡
 3．㓑ṇච遺跡
 4．✰口遺跡
 5．古∹田遺跡
 6．上野遺跡
 7．塚⏿遺跡
 8．ዪ堀遺跡
 9．Ᏻ武三཯野遺跡
10．野⏿遺跡
11．ᢲ᪉遺跡
12．寺島遺跡
13．ᛕ௖塚遺跡
14．野℩塚遺跡
15．坂本遺跡
16．今Ἠ遺跡
17． 㑏西古墳
18．┠Ᏻ町の一里塚
19．ᮡࣀ本遺跡
20．㤶田遺跡
21．城ᓮ遺跡
22．Ᏻ武ඵᖭ⚄♫ᣏẊ
23．屋ᩜ遺跡
24．西ⅲ遺跡
25．東ⅲ遺跡
26．㏣分古墳
27．㏣分の㐨ᶆ
28．㖯子塚古墳
29．⣇ᑿ古墳群
30．大ၿ寺東⿬遺跡
31．⟄川遺跡
32．ᶒ現塚古墳
33．ᚚ塚古墳
34．ộධ遺跡
35．◽遺跡
36．ఞ⸛田遺跡
37．夫፬塚遺跡
38．㐨蔵遺跡
39．ኳ⚄ච遺跡
40．ᚚ౪田遺跡
41．ᾏὠ城
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Y=-47,050.000 Y=-47,045.000 Y=-47,040.000

X=33,160.000

X=33,155.000

SA1

0 �㹫

第 2� ᅗ 遺ᵓ㓄⨨ᅗ（1�100）

いる。野⏿遺跡では、総ᰕᘓ≀をక࠺⣙ 30 Ჷのᘓ≀群᳨ࡀฟࢀࡉ、ᅵᆙから้書ᅵჾࡀฟᅵした。

ᛕ௖塚遺跡ではṇ᪉఩のᘓ≀群や⪥─、ࠕ大༳ ฟᅵした。野℩塚遺ࡀ༡宅Ặࠖといったቚ書ᅵჾࠕࠖ

跡では二ᙬ㝡ჾやࠕ三୓大㡿 大㡿ࠕࠖ らの遺ࢀࡇ。ฟᅵしたࡀたቚ書ᅵჾࢀと書か࡝三୓ᑡࠖなࠕࠖ

ᵓは、田ᐙ郷に㛵㐃ࡍるᐁ⾦ⓗᘓ≀と᝿ᐃࢀࡉている。㸶～ 10 ୡ⣖にはࡇの࡯かにࡶ、庄屋野遺跡、

今Ἠ遺跡、ኳ⚄ච遺跡、ᐑࣀ木遺跡、㓑ṇච遺跡、寺島遺跡、ᮡࣀ本遺跡で遺ᵓࡀぢつかっている。

３㸬調査ࡢグ㘓

（１）調査ࡢ⤒㐣

　今ᅇの調査では、第㸶次調査で確認ࢀࡉた遺ᵓのᗈࡀりを確認ࡍるࡇとを┠ⓗに調査を行った。

　令和４年９月㸶日、㔜ᶵによる表ᅵ๤ࡂを行った。ࡑの後、人ຊによる遺ᵓの᳨ฟ、掘り下ࡆ、

個ู遺ᵓᅗの作成・遺ᵓ෗真の᧜ᙳを行った。ྠ年９月 21 日、඲ᬒ෗真を᧜ᙳした。⩣日埋めᡠ

しおよびᶵᮦの᧔収を行い、現ᆅでの調査を⤊஢した。

　遺ᵓはࢺータࣝࢸࢫーࣙࢩンを౑用して 㔞し、ࢹータの⦅集と保Ꮡは、ᰴᘧ会♫㹁㹓㹀㹇㹁〇

ࢇࡃ遺ᵓࠕࢺࣇࢯ FXELFࠖを用いて行った。ᅵᒙ᩿面ᅗはỈ⣒࣓ࣗࢩࢵἲ（1�10）で記録した。遺

ᵓ෗真は、&DQRQ　(2S ６' を౑用して᧜ᙳした。
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（２）᳨ฟ遺ᵓ

　今ᅇの調査では、ᰙิ１᮲とࢺࢵࣆከ数を確認した。以下、遺ᵓのヲ⣽について㏙࡭る。

　ᰙิ

㹑㸿１（第 29・30 ～ 33 ᅗ）

　調査༊໭ഃで᳨ฟしたᰙิである。᪉఩は㹌-7.9r-㹕である。ᰕ間ᑍἲは1.8㹫～2.0㹫を る。

ᰕ✰は 34 ～ 46 ੉、ᰕ⑞は 14 ～ 16 ੉を る。῝ࡉは 16 ～ 25 ੉を る。㹎１の埋ᅵからᅵᖌჾの

⏎の⣽∦ࡀ、㹎２からᅵᖌჾの⏎やᆗの⣽∦ࡀฟᅵしている。

（３）ฟᅵ遺≀

　今ᅇの調査では、ᰙิやࢺࢵࣆからᅵᖌჾのᆗや⏎の⣽∦ࣃࡀンࢥンࢼࢸー１⟽分ฟᅵしている

。のはなかったࡶるࡁᅗ化で、ࡀ

㸲㸬⥲ᣓ

　第ϰ❶の総括をཧ↷ࢀࡉたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長谷川）

ᶆ高 9.40㹫 32
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4
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第 �0 ᅗ 㹑Ａ１実 ᅗ（1�80、1�40：ᅵᒙᅗ）

第 �1 ᅗ 調査༊඲ᬒ（໭上✵から）

第 �2 ᅗ 㹑Ａ１㹎１ᅵᒙ（໭から）

第 �� ᅗ 㹑Ａ１㹎３ᅵᒙ（東から）
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ϫ．庄屋野遺跡第 11 次調査

１㸬調査ࡿ⮳࡟⤒㐣

　令和４年６月３日、ᅵᆅ所᭷者からᑓ用住宅ᘓタにకࠕ࠺埋蔵文化財ໟ蔵の᭷↓ࠖの↷会ࡀᥦฟ

る。ᘓ≀のᇶ♏ᵓ㐀上、遺跡の保護ࢀた。ᑐ㇟ᆅは࿘知の埋蔵文化財である庄屋野遺跡に含まࢀࡉ

は୙ྍ⬟であったࡇとから、ᅵᆅ所᭷者にᑐして発掘調査ࡀᚲ要な᪨をᅇ⟅した。令和４年㸵月

11 日にᅵᆅ所᭷者より発掘調査の౫㢗ࡀᥦฟࢀࡉたため、ྠ年９月㸶日から９月 22 日まで発掘調

査を実施した。ᑐ㇟面積 202 ㎡のࡕ࠺調査面積は 95 ㎡である。

２㸬఩⨨࡜⎔ቃ

　本調査ᆅは第 10 次調査ᆅの໭ 30 㹫に఩⨨ࡍる。࿘㎶⎔ቃのヲ⣽は、第Ⅲ❶をཧ↷ࢀࡉたい。

３㸬調査ࡢグ㘓

（１）調査ࡢ⤒㐣

　今ᅇの調査では、第㸶次調査で確認ࢀࡉた遺ᵓのᗈࡀりを確認ࡍるࡇとを┠ⓗに調査を行った。

　令和４年９月㸶日、㔜ᶵによる表ᅵ๤ࡂを行った。ࡑの後、人ຊによる遺ᵓの᳨ฟ、掘り下ࡆ、
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個ู遺ᵓᅗの作成・遺ᵓ෗真の᧜ᙳを行った。ྠ年９月 21 日、඲ᬒ෗真を᧜ᙳした。⩣日埋めᡠ

しおよびᶵᮦの᧔収を行い、現ᆅでの調査を⤊஢した。

　遺ᵓは、ࢺータࣝࢸࢫーࣙࢩンを౑用して 㔞し、ࢹータの⦅集と保Ꮡは、ᰴᘧ会♫㹁㹓㹀㹇㹁

〇ࠕࢺࣇࢯ遺ᵓࢇࡃ FXELFࠖを用いて行った。ᅵᒙ᩿面ᅗはỈ⣒࣓ࣗࢩࢵἲ（1�10）で記録した。

遺ᵓ෗真は、&DQRQ　(2S ６' を౑用して᧜ᙳした。

（２）᳨ฟ遺ᵓ

　今ᅇの調査では、掘❧ᰕᘓ≀１Ჷとࢺࢵࣆከ数を確認

した。以下、遺ᵓのヲ⣽について㏙࡭る。

᥀❧ᰕᘓ≀

　㹑㹀 4�（第 35・36 ᅗ）

　調査༊໭西部で᳨ฟした掘❧ᰕᘓ≀である。᪉఩は

㹌 -7.1r - 㹕である。༡໭１間以上、東西１間以上のつ

ᶍを᭷ࡍる。ᰕ間は༡໭ 1.6 㹫、東西 1.6 㹫である。ᰕ

✰は෇ᙧ・ᴃ෇ᙧを成し、┤ᚄは 52 ～ 60 ੉、῝ࡉは 23

～ 35 ੉である。ฟᅵ遺≀はᅵᖌჾのᆗや⏎の⣽∦ࡀฟᅵし

ている。

（３）ฟᅵ遺≀

　今ᅇの調査ではࢺࢵࣆからᅵᖌჾのᆗや⏎の⣽∦ࣃࡀンࢥンࢼࢸー１⟽分ฟᅵしているࡀ、ᅗ化

でࡁるࡶのはなかった。

㸲㸬⥲ᣓ

　第ϰ❶の総括をཧ↷ࢀࡉたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長谷川）
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Ⅴ．庄屋野遺跡第 12 次調査

１．調査に至る経過

　令和４年９月９日、土地所有者から専用住宅建設に伴う「埋蔵文化財包蔵の有無」の照会が提出

された。対象地は周知の埋蔵文化財である庄屋野遺跡に含まれる。建物の基礎構造上、遺跡の保護

は不可能であったことから、土地所有者に対して発掘調査が必要な旨を回答した。令和４年 11 月

４日に土地所有者より発掘調査の依頼が提出されたため、同年 11 月８日から 11 月 28 日まで発掘

調査を実施した。対象面積 201 ㎡のうち調査面積は 89 ㎡である。

２．位置と環境

　本調査地は第 10 次調査の北東に隣接する。周辺環境の詳細は、第Ⅲ章を参照されたい。

３．調査の記録

（１）調査の経過

　今回の調査では、第８次調査で確認された遺構の広がりを確認することを目的に調査を行った。

　令和４年11月８日、機材を搬入し、調査を開始した。翌日、重機による表土剥ぎを行った。その後、

人力による遺構の検出、掘り下げ、個別遺構図の作成・遺構写真の撮影を行った。同年 11 月 24 日、

全景写真を撮影した。翌日埋め戻しを行い、同年 11 月 28 日に機材を撤収し、現地での調査を終了

した。

　遺構は、トータルステーションを使用して測量し、データの編集と保存は、株式会社ＣＵＢＩＣ

製ソフト「遺構くん cubic」を用いて行った。土層断面図は水糸メッシュ法（1/10）で記録した。

遺構写真は、Canon　EOS ６D を使用して撮影した。遺物写真は、PENTAX　K- １Ⅱを使用して撮影

した。

（２）検出遺構

　今回の調査では、掘立柱建物１棟とピット多数を確認した。以下、遺構の詳細について述べる。

　掘立柱建物

　ＳＢ３（第 38 ～ 42 図）

　調査区南部で検出した掘立柱建物である。方位はＮ -11.5° - Ｗである。南西部が調査区外へ出

るため正確な規模は不明であるが、南北４間以上、東西３間以上の規模を有する。柱間は南北 92

㎝～ 128 ㎝、東西 92 ㎝～ 102 ㎝であり、不揃いである。柱穴は円形・楕円形を成し、直径は 34 ～
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62 ੉、῝ࡉは 16 ～ 36 ੉である。ฟᅵ遺≀は㹎１からᅵ㗽ࡀ、㹎４からᅵᖌჾのᆗや⏎の⣽∦ࡀ

ฟᅵしている。

ࢺࢵࣆ

　㹑㹎５（第 38・43・44 ᅗ）

　調査༊中ኸで᳨ฟしたࢺࢵࣆである。平面ᙧは෇ᙧを࿊ࡍる。┤ᚄ 96FP、῝ࡉ 64 ੉を る。ᰕ

⑞を確認したࡀ、㹑㹎５とᰙิや掘❧ᰕᘓ≀を成ࡍᰕ✰を確認でࡁなかった。ฟᅵ遺≀は掘᪉から

ᅵᖌჾのᆗや⏎の⣽∦ࡀฟᅵしている。

（３）ฟᅵ遺≀（第 39・45 ᅗ）

　今ᅇの調査ではࢺࢵࣆからᅵᖌჾのᆗや⏎の⣽∦ࣃࡀンࢥンࢼࢸー１⟽分ฟ

ᅵしているࡀ、大༙は⣽∦でᅗ化でࡁなかった。

１は㹑㹀３㹎１からฟᅵしたᅵ㗽である。長2.9ࡉFP以上、ཌ2.3ࡉ੉を る。

Ⰽ調は〓⅊Ⰽを࿊ࡍる。⫾ᅵは⢭Ⰻであり、እ面をࢹࢼて௙上ࡆる。

㸲㸬⥲ᣓ

　第ϰ❶の総括をཧ↷ࢀࡉたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長谷川）

１

㸮 10cm

第 �� ᅗ　ฟᅵ遺≀

実 ᅗ（1�4�

第 40 ᅗ　調査༊඲ᬒ（໭東上✵から）



Ϭ．庄屋野遺跡（第 12 次調査）

－ 32 －

第 41 ᅗ　㹑㹀３㹎６ᅵᒙ（༡から） 第 42 ᅗ　㹑㹀３㹎６᏶掘≧ἣ（໭から）

第 4� ᅗ　ฟᅵ遺≀෗真

第 4� ᅗ　㹑㹎５ᅵᒙ（東から） 第 44 ᅗ　㹑㹎５᏶掘≧ἣ（東から）

１
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ϭ．庄屋野遺跡第 13 次調査

１㸬調査ࡿ⮳࡟⤒㐣

　令和４年 10 月 17 日、ᅵᆅ所᭷者からᑓ用住宅ᘓタにకࠕ࠺埋蔵文化財ໟ蔵の᭷↓ࠖの↷会ࡀᥦ

ฟࢀࡉた。ᑐ㇟ᆅは࿘知の埋蔵文化財である庄屋野遺跡に含まࢀる。ᘓ≀のᇶ♏ᵓ㐀上、遺跡の保

護は୙ྍ⬟であったࡇとから、ᅵᆅ所᭷者にᑐして発掘調査ࡀᚲ要な᪨をᅇ⟅した。令和４年 11

月㸵日にᅵᆅ所᭷者より発掘調査の౫㢗ࡀᥦฟࢀࡉたため、ྠ年 11 月㸶日から 11 月 28 日まで発

掘調査を実施した。ᑐ㇟面積 201 ㎡のࡕ࠺調査面積は 89 ㎡である。

２㸬఩⨨࡜⎔ቃ

　本調査ᆅは第 10 次調査ᆅの໭に㞄᥋ࡍる。࿘㎶⎔ቃのヲ⣽は、第Ⅲ❶をཧ↷ࢀࡉたい。
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　３．調査の記録

（１）調査の経過

　今回の調査では、８次調査で確認された遺構の広がりを確認することを目的に調査を行った。

　令和４年 11 月８日、機材を搬入し、調査を開始した。11 月 10 日、重機による表土剥ぎを行っ

た。その後、人力による遺構の検出、掘り下げ、個別遺構図の作成・遺構写真の撮影を行った。同

年 11 月 24 日、全景写真を撮影した。翌日埋め戻しを行い、同年 11 月 28 日に機材を撤収し、現地

での調査を終了した。

　遺構は、トータルステーションを使用して測量し、データの編集と保存は、株式会社ＣＵＢＩＣ

製ソフト「遺構くん cubic」を用いて行った。土層断面図は水糸メッシュ法（1/10）で記録した。

遺構写真は、Canon　EOS ６D を使用して撮影した。遺物写真は、PENTAX　K- １Ⅱを使用して撮影

した。

（２）検出遺構

　今回の調査では、溝１条、土坑３基、ピット多数を検出した。以下、遺構の詳細について述べる。

　溝

　ＳＤ 16（第 47・50 図）

　調査区南東部で検出した溝である。長さ2.7ｍ分を検出した。南西側と東側は調査区外へ延びる。

幅 80 ㎝、深さ 10 ㎝を測るが、南西側へと傾斜する。断面形は台形を呈する。

　土坑

　ＳＫ１（第 47・51 図）

　調査区北部で検出した土坑である。北部は調査区外へ延びる。規模は長軸 2.0 ｍ以上、短軸 1.5

ｍ、深さ 30 ㎝を測る。平面形は楕円形を呈する。２段のテラスを有し、北側へ深くなる。遺物は、

土師器の蓋、坏、高坏、皿、甕、須恵器の甕、土錘などが出土している。

　ＳＫ２（第 47・52 図）

　調査区南部で検出した土坑である。規模は長軸 2.3 ｍ、短軸 2.2 ｍ、深さ 40 ㎝を測る。平面形

は不整形を呈する。ＳＫ 49 に後出する。遺物は、土師器の坏、甕、須恵器の坏蓋、坏などが出土

している。

　ＳＫ 49（第 47・49 図）

　調査区南部で検出した土坑である。規模は長軸 2.5 ｍ、短軸 0.7 ｍ、深さ 34 ㎝を測る。平面形

は溝状を呈する。ＳＫ１に先行する。遺物は、土師器甕の細片が出土している。

（３）出土遺物（第 48・53 図・第 4 表）

　今回の調査では、パンコンテナー１箱分の遺物が出土した。法量等の詳細については、観察表を

参照されたい。

　１～９はＳＫ１から出土した。１は土師器の蓋である。外面は回転ヘラケズリと回転ナデ、内面
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０ １ｍ

ᶆ高 9.50m

ᶆ高 9.10m

ᶆ高 9.30m

ᶆ高 9.30P

ᶆ高 9.10m ᶆ高 9.10m
A A’ B B’

SK1

SK49

SK2

㹑㹂16

第 4� ᅗ　㹑㹂 16、㹑㹉１・２・49 実 ᅗ（1�40）
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㸮 ５੉

㸮 10cm

1

2

3

4

5 6

7

8 9

10 11

12

13

14 15

16 17
18

SK1

SK2

SP9

第 4� ᅗ　遺≀実 ᅗ（1�4、1�2：18）

はᅇ㌿ࢹࢼで௙上ࡆる。２～４はᅵᖌჾのᆗである。２はእ面をᅇ㌿ࢹࢼで௙上ࡆる。内面は調整

୙᫂である。３・４はᦶ⪖のため調整は୙᫂である。５はᅵᖌჾの─である。ṍࡀࡳⴭしい。６は

ᅵᖌჾの高ᆗである。㸵はᅵᖌჾの⏎である。内እ面にࡳࡀ┠ࢣࣁらࢀる。㸶・９はᅵ㗽である。

10 ～ 1� は㹑㹉２からฟᅵした。10・11 はᅵᖌჾのᆗである。እ面は⬗部からᗏ部にかࡅてᡭᣢࡕ

る。12・13ࡆで௙上ࢹࢼࢥ口⦕部はࣚ、ࢀらࡳࡀࣜࢬࢣࣛ࣊ はᅵᖌჾの⏎である。13 はᢕᡭࡀ⬗

部に௜15・14。ࡃ は㡲恵ჾの⵹である。16・17 は㡲恵ჾの高ྎ௜ᆗである。16 の高ྎはややእ཯

17、ࡀるࡍ の高ྎはࢥのᏐに㏆い。1� は㹑㹎９からฟᅵした㖡⁦である。

㸲㸬⥲ᣓ

　第ϰ❶の総括をཧ↷ࢀࡉたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長谷川）
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第㸲⾲　庄屋野遺跡第 13 次調査ฟᅵ遺≀ほᐹ表

第 4� ᅗ　調査༊඲ᬒ（໭から） 第 �0 ᅗ　㹑㹂 16 ᏶掘≧ἣ（໭東から）

第 �1 ᅗ　㹑㹉１᏶掘≧ἣ（༡東から） 第 �2 ᅗ　㹑㹉２᏶掘≧ἣ（໭東から）

遺≀
␒ྕ 遺ᵓ ᮦ㉁ ჾ✀

ἲ㔞 Ⰽ調 調ᩚ

⫾ᅵ ഛ⪃
Ⓩ㘓
␒ྕཱྀᚄ

（㛗）
ᗏᚄ
（ᖜ）

ჾ高
（ཌ）

እ㠃 内㠃 እ㠃 内㠃

1
第 48・53 ᅗ 㹑㹉１ ᅵᖌჾ ⵹ （17.9） - �2.2� ⅊㯤〓～ᶳ ᫂㉥〓 ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊ ࢹࢼᅇ㌿　ࢹࢼ 㞼ẕを含ࡴ

202211
000006

2
第 48・53 ᅗ

㹑㹉１ ᅵᖌჾ ᆗ �12.0� �6.8� 3.5 ᶳ ὸ㯤ᶳ ᅇ㌿ࢹࢼ ୙᫂ ⢭Ⰻ
202211
000002

3
第 48・53 ᅗ

㹑㹉１ ᅵᖌჾ ᆗ - - 3.5 にࡪいᶳ にࡪいᶳ
ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊

ษりࣛ࣊　㸽ࢹࢼ
୙᫂ ⢭Ⰻ

202211
000003

4
第 48・53 ᅗ

㹑㹉１ ᅵᖌჾ ᆗ - - 3.0 にࡪい㯤ᶳ にࡪい㯤ᶳ ࢹࢼ ୙᫂ ⢭Ⰻ
202211
000001

5
第 48・53 ᅗ

㹑㹉１ ᅵᖌჾ ─ 22.9 17.0 1.0 㯤ᶳ ὸ㯤ᶳ ୙᫂ ୙᫂ ⢭Ⰻ ṍࡳⴭしい
202211
000004

6
第 48・53 ᅗ

㹑㹉１ ᅵᖌჾ 高ᆗ（14.6） - �2.3� ᶳ～ᬯ⅊
ᶳ～にࡪい

ᶳ
୙᫂ ୙᫂ 㞼ẕを含ࡴ

202211
000005

7
第 48・53 ᅗ

㹑㹉１ ᅵᖌჾ ⏎ - - �12.8�
ᶳ～にࡪい

ᶳ
ᶳ～〓⅊ ┠ࢣࣁ　ࢹࢼࢥࣚ

┠ࢣࣁ　ࢹࢼࢥࣚ
㸽ࢹࢼ

㞼ẕを含ࡴ
202211
000007

8
第 48・53 ᅗ

㹑㹉１ ᅵ〇ရ ᅵ㗽 6.8 2.0 2.1 ὸ㯤ᶳ - ࢹࢼ 㞼ẕを含ࡴ
202211
000008

9
第 48・53 ᅗ

㹑㹉１ ᅵ〇ရ ᅵ㗽 6.7 1.9 1.7
にࡪい㯤ᶳ

～〓⅊
- ࢹࢼ 㞼ẕ・ゅ㛝石を含ࡴ

202211
000009

10
第 48・53 ᅗ

㹑㹉２ ᅵᖌჾ ᆗ �10.3� - 3.6 ᫂㉥〓 ᫂㉥〓
ࢹࢼࢥࣚ

ࣜࢬࢣࣛ࣊
ࢹࢼ　ࢹࢼࢥࣚ

⣽⢏◁・中♟・ゅ㛝石・
㞼ẕを含ࡴ　　　　　　　　　　

202211
000011

11
第 48・53 ᅗ

㹑㹉２ ᅵᖌჾ ᆗ （16.4） - �2.7�
ᶳ～にࡪい

㉥〓
ᶳ～にࡪい

㉥〓
ᅇ㌿ࢹࢼ

ࣜࢬࢣࣛ࣊
ᅇ㌿ࢹࢼ

⣽⢏◁を含ࡴ　　　　　　　　　　
㞼ẕを含ࡴ

202211
000010

12
第 48・53 ᅗ

㹑㹉２ ᅵᖌჾ ⏎ �11.4� - 13.4 ᶳ
᫂㉥〓～に

いᶳࡪ
　　　　　┠ࢣࣁ ୙᫂

⣽♟・㞼ẕ・ゅ㛝石を含
ࡴ

⬗部᭱大ᚄ 13.9
202211
000012

13
第 48・53 ᅗ

㹑㹉２ ᅵᖌჾ ⏎ �24.2� - �9.0� ᶳ ᶳ
┠ࢣࣁ　ࢹࢼࢥࣚ

࢚ࢧ࢜ࣅࣘ
ࢹࢼࢥࣚ
ࣜࢬࢣ

⢒◁・⣽♟・中♟・㞼ẕ
を含ࡴ

202211
000013

14
第 48・53 ᅗ

㹑㹉２ 㡲恵ჾ ⵹ （13.6） - �3.5� ᬯ⅊～⅊ ⅊
ᅇ㌿ࢹࢼ　ࢹࢼ
ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊

ᅇ㌿ࢹࢼ 中◁・⣽♟を含ࡴ
202211
000017

15
第 48・53 ᅗ

㹑㹉２ 㡲恵ჾ ⵹ �14.0� - �1.6� ⅊㯤 ⅊白～ὸ㯤
ᅇ㌿ࢹࢼ

ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊
ᅇ㌿ࢹࢼ　ࢹࢼ ⢭Ⰻࡰ࡯

202211
000016

16
第 48・53 ᅗ

㹑㹉２ 㡲恵ჾ ᆗ - 8.6 �3.5� ⅊ ⅊
ᅇ㌿ࢹࢼ　ࢹࢼ

ษりࣛ࣊
ᅇ㌿ࢹࢼ　ࢹࢼ

中◁・ᴟ⢒◁・⣽♟・中♟・
㞼ẕを含ࡴ

202211
000015

17
第 48・53 ᅗ

㹑㹉２ 㡲恵ჾ ᆗ �12.2� �8.6� 3.5 にࡪい㯤ᶳ ⅊白 㸽ࢹࢼ 㸽ࢹࢼ ⢭Ⰻࡰ࡯
202211
000014

18
第 48・53 ᅗ

㹑㹎９ 㖡⁦ 㖡⁦ 1.9 2.5 1.0
᫂⥳⅊～⥳

⅊
202211
000019
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第 �� ᅗ　ฟᅵ遺≀෗真
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Ϯ．庄屋野遺跡第 14 次調査

１㸬調査ࡿ⮳࡟⤒㐣

　令和４年 10 月 14 日、ᅵᆅ所᭷者からᑓ用住宅ᘓタにకࠕ࠺埋蔵文化財ໟ蔵の᭷↓ࠖの↷会ࡀᥦ

ฟࢀࡉた。ᑐ㇟ᆅは࿘知の埋蔵文化財である庄屋野遺跡に含まࢀる。ᘓ≀のᇶ♏ᵓ㐀上、遺跡の保

護ࡀ୙ྍ⬟であった一部分について、ᅵᆅ所᭷者にᑐして発掘調査ࡀᚲ要な᪨をᅇ⟅した。令和４

年 11 月１日にᅵᆅ所᭷者より発掘調査の౫㢗ࡀᥦฟࢀࡉたため、ྠ年 11 月９日から 11 月 28 日ま

で発掘調査を実施した。ᑐ㇟面積 204 ㎡のࡕ࠺調査面積は９㎡である。

２㸬఩⨨࡜⎔ቃ

　本調査ᆅは第 13 次調査ᆅの西 40 㹫に఩⨨ࡍる。࿘㎶⎔ቃのヲ⣽は、第Ⅲ❶をཧ↷ࢀࡉたい。

第 �4 ᅗ 遺ᵓ㓄⨨ᅗ（1�50）

Y ̻47�100.000 Y ̻47�095.000

; 33�180.000

0 �㹫
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３㸬調査ࡢグ㘓

（１）調査ࡢ⤒㐣

　今ᅇの調査では、㸶次調査で確認ࢀࡉた遺ᵓのᗈࡀりを確認ࡍるࡇとを┠ⓗに調査を行った。

　令和４年 11 月㸶日、ᶵᮦをᦙධし、調査を開ጞした。⩣日、㔜ᶵによる表ᅵ๤ࡂを行った。ྠ

月 10 日、人ຊによる遺ᵓの᳨ฟ、掘り下ࡆ、個ู遺ᵓᅗの作成・遺ᵓ෗真の᧜ᙳを行い、඲ᬒ෗

真を᧜ᙳした。ྠ月 25 日に埋めᡠしを行い、ྠ年 11 月 28 日にᶵᮦを᧔収し、現ᆅでの調査を⤊

஢した。

　遺ᵓは、ࢺータࣝࢸࢫーࣙࢩンを౑用して 㔞し、ࢹータの⦅集と保Ꮡは、ᰴᘧ会♫㹁㹓㹀㹇㹁

〇ࠕࢺࣇࢯ遺ᵓࢇࡃ FXELFࠖを用いて行った。

（２）᳨ฟ遺ᵓ

　今ᅇの調査では、ࢺࢵࣆከ数を᳨ฟしたࡀ、ᰙิや掘❧ᰕᘓ≀になるよ࠺なࡶのは確認でࡁなか

った。

（３）ฟᅵ遺≀

　今ᅇの調査ではࢺࢵࣆからᅵᖌჾのᆗや⏎の⣽∦ࡀฟᅵしているࡀ、ᅗ化でࡁるࡶのはなかった。

㸲㸬⥲ᣓ

　第ϰ❶の総括をཧ↷ࢀࡉたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長谷川）

第 �� ᅗ 調査༊඲ᬒ（໭から）
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ϯ．庄屋野遺跡第 15 次調査

１㸬調査ࡿ⮳࡟⤒㐣

　本調査は、ᑓ用住宅ᘓタにక࠺発掘調査である。令和４年 10 月 14 日、ᅵᆅ所᭷者より久留米市

Ᏻ武町Ᏻ武本 2932̺36 におࡅるࠕ埋蔵文化財ໟ蔵の᭷↓ࠖの↷会ࡀᥦฟࢀࡉた。当ヱᆅは࿘知の

埋蔵文化財ໟ蔵ᆅである庄屋野遺跡内にあたり、令和３年度に宅ᆅ㐀成にඛ❧ࡕ実施した第㸶次調

査ᆅ内に఩⨨ࡍる。ඛの調査成果から古代の遺ᵓࡀᒎ開ࡍるࡇとは確実であったࡀ、㐀成後の遺ᵓ

面までの῝度を確認ࡍるため、10 月 18 日に確認調査を行った。⤖果、඘分な保護ᒙࡀ確保ࢀࡉ、

᳨ฟした遺ᵓの保護ྍࡶ⬟であったࡀ、ᘓ≀の⪏㟈ᛶを考៖してᮺをᡴタࡍるࡇととなり、遺ᵓの

◚ቯをචࢀないࡇとから発掘調査ࡀᚲ要である᪨をᅇ⟅した。ࡑの後の༠㆟により、国庫補助事業

としてᑐᛂࡍるࡇととし、令和５年４月 10 日にᅵᆅ所᭷者からࠕ発掘調査の౫㢗ࠖࡀᥦฟࢀࡉた

のをཷࡅ、現ᆅ調査を実施ࡍる㐠びとなった。調査期間は令和５年４月 18 日から５月２日である。

２㸬఩⨨࡜⎔ቃ

　本調査ᆅは第 14 次調査ᆅの༡西 30 㹫に఩⨨ࡍる。࿘㎶⎔ቃのヲ⣽は、第Ⅲ❶をཧ↷ࢀࡉたい。

３㸬調査ࡢグ㘓

（１）調査ࡢ⤒㐣

　本調査は、㞄᥋ᆅで᳨ฟした遺ᵓ群の分ᕸ≧ἣを確

認ࡍるࡇとを┠ⓗとして実施した。現ᆅ調査はᗫᅵ⨨

ととし、令和ࡇ࠺て行ࡅሙの㒔ྜ上、༡໭２༊に分ࡁ

５年４月 18 日に༡༊の表ᅵ๤ࡂから╔ᡭした。19 日

には作業員をᢞධし、遺ᵓ᳨ฟに取りかかり、遺ᵓ掘

๐や実 作業、෗真᧜ᙳは㝶᫬行った。24 日に༡༊の

඲ᬒ෗真᧜ᙳを行ったあと、26 日に཯㌿作業を行い、

27 日から໭༊の遺ᵓ᳨ฟ・掘๐を実施した。５月１日

に掘๐・実 作業等を⤊２、࠼日に඲ᬒ෗真を᧜ᙳࡍるととࡶに埋めᡠし・ᶵᮦ᧔収を行い、඲て

の現ᆅ作業を⤊஢した。遺ᵓ実 ᅗ（1�10）はỈ⣒࣓ࣗࢩࢵἲで作〇し、遺ᵓ㓄⨨ᅗはࢺータࣝࢫ

♫の記録はᰴᘧ会ࡑ、ンを用いࣙࢩーࢸ &8BI& 〇ࠕࢺࣇࢯ遺ᵓࢇࡃ FXELFࠖで⦅集・保⟶している。

遺ᵓの記録෗真は、&DQRQ (2S 6' で᧜ᙳした。

第 �6 ᅗ 表ᅵ๤ࡂ㢼ᬒ（໭から）
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第 �� ᅗ ༡༊඲ᬒ（༡東から）

第 �� ᅗ ໭༊඲ᬒ（༡東から）
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（２）ᇶ本ᒙᗎ

　調査ᆅⅬは㏻⛠ࠕ庄屋野ྎᆅࠖの໭西➃に఩⨨し、ᶆ高 10.3 㹫⛬度を る。࿘㎶ᆅᙧは東から

西࡬ẚ高をῶじ、200 㹫西᪉で筑後川のỏ℃によってᙧ成ࢀࡉたపᆅに⮳る。ᇶ本ᒙᗎは、上఩よ

り㐀成ᅵ（30 ੉）、ᪧ⪔作ᅵ（10 ੉）、ᗋᅵ（10 ～ 15 ੉）ࡀ認めらࢀ、ᗋᅵ下఩の遺≀ໟ含ᒙ（25

～ 30 ੉）を⤒て遺ᵓ᳨ฟ面であるᆅ山に⮳る。現ᆅ表から遺ᵓ᳨ฟ面までの῝ࡉは 80 ੉であり、

ᶆ高は 9.5 㹫を る。

（３）᳨ฟ遺ᵓ

　調査༊はᗫᅵ⨨ࡁሙࡀ制㝈ࢀࡉていたため༡໭２༊に分ࡅて調査を行い、遺ᵓ番号は㏻し番号を

௜している。᳨ฟした遺ᵓは、ᅵᆙ６ᇶおよびࢺࢵࣆである。ᅵᆙは調査༊༡東ഃに、ࢺࢵࣆは中

ኸから໭西ഃにかࡅて᳨ฟࢀࡉ、一部᧠஘をཷࡅるࡶののṧᏑ≧ἣはⰋዲである。㏆㞄の調査では

掘❧ᰕᘓ≀᳨ࡶฟࢀࡉているࡀ、本調査ではᘓ≀を成ࡍᰕ✰は確認でࡁなかった。以下、ᅵᆙにつ

いてヲ㏙ࡍる。

0 5m

Y=-47,120.000 Y=-47,115.000 Y=-47,110.000

X=33,160.000

X=33,155.000

SK1

SK20

SK26

SK30

SK25

SK35

໭༊

༡༊

SP8

SP21

SP31

調査༊㓄⨨ᅗ

第 �� ᅗ 遺ᵓ㓄⨨ᅗ（1�100）
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　ᅵᆙ

　㹑㹉１（第 60・64 ᅗ）

　調査༊༡東㝮で᳨ฟした。㹑㹉 20 に後ฟࡍる。一部調査༊እにཬࡪため඲ᐜは୙᫂であるࡀ、

東西長 1.62 㹫以上、༡໭長 0.97 㹫以上を り、̔̀ は᭱῝部でࡉ 0.64 㹫である。ᗏ面はࢺࢵࣛࣇで、

ቨ面はᆶ┤Ẽ࿡に❧ࡕ上ࡀり、遺ᵓ内の上༙には」数のࡀࣉࢵࢸࢫ認めらࢀた。埋ᅵはᬯ〓Ⰽを࿊

し、㯤白Ⰽのࣈロࢡࢵᅵをከࡃ含ࡴ。埋ᅵ内からはᅵᖌჾのᆗ・高ྎ・⏎、㡲恵ჾの⵹・高ᆗ、⏎

の࡯か、㕲〇㔥および⿕⇕石ࡀฟᅵした。

　㹑㹉 20（第 60・64 ᅗ）

調査༊༡東㝮で᳨ฟした。㹑㹉１にඛ行ࡍる。平面ᙧは㝮丸᪉ᙧで、一㎶ 0.6 㹫⛬度、῝ࡉは

0.28 㹫を る。ᗏ面は平ᆠであり、ቨ面はእഴして❧ࡕ上ࡀり上➃に⮳る。遺ᵓ内の໭ഃにはᖜ

５FP 前後の⊃小なࣉࢵࢸࢫを᭷ࡍる。埋ᅵはᬯ〓Ⰽᅵで、㯤ᶳⰍ・㯤白Ⰽࢵࣈロࢡᅵをከࡃ含ࡴ。

埋ᅵ内からはᅵᖌჾのᆗ・⏎および㡲恵ჾ⵹の㌿用◵ࡀฟᅵしている。

　㹑㹉 2�（第 61 ～ 64 ᅗ）

　調査༊໭東で᳨ฟした大ᙧのᅵᆙである。㹑㹉 35 に後ฟࡍる。平面ᙧは小ุᙧを࿊し、つᶍは

長㍈長 2.30 㹫、▷㍈長 1.35 㹫で、῝ࡉは᭱大 0.46 㹫を る。遺ᵓ内は໭༙ࡃ῝ࡀ掘り㎸まࢀ、

る。一᪉、遺ᵓ༡༙のᗏ面はࡍを࿊≦ࢬる。ᗏ面は⊃小で、᩿面ᙧはพࣞンࡍの༡ഃにᗏ面を᭷ࡑ

第 60 ᅗ 㹑㹉１・20 ᏶掘≧ἣ（໭東から） 第 61 ᅗ 㹑㹉 25 遺≀ฟᅵ≧ἣձ（໭西から）

第 62 ᅗ 㹑㹉 25 遺≀ฟᅵ≧ἣղ（西から） 第 6� ᅗ 㹑㹉 25 ᏶掘≧ἣ（໭西から）
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ᖜᗈで、ࡰ࡯Ỉ平であった。各ᗏ面໭ഃには」数のࡀࣉࢵࢸࢫタࡅらࢀる。埋ᅵはᬯ〓Ⰽᅵで、㯤

白Ⰽࣈロࢡࢵᅵをከࡃ含ࡳ、Ⅳ化≀および↝ᅵࡶ認めらࢀた。また、遺ᵓの上ᒙからはẚ㍑ⓗከࡃ
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の遺≀ࡀฟᅵし、遺ᵓの埋ἐ㐣⛬でᗫᲠࢀࡉたと᥎ᐹࢀࡉる。埋ᅵ内からはᅵᖌჾの⵹・ᆗ・高ྎ

௜ᆗ・高ᆗ・⏎・㖊・ᢕᡭ、㡲恵ჾの⵹・┙・高ྎ∦・⏎・ናにຍ࠼、㕲⁦および⿕⇕石ࡀฟᅵした。

㹑㹉 26（第 64・65 ᅗ）

　㹑㹉 25 の໭ഃ 2.5 㹫で᳨ฟした。㹑㹉 26 に

後ฟࡍる。遺ᵓの໭༙は調査༊እにཬࡪ。平面

ᙧは୙᫂であるࡀ、つᶍは長㍈長 1.15 㹫以上、

▷㍈長 0.4 㹫以上、῝ࡉ 0.37 㹫である。ᗏ面の

᩿面ᙧはพࣞンࢬ≧で、東西にはࣉࢵࢸࢫを᭷

❧る。東ቨ面はእഴして、西ቨ面は⦆やかにࡍ

ᆶ┤であった。埋ᅵはࡰ࡯り、༡ቨ面はࡀ上ࡕ

にࡪい〓Ⰽを࿊し、㯤ᶳⰍのࣈロࢡࢵᅵをᑡ㔞

含ࡴ。埋ᅵ内からはᅵᖌჾの⏎を含ࡴ小∦６Ⅼ、

㡲恵ჾの⏎を含ࡴ小∦３Ⅼࡀฟᅵしたのࡳであ

る。

㹑㹉 �0（第 64・66 ᅗ）

　㹑㹉 26 の༡東で᳨ฟした。㹑㹉 25 にඛ行し、

遺ᵓの໭➃は調査༊እに⮳る。平面ᙧはಽ༸ᙧ

で、長㍈長 1.19 㹫以上、▷㍈長 0.9 㹫を り、

はࡉ῝ 0.46 㹫である。遺ᵓ内中ኸの༡ᐤりにᗏ

面を᭷し、西を㝖ࡃ三᪉にࡀࣉࢵࢸࢫ認めらࢀ

る。東西の᩿面ᙧは㏫ྎᙧで、༡໭はẁ掘りの

ᵝ┦を࿊ࡍる。埋ᅵはにࡪい〓Ⰽᅵで㯤白Ⰽࣈ

ロࢡࢵᅵをᑡし含ࡴ。埋ᅵ内からは、ᅵᖌჾのᆗ・

高ྎ௜ᆗ・⏎、㡲恵ჾの⵹・ᆗ・⏎ࡀฟᅵした。

㹑㹉 ��（第 64・67 ᅗ）

　調査༊の東➃㹑㹉 25 の東ഃで᳨ฟし、東ഃࡀ

調査༊እにཬࢇでいる。㹑㹉 25 にඛ行ࡍる。平

面ᙧはᐃかではないࡀ、つᶍは長㍈長 0.91 㹫以

上、▷㍈長 0.72 㹫で、῝ࡉ 0.15 㹫前後とὸい。

ᗏ面᩿面ᙧはพࣞンࢬ≧でቨ面は内‴Ẽ࿡に⦆

やかに❧ࡕ上ࡀり上➃に⮳る。ᗏ面の༡東㝮にࢺࢵࣆ≧の掘り㎸ࡳを確認し、埋ᅵにᕪ␗は認めら

埋。ࡴを含ࢡࢵロࣈる。埋ᅵはᬯ〓Ⰽを࿊し、㯤白Ⰽࢀら࠼のと考ࡶ࠺なかったため本遺ᵓにకࢀ

ᅵ内からはᅵᖌჾのᆗ・高ྎ௜ᆗ・高ᆗ・⏎、㡲恵ჾの高ྎ௜ᆗ・⏎および⿕⇕石ࡀฟᅵしている。                                                                          

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（廣木）

第 6� ᅗ 㹑㹉 26 ᏶掘≧ἣ（༡西から）

第 66 ᅗ 㹑㹉 30 ᏶掘≧ἣ（西から）

第 6� ᅗ 㹑㹉 35 ᏶掘≧ἣ（༡西から）
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（４）出土遺物（第 68 〜 71 図、第５表）

　出土遺物はパンコンテナー１箱分で、ＳＫ 25 から出土したものが大半を占める。土師器を主体

とし、須恵器が大袋２袋程度で、鉄製釘・鉄滓が各１点、このほか被熱した礫が出土している。以

下、主な遺物について説明を加える。あわせて第５表の出土遺物観察表も参照頂きたい。

　１～５はＳＫ１出土遺物。２・３は須恵器の蓋で、口縁が嘴状を呈する。３は口縁部内面に明確

な稜を有する。６はＳＫ 20 出土遺物。須恵器の蓋である。内面が非常に平滑なため、硯に転用さ

れていると推察される。内面を赤外線カメラで観察したところ、墨痕は確認できなかった。７～

23 はＳＫ 25 出土遺物。７～９は土師器の蓋である。７・９は口縁部が嘴状を呈し、８はわずかに

外反する。７・８の天井部外面に回転ヘラケズリを施す。10 ～ 12 は土師器の坏である。10 は底部

の外面に、11 は底部から体部の外面に手持ちヘラケズリを施し、10・12 は平底を呈する。13 は土

師器の盤である。平底を呈し、体部から口縁まで外傾する。14・15 は土師器の高坏である。14 の

脚端部は嘴状を呈し、15 は端部を摘まみ上げた形状をしている。また、15 は坏部と脚部の接点が

ないため図上で復元した。残存する坏部の外底部中央と脚部上面に接合痕が残ることから、坏部

と脚部を個別に成形した後に接合している。16・17 は土師器の甕である。16 は口縁が大きく外傾

する。17 は把手を有する。胴部から口縁にかけて内湾し、口縁は直行する。外面にハケメを施し、

内面に指オサエが確認できる。18・19 は土師器の鉢である。18 は口縁が大きく外反し、底部は丸

底を呈する。器壁に厚みがあり、特に口縁部が肥厚する。19 は平底で、底部に外側から打ち欠い

た穿孔が確認できる。20 は土師器の脚である。被熱により一部赤色化し、端部が黒く変色してい

る。21・22 は須恵器の蓋である。いずれも嘴状の口縁を有し、22 は端部に丸みを帯びる。また、

22 は天井部に回転ケズリを施し、ボタン状のツマミを有する。23 は鉄滓である。重さが 234.1g を

測り、比重が大きいことと金属探知機が強く反応したことから、鉄分が多く含まれると考えられる。

24 ～ 27 はＳＫ 30 出土遺物。25 は須恵器の蓋である。口縁部は嘴状の口縁が退化したもので、口

縁端部内面に稜を残す。26 は須恵器の盤で、体部から口縁まで外傾する。27 は須恵器の甕である。

口縁部に断面コ字状の粘土帯を 1 条付し、その直下に２条の沈線文を施す。その下位に斜線文を施

し、その後に４条の沈線文を施している。28 ～ 30 はＳＫ 35 出土遺物。29 は土師器の高坏である。

脚端部は嘴状を呈する。脚部を円筒状に成形した後に坏部を接合している。30 は須恵器の高台付

坏である。焼成がやや悪く、白に近い色を呈する。31 はＳＰ８出土遺物。須恵器の蓋を硯に転用

している。内面が平滑であり、硯面と考えられる。32・33 はＳＰ 21 の出土遺物。33 は須恵器の高

台付の壺である。体部は外傾し、高台は低く、外側に張り出す。34 はＳＰ 31 で出土した須恵器の

盤である。体部はやや内湾し、口縁部は短く外反する。内面にオリーブ褐色の自然釉が掛かる。

（河野）
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第５⾲　ঙ԰໺遺跡第 ��次調査ฟᅵ遺≀ほᐹ表

遺≀
θ

ฟᅵ
遺ᵓ

種ู ჾ種
ἲ㔞 �FP� Ⰽ調 調整

⫾ᅵ 備考
Ⓩ録
番号

口ᚄ ᗏᚄ ჾ高
እ面 内面 እ面 内面

長 ᖜ ཌ

1
第 68 図

SK1 土ᖌ器 甕 ‐ ‐ （8.5） 橙 橙
ヨコナデ、 刷毛目後ヨ

コナデ、 刷毛目
ヨコナデ
ᕤලナデ

砂粒
202302
000005

2
第 68 図

SK1 㡲ᜨ器 ⵹ ‐ ‐ （1.4） 褐灰 褐灰
ᅇ㌿ナデ

ᅇ㌿䝦䝷䜿䝈䝸
ᅇ㌿ナデ ⢭Ⰻ

202302
000003

3
第 68 図

SK1 㡲ᜨ器 ⵹ ‐ ‐ （1.45） 灰ⓑ 灰ⓑ
ᅇ㌿ナデ

ᅇ㌿䝦䝷䜿䝈䝸
ᅇ㌿ナデ ⢭Ⰻ

202302
000002

4
第 68 ・ 69 図

SK1 㡲ᜨ器 㧗ᆗ ‐ ‐ （6.3）
にぶい黄橙

灰ⓑ
灰ⓑ ᅇ㌿ナデ

ナデか
ᅇ㌿ナデ

砂粒 ⬮部ෆ外面䝅䝪䝸⑞
202302
000004

5
第 68 ・ 69 図

SK1 㕲〇ရ 㔥 㻔6.7㻕 0.6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 13.9 䡃
202302
000001

6
第 68 ・ 69 図

SK20 㡲ᜨ器 ⵹ 13.6 ‐ （1.2） 灰黄褐 灰ⓑ
ᅇ㌿ナデ

ᅇ㌿䝦䝷䜿䝈䝸
ᅇ㌿ナデ 砂粒 ㌿⏝◵

202302
000007

7
第 68 ・ 69 図

SK25 土ᖌ器 ⵹ 21 ‐ （2.7）
橙
黄橙

浅黄橙
にぶい橙

ᅇ㌿ナデ
ᅇ㌿䝦䝷䜿䝈䝸

ᅇ㌿ナデ
ナデ

㉥Ⰽ粒Ꮚ 外面㛛ṑ⑞か
202302
000010

8
第 68 ・ 69 図

SK25 土ᖌ器 ⵹ 22.4 ‐ 㻔2.1㻕 橙 浅黄橙
ᅇ㌿䝦䝷䜿䝈䝸

ᅇ㌿ナデ
ᅇ㌿ナデ 細砂粒 （石英、 雲母） ෆ面㛛ṑ⑞

202302
000021

9
第 68 図

SK25 土ᖌ器 ⵹ ‐ ‐ （1.8）
浅黄橙
にぶい橙

浅黄橙
にぶい橙

ᅇ㌿ナデ ᅇ㌿ナデ ⢭Ⰻ
202302
000011

10
第 68 図

SK25 土ᖌ器 ᆗ ‐ ‐ 㻔3.8㻕 浅黄橙 橙
ᅇ㌿ナデ

ᡭᣢ䛱䝦䝷䜿䝈䝸
ᅇ㌿ナデ

砂粒
（石英、 長石、 雲母）

202302
000028

11
第 68 ・ 69 図

SK25 土ᖌ器 ᆗ 13.6 ‐ 㻔2.9㻕 橙 橙
ᅇ㌿ナデ

ᡭᣢ䛱䝦䝷䜿䝈䝸
ᅇ㌿ナデ 細砂粒 （雲母）

202302
000019

12
第 68 図

SK25 土ᖌ器 ᆗ 14.4 ‐ 㻔3.3㻕 にぶい橙 浅黄橙
ᅇ㌿ナデ

ᅇ㌿䝦䝷䜿䝈䝸
ᅇ㌿ナデ

ᚤ砂粒 （石英、 雲母）
㉥Ⰽ粒Ꮚ

ෆ面㛛ṑ⑞か
202302
000020

13
第 68 ・ 69 図

SK25 土ᖌ器 ┙ 18.0 11.3 2.3 ῐ黄 灰ⓑ
ᅇ㌿ナデ

䝦䝷ษ䜚後ナデか
ᅇ㌿ナデ

♟
砂粒

202302
000025

14
第 68 ・ 70 図

SK25 土ᖌ器 㧗ᆗ ‐ 11.4 （5.8） 橙
橙

浅黄橙
摩耗 ナデか

⢭Ⰻ
㉥Ⰽ粒Ꮚ

⬮部外面䝅䝪䝸⑞
202302
000012

15
第 68 ・ 70 図

SK25 土ᖌ器 㧗ᆗ ‐ 䛊10.0䛋 （6.1）
浅黄橙
橙

にぶい橙

橙
にぶい橙

ᅇ㌿䝦䝷䜿䝈䝸
᥋ྜナデ
ᅇ㌿ナデ

ᅇ㌿ナデ
᥋ྜナデ

⢭Ⰻ
㉥Ⰽ粒Ꮚ

図ୖ᚟ඖ
⬮部ෆ面䝅䝪䝸⑞

202302
000023
000024

16
第 68 ・ 70 図

SK25 土ᖌ器 甕 ‐ ‐ （9.5） 橙 橙
ナデ、 ᣦ䜸䝃䜶

刷毛目か
ナデ、 ᣦ䜸䝃䜶

䝦䝷䜿䝈䝸
砂粒 （石英、長石、雲母）

202302
000013

17
第 68 ・ 70 図

SK25 土ᖌ器 甕 19.6 ‐ （10.2）
橙

にぶい橙
橙

ヨコナデ、 刷毛目
ナデ

ヨコナデ、 ᣦ䜸䝃䜶䚷
ナデ、 䝦䝷䜿䝈䝸

ᚤ砂粒 （雲母）、 細砂
粒 （ゅ㛝石）、 ㉥Ⰽ粒

Ꮚ
胴部最大径 ： 䛊23.8䛋

202302
000015

18
第 68 ・ 70 図

SK25 土ᖌ器 㖊 27.2 ‐ 10.5 橙
橙

浅黄橙
ヨコナデ
刷毛目

ヨコナデ
䜿䝈䝸か

細♟、 ᚤ砂粒 （雲母、
ゅ㛝石）、 ㉥Ⰽ粒Ꮚ

202302
000027

19
第 68 ・ 70 図

SK25 土ᖌ器 㖊 ‐ 12.4 㻔5.4㻕
にぶい橙
褐灰

᫂褐灰
橙

ᅇ㌿ナデ
ᅇ㌿䝦䝷䜿䝈䝸

ᅇ㌿ナデ
ᅇ㌿ナデ後ナデ

♟
砂粒

ᗏ部穿孔
ᗏ部外面黒ᩬ

202302
000022

20
第 68 ・ 70 図

SK25 土ᖌ器 ⬮ ‐ ‐ 㻔5.5）
橙

᫂㉥褐
‐ ナデ ‐

細砂粒 （雲母）
㉥Ⰽ粒Ꮚ

⿕⇕
202302
000014

21
第 68 ・ 70 図

SK25 㡲ᜨ器 ⵹ 13.8 ‐ 㻔2.2㻕 灰ⓑ 灰ⓑ
ᅇ㌿ナデ

ᅇ㌿䝦䝷䜿䝈䝸
ᅇ㌿ナデ

ᅇ㌿ナデ後ナデ
細砂粒

202302
000017

22
第 68 ・ 71 図

SK25 㡲ᜨ器 ⵹ 14.0 ‐ 2.4 灰ⓑ
黄灰
灰ⓑ

ᅇ㌿ナデ、 ᅇ㌿䝦䝷
䜿䝈䝸、 ᥋ྜナデ

ᅇ㌿ナデ
ᅇ㌿ナデ後ナデ

♟
砂粒

䝒䝬䝭径 ： 2.3
202302
000016

23
第 68 ・ 70 図

SK25 㕲〇ရ 㕲⁦ 8.0 6.5 3.7 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 234.1 䡃
202302
000026

24
第 68 図

SK30 土ᖌ器
㧗ྎ
௜ᆗ

‐ ‐ 㻔0.9㻕 橙 橙
ᅇ㌿ナデか
᥋ྜナデ

ナデか
細砂粒 （石英、 雲母）

㉥Ⰽ粒Ꮚ
202302
000029

25
第 68 図

SK30 㡲ᜨ器 ⵹ ‐ ‐ 㻔0.9㻕 灰 灰黄
ᅇ㌿䝦䝷䜿䝈䝸

ᅇ㌿ナデ
ᅇ㌿ナデ 砂粒（石英、長石、雲母）

202302
000031

26
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SK30 㡲ᜨ器 ┙ 17.0 䛊14.6䛋 㻔2.1㻕 灰 灰
ᅇ㌿ナデ

ᅇ㌿䝦䝷䜿䝈䝸
ᅇ㌿ナデ

細砂粒 （雲母）
㉥Ⰽ粒Ꮚ

202302
000030

27
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SK30 㡲ᜨ器 甕 ‐ ‐ 㻔5.9㻕 ᬯ灰 灰ⓑ
ᅇ㌿ナデ

沈線、 ᩳ線ᩥ
ᅇ㌿ナデ

細砂粒
砂粒

202302
000032

28
第 68 図

SK35 土ᖌ器 ᆗ ‐ 12.1 㻔2.5㻕 橙
浅黄橙
橙

ナデか
ᡭᣢ䛱䝦䝷䜿䝈䝸か

摩耗 砂粒
202302
000034

29
第 68 ・ 71 図

SK35 土ᖌ器 㧗ᆗ ‐ 䛊11.2䛋 㻔9.6㻕 橙
浅黄橙
橙

ᅇ㌿ナデ、 ᅇ㌿䝦䝷
䜿䝈䝸、 ᥋ྜナデ

ᅇ㌿ナデ
᥋ྜナデ

ᚤ砂粒 （雲母）
㉥Ⰽ粒Ꮚ

202302
000035
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SK35 㡲ᜨ器
㧗ྎ
௜ᆗ

‐ ‐ 㻔1.1㻕 灰ⓑ 灰ⓑ
᥋ྜナデ
ナデか

摩耗 細砂粒 （石英）
202302
000036

31
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S 䠬 8 㡲ᜨ器 ⵹ 14.6 ‐ （1.15）
灰ⓑ
褐灰

灰ⓑ
ᅇ㌿ナデ

ᅇ㌿䝦䝷䜿䝈䝸
ᅇ㌿ナデ 細砂粒 ㌿⏝◵

202302
000006

32
第 68 図

SP21 土ᖌ器 甕 ‐ ‐ （7.1）
褐灰

にぶい橙
橙

ᅇ㌿ࢹࢼ
ๅẟ┠

䝦䝷䜿䝈䝸
ᅇ㌿ナデ

細砂粒 （雲母） 外面黒ᩬ
202302
000008

33
第 68 ・ 71 図

SP21 㡲ᜨ器 ና ‐
㧗ྎ径
10.0

（5.85）
灰
ᬯ灰

灰
ᅇ㌿ナデ、 ᅇ㌿䝦䝷
䜿䝈䝸、 ᥋ྜナデ、 ᅇ
㌿䝦䝷䜿䝈䝸後ナデ

ᅇ㌿ナデ
ᅇ㌿ナデ後ナデ

ᚤ砂粒 ␚௜ᯈ≧ᅽ⑞
202302
000009

34
第 68 図

SP31 㡲ᜨ器 ┙ ‐ ‐ 㻔1.9㻕 浅黄 灰ⓑ
ᅇ㌿ナデ

ᅇ㌿䝦䝷䜿䝈䝸
ᅇ㌿ナデ 細砂粒 ෆ面⮬↛㔙

202302
000033
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第 6� ᅗ ฟᅵ遺≀෗真ձ
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第 �0 ᅗ ฟᅵ遺≀෗真ղ

ᆗ㒊
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第 �1 ᅗ ฟᅵ遺≀෗真ճ

㸲㸬⥲ᣓ

　第ϰ❶の総括をཧ↷ࢀࡉたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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Ⅸ．庄屋野遺跡（第 16 次調査）

１．調査に至る経緯

　本調査は、令和５年６月 27 日、土地所有者より久留米市安武町安武本字庄屋野五 2932 番 11 に

おける「埋蔵文化財包蔵の有無」の照会が提出されたことに端を発する。対象地は周知の埋蔵文化

財包蔵地である庄屋野遺跡の範囲内に含まれており、令和４年 10 月 18 日に実施した試掘調査の結

果、地表下 40 ㎝で複数のピットが確認されていた。開発予定建物の基礎構造上、遺跡の現状保存

が不可能であったことから、令和５年７月４日、土地所有者に対して発掘調査が必要な旨を回答し

た。土地所有者より発掘調査の依頼が提出されたため、同年８月 23 日から９月８日にまで発掘調

査を実施した。対象面積 200 ㎡のうち、調査面積は 84 ㎡である。

２．位置と環境

　本調査地は、第 11 次調査地の北西に隣接する。周辺環境の詳細は、第Ⅲ章を参照されたい。

３．調査の記録

（１）調査の経過

　今回の調査は、古代の遺構の広がりを確認するために行った。廃土置き場の確保が困難であった

ため、調査区を東西に分け反転して調査を実施した。令和５年８月 23 日に西区を重機による表土

剥ぎを開始し、翌 24 日から遺構検出、遺構の掘削・測量を行った。同月 30 日に西区の全体写真を

撮影し、翌 31 日に反転作業を行った。９月１日より東区の遺構検出、遺構の掘削・測量を開始した。

同月６日に掘削が完了し、全体写真を撮影した。７日に重機による埋戻しを行い、翌８日に機材

撤収を行い調査を終了した。遺構はトータルステーションで測量し、測量データは「遺構くん

cubic」で編集・保存した。ただし、土層図は水糸メッシュ法（1/10）で記録した。遺構写真はデ

ジタルカメラ PENTAX　K-1 を用いた。

（２）検出遺構

　調査地は水田として利用されており、床土の直下で遺構検出面が確認された。包含層はない。ピッ

トが多数検出されたが、建物等を構成する遺構は確認できなかった。主要な遺構は土坑１基である。

　土坑

　ＳＫ 60（第 73・78・79 図）

　調査区中央で検出した平面形が隅丸方形に近い形状の土坑である。土坑の周辺における遺構の分
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ᕸは、西ഃにࡀࢺࢵࣆᐦ集ࡍるࡀ、東ഃにはࡀࢺࢵࣆあまり分ᕸしない。遺ᵓのつᶍは長㍈長 2.44

㹫、▷㍈長 2.04 㹫、῝ࡉ 96 ੉を る。ᗏ面は໭部でపいẁを᭷し、ቨ面にࡶ」数のẁを᭷ࡍ。ቨ

面のẁは、西部に集中しており、ࢺࢵࣆ等の௚遺ᵓࡀ㔜」しているྍ⬟ᛶࡶあるࡀ、᳨ฟ᫬、掘๐

᫬には確認でࡁなかった。໭ഃのቨ面にあるẁの一部は、⊇掘り≧にቨ面を掘りࡇまࢀている。ቨ

面はᇶ本ⓗに平ᆠに掘๐ࢀࡉている。

　ᅵᖌჾや㡲恵ჾ、ᅵ〇ရ、石〇ရࡀฟᅵし、遺≀の≉ᚩから㸶ୡ⣖前༙にᒓࡍると考࠼らࢀる。

（３）ฟᅵ遺≀（第 74・75・80 ～ 84 ᅗ・第６表）

　今ᅇの調査では、ࣃンࢥンࢼࢸー２⟽分の遺≀ࡀฟᅵした。㹑㹉 60 からฟᅵした遺≀࡯ࡀとࢇ

。ฟᅵしたࡀฟᅵしている。ᅵᖌჾ、㡲恵ჾ、ᅵ〇ရ、石〇ရࡀ∦遺≀⣽ࡶからࢺࢵࣆ、ࡀである࡝

ᅗ化ྍ⬟な㈨ᩱのࡳ掲載している。以下主要な遺≀について㏙࡭る。

１～ 24 は㹑㹉 60 ฟᅵ遺≀である。１～ 13 はᅵᖌჾである。５は─で、内面ᗏ部に３᮲の平行

した┤⥺ࢀࡉ้⥺ࡀる。14 ～ 21 は㡲恵ჾである。14 ～ 16 は⵹、17 ～ 19 はᆗで、14・15・18・

19 は内面の一部に平⁥面ࡀあり、㌿用◵と考࠼らࢀるࡀ、ቚ⑞は確認でࡁなかった。22 ～ 24 は石

〇ရである。22 は∦ᒾ〇で表面と⿬面に平⁥な面ࡀあり、୧面とࡶ一部ᩙࡀᡴにより❑ࡴ。また、

ഃ面と➃部はᩙᡴをຍ࠼成ᙧしている。ྠᵝな㈨ᩱは筑後国府跡第 199 次調査の㹑㹇 1982 からฟ

SK60

SP32

SP35

SP66

SP64

SP70

ヨ᥀ࢳࣥࣞࢺ

西༊ ᮾ༊

;㸻
33�

210
.00

0

;㸻
33�

200
.00

0

Y㸻
-47

�06
0.0

00

Y㸻
-47

�07
0.0

00

�㹫0

調査༊㓄⨨ᅗ

第 �2 ᅗ　遺ᵓ㓄⨨ᅗ（1�100）
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ᅵしている。筑後国府跡の㈨ᩱは、表面・⿬面ඹに౑用により❑ࢇでおり、◒石とุ᩿ࢀࡉ、◵と

して౑用ࢀࡉたྍ⬟ᛶࡶᣦ᦬ࢀࡉている。22 ある。24ࡀたྍ⬟ᛶࢀࡉなࡀᵝな利用ྠࡶ は平面ᙧ

る。�0ࢀࡉ平ᆠにຍᕤࡶる用㏵୙᫂の石〇ရである。◁ᒾ〇で６面とࡍᙧのᅄゅᰕ≧を࿊⳻ࡀ は

㹑㹎 70 ฟᅵの用㏵୙᫂石〇ရである。Ᏻ山ᒾ〇でഃ面に❑ࡳ、平⁥面ࡀ確認ࢀࡉる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小川原）

A

A’

A A’

1

2

3

4

5

6

ࢡ࢝
　ࣛン

ᶆ
高
1
0
.
0
0
㹫

ᶆ高10.00㹫

ᶆ高10.00㹫

ᶆ
高
1
0
.
0
0
㹫

ᶆ高10.00㹫

2㹫0

1.〓Ⰽ⢓ᅵ。

2.〓Ⰽ⢓ᅵ�㯮Ⰽ⢓ᅵ。遺≀ከࡃ含ࡴ。

3.㯮Ⰽ⢓ᅵ。遺≀ከࡃ含ࡴ。

4.᫂〓Ⰽ⢓ᅵ。㯮Ⰽ⢓ᅵࣈロࢡࢵ含ࡴ。

5.㯮Ⰽ⢓ᅵ。᫂〓Ⰽ、〓Ⰽ⢓ᅵࣈロࢡࢵ含ࡴ。

6.㯮Ⰽ⢓ᅵ。遺≀含ࡴ。

第 �� ᅗ　㹑㹉 60 実 ᅗ（1�40）
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第 �4 ᅗ　ฟᅵ遺≀実 ᅗձ（1�4）

0 �0㎝

㹑㹉�0ձ

㸯

㸰

㸱

㸲

㸳

㸴 㸵 㸶 㸷

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

硯面の範囲
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第 �� ᅗ　ฟᅵ遺≀実 ᅗղ（1�2：22 ～ 24・30、1�4：25 ～ 29）

0 �0㎝ 0 5cm

㹑㹉�0ղ

㑇ᵓࡢ௚ࡢࡑ

22

23

2�

25 2�

2� 28

29

30
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遺≀

番号

ฟᅵ

遺ᵓ
ᮦ㉁ ჾ種

ἲ㔞（FP） Ⰽ調 調整

⫾ᅵ 備考
Ⓩ録

番号
口ᚄ

�長ࡉ）
ᗏᚄ
�ᖜ）

ჾ高
（ཌࡉ）

እ面 内面 እ面 内面

1
第 74・80 ᅗ

SK60 ᅵᖌჾ ⵹ �17.0� �7.6� 1.8 ᶳ ᶳ ᅇ㌿ࢹࢼ ୙᫂ 㞼ẕ、◁⢏含ࡴ ᦶ⪖ⴭしい
202310
000009 

2
第 74・80 ᅗ

SK60 ᅵᖌჾ ⵹ �23.2� - 2.7 ᶳ ᶳ ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ⢭Ⰻࡰ࡯
202310
000007 

3
第 74・80 ᅗ

SK60 ᅵᖌჾ ᆗ �13.7� - �3.6� ⅊白
⅊白

にࡪい㯤ᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ⢭Ⰻࡰ࡯

202310
000020 

4
第 74・80 ᅗ

SK60 ᅵᖌჾ ᆗ - �10.8� �2.9�
⅊白
ὸ㯤ᶳ

にࡪい㯤ᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ

ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊
ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ ⢭Ⰻ

202310
000006 

5
第 74・81 ᅗ

SK60 ᅵᖌჾ ─ �14.4� �7.4� 2.6 
にࡪいᶳ
〓⅊

にࡪいᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ

ᡭᣢࣜࢬࢣࣛ࣊ࡕ
ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ

㞼ẕ、ゅ㛝石
◁⢏、⣽◁⢏含ࡴ

⥺้あり
202310
000022 

6
第 74・81 ᅗ

SK60 ᅵᖌჾ 㖊 - �3.9� ᶳ ᶳ ᦶ⪖ⴭしࡃ୙᫂ ୙᫂ ᦶ⪖ⴭしい
202310
000008 

7
第 74・81 ᅗ

SK60 ᅵᖌჾ 㖊 - - �3.1� ᶳ ᶳ ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ⢭Ⰻࡰ࡯
202310
000017 

8
第 74・81 ᅗ

SK60 ᅵᖌჾ 㖊 �16.2� - �4.6� ᶳ にࡪいᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ

ᡭᣢࣜࢬࢣࣛ࣊ࡕ
ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ ゅ㛝石、⣽◁⢏含ࡴ

202310
000018 

9
第 74・81 ᅗ

SK60 ᅵᖌჾ 高ᆗ - - �2.4�
にࡪいᶳ
ᬯ㉥〓

にࡪいᶳ
᫂㉥〓

ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊
ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ

ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ ⢭Ⰻࡰ࡯ しࡰり⑞᭷
202310
000021 

10
第 74・81 ᅗ

SK60 ᅵᖌჾ ⏎ �18.7� - �9.3� にࡪい㉥〓 ᫂㉥〓 ࣓ࢣࣁ、ࢹࢼ ࣜࢬࢣࣛ࣊、ࢹࢼ
長石、ゅ㛝石
白Ⰽ⢏子含ࡴ

202310
000025 

11
第 74・81 ᅗ

SK60 ᅵᖌჾ ⏎ �16.7� - �11.6� ᫂㉥〓
᫂㉥〓

にࡪい㉥〓
ࢹࢼ、ࣜࢬࢣࣛ࣊

࣓ࢣࣁ
࢚ࢧ࢜、ࢹࢼ
ࣜࢬࢣࣛ࣊

白Ⰽ⢏子、㞼ẕ
⣽◁⢏含ࡴ

202310
000029 

12
第 74・82 ᅗ

SK60 ᅵᖌჾ ⏎ �16.4� - �17.7� ᶳ ᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ

࣓ࢣࣁ
ᅇ㌿࢚ࢧ࢜、ࢹࢼ
ࣜࢬࢣࣛ࣊、ࢹࢼ

◁⢏、⣽◁⢏含ࡴ
202310
000019 

13
第 74・82 ᅗ

SK60 ᅵᖌჾ ⏋ �22.2� - �17.3� にࡪいᶳ ᶳ ࢚ࢧ࢜、ࢹࢼ
࢚ࢧ࢜、ࢹࢼ
ࣜࢬࢣࣛ࣊

ゅ㛝石、㞼ẕ、㉥Ⰽ⢏子
◁⢏、⣽◁⢏含ࡴ

ᦶ⪖ⴭしい
表面๤㞳

202310
000023 

14
第 74・82 ᅗ

SK60 㡲恵ჾ ⵹ - - �1.5� ⅊ ⅊
ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ
ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊

ᅇ㌿ࢹࢼ 白Ⰽ⢏子含ࡴ 平⁥面᭷
202310
000028 

15
第 74・82 ᅗ

SK60 㡲恵ჾ ⵹ �20.4� - �2.3� 〓⅊ 〓⅊ ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ◁⢏わࡎかに含ࡴ 平⁥面᭷
202310
000010 

16
第 74・82 ᅗ

SK60 㡲恵ჾ ⵹ �20.4� - �2.7� ⅊ ⅊白、〓⅊
ᅇ㌿ࢹࢼ、ᅇ㌿ࣛ࣊

ࣜࢬࢣ
ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ ◁⢏わࡎかに含ࡴ

202310
000011 

17
第 74・82 ᅗ

SK60 㡲恵ჾ ᆗ �14.5� �9.9� 4.0 ⅊ 㯤⅊
ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊

ᅇ㌿ࣛ࣊、ࢹࢼษり
ᅇ㌿ࢹࢼ ⢭Ⰻ

202310
000026 

18
第 74・83 ᅗ

SK60 㡲恵ჾ ᆗ - 8.4 �2.2� にࡪい㯤ᶳ にࡪいᶳ ᅇ㌿ࣛ࣊、ࢹࢼษり ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ 白Ⰽ⢏子、ᚤ◁⢏含ࡴ 平⁥面᭷
202310
000027 
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SK60 㡲恵ჾ ᆗ - �9.8� �2.4� ⅊㯤〓 にࡪい〓
ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ

ษりࣛ࣊
ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ ◁⢏をわࡎかに含ࡴ 平⁥面᭷

202310
000014 
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SK60 㡲恵ჾ ⏎ - - �3.1� ⅊㯤〓 ⅊㯤〓 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ⢭Ⰻ
202310
000015 
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SK60 㡲恵ჾ ⏎ - - �22.8� ⅊㯤〓
᫂〓⅊
⅊白

ࢹࢼ
タタ࢟（᱁子、平行）

ᅇ㌿ࢹࢼ
タタ࢟（青ᾏἼ）

⢭Ⰻ
202310
000024 
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SK60 石〇ရ ୙᫂ �11.7� 8.1 3.8 ⅊㯤〓 - - - -
ഃ面、ඛ➃を
ᩙᡴ、540 㹥

202310
000013 
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SK60 石〇ရ ◒石 7.2 8.4 2.7 ⅊㯤〓 - - - - ౑用面４か所
202310
000012 
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SK60 石〇ရ ୙᫂ 1.7 3.5 1.2 ⅊白 - - - - ６面ຍᕤ
202310
000016 
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S335 ᅵᖌჾ ᆗ - 8.8 �3.4� にࡪいᶳ にࡪい〓
ᅇ㌿ࢹࢼ

ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊
ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ 㞼ẕ、⣽◁⢏含ࡴ

202310
000030 

26
第 75・84 ᅗ

S332 ᅵᖌჾ ᆗ - �10.6� �2.2� ᶳ ᶳ
ᅇ㌿ࢹࢼ

ᅇ㌿ࣜࢬࢣࣛ࣊
ᅇ㌿ࢹࢼ、ࢹࢼ ⢭Ⰻ ๐りฟし高ྎ

202310
000001 
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S364 ᅵᖌჾ ⏎ - - �5.5� ᶳ ᶳ ᅇ㌿࣓ࢣࣁ、ࢹࢼ
ᅇ㌿ࢹࢼ
ࣜࢬࢣࣛ࣊

㞼ẕ、◁⢏含ࡴ
202310
000002 

28
第 75・84 ᅗ

S366 ᅵᖌჾ ⏎ �18.0� - �7.5� ᶳ ᶳ ᅇ㌿࣓ࢣࣁ、ࢹࢼ
ᅇ㌿ࢹࢼ
ࣜࢬࢣࣛ࣊

㞼ẕ、◁⢏含ࡴ
202310
000003 

29
第 75・84 ᅗ

S370 ᅵ〇ရ ᅵ㗽 7.8 3.0 2.4 〓⅊ - ࢚ࢧ࢜、ࢹࢼ - 㞼ẕ、◁⢏含ࡴ ✸Ꮝ᭷
202310
000004 

30
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S370 石〇ရ ୙᫂ 10.1 3.0 3.2 㯤白Ⰽ - - - - ഃ面に❑ࡳ᭷
202310
000005 

第６⾲　庄屋野遺跡第 16 次調査ฟᅵ遺≀ほᐹ表

㸲㸬⥲ᣓ

　今ᅇの第 10 ～ 16 次調査で確認した遺ᵓは、ᰙิ１᮲、掘❧ᰕᘓ≀２ᇶ、ᅵᆙ９ᇶ、ࢺࢵࣆከ数

である。ᰙิと掘❧ᰕᘓ≀の計⏬᪉఩は第㸶次調査で確認した、㸶～ 13 度東に᣺ࢀるᘓ≀群の中

におࡉまる。また、ฟᅵ遺≀の᫬期は㸶ୡ⣖代を♧し、以前の調査でฟᅵした遺≀の᫬期と┦㐪ない。

第 15・16 次調査においては㌿用◵ࡀฟᅵしており、㆑ᏐᒙのᏑ在を♧၀ࡍる。今ᅇの調査によって、

第㸶次調査において確認ࢀࡉた集ⴠのᗈࡀりを確認ࡍるࡇとࡀでࡁた。　　　　　　　　（長谷川）
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第 �6 ᅗ　西༊඲ᬒ（東から） 第 �� ᅗ　東༊඲ᬒ（西から）

第 �� ᅗ　㹑㹉 60 ᅵᒙሁ積≧ἣ（໭東から） 第 �� ᅗ　㹑㹉 60 ᏶掘≧ἣ（東から）

第 �0 ᅗ　ฟᅵ遺≀෗真ձ

1 2

3 4
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第 �1 ᅗ　ฟᅵ遺≀෗真ղ

�

6

�

� �

10 11
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第 �2 ᅗ　ฟᅵ遺≀෗真ճ

12 13

14 1�

16 1�
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第 �� ᅗ　ฟᅵ遺≀෗真մ

1� 1�

20 21

22
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第 �4 ᅗ　ฟᅵ遺≀෗真յ

2� 24

2� 26

2� 2�

2� �0



ϱ．高三潴遺跡（第 14 次調査、概要報告）

１㸬調査ࡿ⮳࡟⤒㐣

　令和５年９月㸶日、ᅵᆅ所᭷者から個人住宅ᘓタに

కい久留米市三潴町高三潴Ꮠ塚ᓮ西⏿ 130-1 の一部に

おࡅるࠕ埋蔵文化財ໟ蔵の᭷↓について（↷会）ࠖ ᥦࡀ

ฟࢀࡉた。ᑐ㇟ᆅは高三潴遺跡内に఩⨨し、ヨ掘調査

の⤖果、ᘓタにより遺ᵓࡀ◚ቯࢀࡉるࡇとࡀ᫂確であっ

たため、発掘調査ࡀᚲ要な᪨をᅇ⟅した。現ᆅでの調

査期間は、令和５年 10 月 16 日から 11 月 17 日までで

ある。

２㸬఩⨨࡜⎔ቃ

　調査ᆅは久留米市西部である三潴町に఩⨨ࡍる。ᆅ

ᙧはప఩ẁୣの໭〈部にあたり、࿘ᅖのἈ積ᆅより一

ẁ高い。༡⣙ 100 㹫に఩⨨ࡍる第㸵・㸶次調査ᆅⅬは

≉にᶆ高ࡀ高いᆅⅬに఩⨨ࡍる。一ᖏは、ᘺ生᫬代前

期ᮎから後期を中ᚰとࡍる高三潴遺跡に含まࢀ、≉に

ᘺ生᫬代後期ึ㢌のᶆ㆑ᅵჾであるࠕ高三潴ᘧᅵჾࠖ

。ているࢀ知らࡀとࡇたࢀࡉ᥇集ࡀ

　　　　　　　

　　　　　　　３㸬調査ࡢᴫせ

　᳨ฟࢀࡉた遺ᵓは井ᡞ１ᇶ、ᅵᆙ、ࢺࢵࣆである。

井ᡞは調査༊㝮で᳨ฟࢀࡉ、つᶍ等ヲ⣽は୙᫂ࡀࡔ、

ᘺ生ᅵჾや石ჾ等ࡀฟᅵした。遺≀の≉ᚩから井ᡞは

ᘺ生᫬代中期のࡶのと᥎ᐹࢀࡉる。また、」数のࢵࣆ

。ከ数ฟᅵしたࡀẆやື≀のṑ等の遺Ꮡ体࢟࢝からࢺ

調査ᆅⅬは高三潴遺跡の中でࡶ໭部に఩⨨し、集ⴠࡀ

ẚ㍑ⓗᶆ高のపいప఩ẁୣ໭部にまでᗈࡀっているࡇ

とุࡀ᫂した。　　　　　　　　　　 　　　　（河野）

第 �� ᅗ 調査ᆅⅬの఩⨨ᅗ（1�25�000）

第 �6 ᅗ 西༊඲ᬒ（東から）

第 �� ᅗ 井ᡞ掘๐≧ἣ（東から）
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各種開発確認調査

久留米城本丸跡（第 １ 次調査）

筑 後 国 府 跡（第 313 次調査）

西 郷 遺 跡（第 ２ 次調査）

　　　　　筑 後 国 府 跡（第 314 次調査、概要報告）

　　　　　東櫛原今寺遺跡（第 14 次調査、概要報告）

　　　　　筑後国分寺跡（第 46 次調査、概要報告）
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Ⅺ．久留米城本丸跡（第１次調査）

１．調査に至る経緯

本調査は、久留米市篠山町で実施した確認調査である。今回の開発の目的は、令和３年（2021）

の有馬氏入城 400 年にあたり、篠山神社の境内管理のため多目的に使用できるスペースを確保する

ことで、日常的な管理と史跡の活用に繋げていくことにある。多目的広場は、参道西側に 30 ｍ×

5.0 ｍ（約 150 ㎡）の範囲で整備される。工事内容は、西側の 30 ｍ× 1.7 ｍを最大 165 ㎜漉き取

り、東側に幅 400 ㎜、深さ 150 ㎜の掘削を施す。その後、全面に砂利舗装を敷き詰め、現高から最

大 30 ㎝の盛土施工を行う。また、既存のツツジの生垣と松の巨木は撤去するというものだった。

令和３年５月６日、事業者である宗教法人篠山神社（宮司：山田茂人）より、久留米市篠山町

444 番地における多目的広場整備に先立つ「埋蔵文化財包蔵地の有無」の照会が提出された。同地

は篠山神社境内に含まれ、昭和 58 年（1983）３月 19 日に指定された県指定史跡（史跡第 54）の「史

跡久留米城跡」に位置するため、現状変更の届出と発掘調査が必要である旨を回答した。

令和３年５月 19 日付で、事業者より福岡県教育委員会教育長宛に「福岡県文化財現状変更許可

申請書」が提出され、６月 15 日付の３教文第 529 号で許可が下りた。また、整備に先立つ確認調

査についても同申請書を提出し、７月７日付３教文第 693 号で許可が下りている。

６月 11 日には、現地にて篠山神社側の関係者と事前打ち合わせを実施した。これを踏まえて、

現地での確認調査は、７月９日より開始し８月 23 日に終了した。なお、対象面積 165 ㎡のうち、

調査面積は151.7㎡である。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小澤）

２．位置と環境

久留米市は筑紫平野の中心部に位置し、「筑紫次郎」の異名を持つ筑後川の中流域に面する。筑

紫平野を流れる筑後川は、宝満川と合流して流れを南西へと変える。久留米城本丸跡は、筑後川左

岸に形成された半島状の低位段丘の北西隅に位置し、第１次調査地点はその最頂部に近い標高約

22 ｍに立地する。

周辺での最古の遺物は、久留米城外郭遺跡で出土したナイフ形石器である。後世の遺構への混入

品だが、旧石器時代後期には台地上が狩場として利用されていたことが窺える。

　縄文時代の遺構として、中原遺跡と南薫西遺跡で検出された落とし穴状遺構が挙げられる。台地

上を舞台に獲物を落とし穴に追い込む狩猟が行われていた可能性があり、久留米城外郭遺跡や久留

米城下町遺跡、南薫西遺跡で出土した打製石鏃もこれを示唆する。ただし、落とし穴状遺構以外の

明瞭な遺構は確認されておらず、時期が明確な遺物も中原遺跡の押型文土器以外は出土していない。
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　弥生時代には墓域が点在し、久留米城外郭遺跡や京隈侍屋敷遺跡、櫛原侍屋敷遺跡、東櫛原今寺

遺跡、辻遺跡、石丸遺跡で甕棺墓が見つかっているほか、東櫛原今寺遺跡と南薫遺跡では木棺墓や

石棺墓が検出された。特に、石丸遺跡では二列埋葬が確認されており、管玉の副葬や、磨製石剣や

銅剣が出土した甕棺墓群が注目される。同時期の竪穴建物は、久留米城外郭遺跡や東櫛原今寺遺跡、

石丸遺跡で確認されており、墓域に対応する集落の可能性が指摘されている。出土遺物は、京町侍

屋敷遺跡で出土した磨製石剣や、東櫛原今寺遺跡で竪穴建物から出土した磨製石剣の切先、久留米

城外郭遺跡と小森野川底遺跡で出土した磨製石戈が注目できる。

古墳時代には、低位段丘の西端に日輪寺古墳が築造される。５世紀末～６世紀初頭の前方後円墳

であり、石室の石障に同心円文の線刻が施されている。日輪寺古墳の周囲では、京隈侍屋敷遺跡

第 33 次調査で古墳の周溝が検出されており、往時は複数の古墳があったことが示唆される。京隈

侍屋敷遺跡では、第 26 次調査で６世紀後半から８世紀後半の溝、第 32 次調査で６世紀の土坑、第

33 次調査で掘立柱建物や井戸、土坑が検出されている。久留米城外郭遺跡出土の模倣坏や十間屋

敷遺跡の６世紀末頃～７世紀の掘立柱建物や区画溝、東櫛原今寺遺跡の５世紀前半の土坑とともに、

古墳周辺の集落の存在が想定できる。なお、小森野川底遺跡では滑石製の子持勾玉が出土している。

古代には、承平年間（931 ～ 938）に成立した『和名類聚抄』に登場する筑後国御井郡八郷に節

原郷と鳥飼郷の名が見える。古代の遺構は、京隈侍屋敷遺跡第１次調査で８世紀の土坑、十間屋敷

遺跡で竪穴建物や土坑が検出された。南薫西遺跡では、第６次調査で正方位に並ぶ掘立柱建物群が

検出され、多数の瓦や刻書土器、墨書土器が出土したことから、節原郷の中心集落を彷彿とさせる。

低位段丘の南部では、中原遺跡の７世紀の溝や、鳥飼小学校校庭遺跡の溝と土壙墓が鳥飼郷の様相

を示す。『日本書紀』巻第二十九には、天武天皇七年（678）12 月に筑紫国で大地震が起きたとい

う記述がある。このいわゆる「筑紫地震」は、耳納山地北麓の水縄断層が活動したことで起きたと

されており、久留米市内には筑紫地震に伴うとみられる地震痕跡が点在する。久留米城周辺では、

鳥飼小学校校庭遺跡で検出された地割れ痕跡や噴砂痕が筑紫地震に伴うものと考えられている。

中世の様相は、辻遺跡で検出された土壙墓や京隈侍屋敷遺跡の土坑と区画溝、櫛原侍屋敷遺跡

で見つかった 15 ～ 16 世紀の溝が示している。久留米城の場所に土豪が城郭を築いたのは永正年間

（1504 ～ 1521）と伝わり、天正年間には、高良山座主の麟圭が立てこもったとされる。周辺では、

大石館や大隈館、春野屋敷といった屋敷の伝承がある。『筑後将士軍談』には、大隈館の比定地で

礎石が出土したという記述があり、鳥飼小学校遺跡で検出された同時期の溝と共に注目できる。

　天正 15 年（1587）、豊臣秀吉の九州国割に伴い、小早川秀包が久留米城に入城した。秀包はキリ

シタン教会を築くなど城下の整備を行ったが、慶長５年（1600）の関ヶ原の戦いで西軍に付いたため、

翌６年（1601）に改易となった。筑後国主となった田中吉政は柳川城へ入城し、支城である久留米

城には嫡子の吉信が入ったとされている。元和元年（1614）に一国一城令が出されたが、久留米城

が破却されたかは不明である。元和６年（1620）、二代忠政が無嫡のまま死去したため田中氏も改

易となり、翌７年（1621）に丹波国福知山から有馬豊氏が久留米城に入城した。　　　　　　（西）
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第 �0 ᅗ　絵ᅗとᆅᅗにぢる久留米城本丸（ᢤ⢋）
久留米市ᆅᅗ（᫂治 35 年、1902 年）

ኳ保年間久留米城下ᅗ（1830 年～ 1844 年㡭）

ᘏᑌඵ年久留米市⾤ᅗ（1680 年）

久留米市⾤ᅗ（᫛和６年、1931 年）

　Ᏻ政二年ᨵᪧᗷᅗ（1855 年）

ఏ元⚘༑ᅄ年〇அ古ᅗ（ఏ1701 年）
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３㸬調査ࡢグ㘓

（１）調査ࡢ⤒㐣

久留米城本丸跡は᫛和 34 年（1959）に஑ᕞ大Ꮫ考古Ꮫ◊✲ᐊࡀ石⤌ᬯῺの 㔞調査（ὀ１）、᫛

和 38 年（1963）に福ᒸᏛⱁ大Ꮫ久留米分ᰯ（現・福ᒸ教育大Ꮫ）ࡀ石ᇉの 㔞調査（ὀ２）を行っ

たࡇとࡀあるࡀ、本丸内部の調査は実施ࢀࡉたࡇとࡃ↓ࡀ、本丸ᚚẊな࡝㏆ୡのᘓ≀のṧᏑ≧ἣは

୙᫂ࡔった。ࡇࡑで、本丸内のᵓ㐀≀の現Ꮡ≧ἣのᢕᥱ、≉に絵ᅗとのẚ㍑を行࠺ために確認調査

を行ࡇ࠺ととなった。なお、調査ᆅⅬは┴史跡に含まࢀるࡇとから、発掘調査は遺ᵓの上面確認に

留め、一部を㝖ࡁ掘๐は行っていない。

　令和３年㸵月９日、㝆㞵の中ᶵᮦをᦙධし調査に╔ᡭした。㸵月 12 日に現ሙ作業員をᢞධして

をタ⨨し、表ᅵの掘๐をጞめた。調査༊༡西部で⎰∦と♟、石ⅣẆからなる○石ᒙを確認ࢫン࢙ࣇ

したࡀ、ᒙ఩を確認ࡍるために４本のࣞࢺࣈࢧンࢳを掘๐し、᳨ฟした○石ᒙや整ᆅᒙのᒙ఩と⠊

ᅖを確認しつつ、᧠஘や遺ᵓの᳨ฟ、生ᇉの࿘ᅖの掘๐を行った。㸶月３日には、ᒾ┙の確認とᢤ

᰿᫬の遺ᵓ࡬のᙳ㡪をῶらࡍために、ᶞ᰿࿘ᅖの掘๐をጞめた。㸶月４日、調査༊໭部のࣞࢺࣈࢧ

ンࢳのᅵᒙᅗを実 し、⩣５日から調査༊の清ᤲをጞめた。㸶月６日、ࢻローンで調査༊と本丸の

඲ᬒを᧜ᙳし、ྎ㢼㣴生を兼ࡡてᶵᮦの᧔収を開ጞした。東ிࣜ࢜ンࢡࢵࣆ開会ᘧにక࠺㐃ఇをᣳ

㸶月、ࡀったࡔணᐃ࠺ᶵᮦの᧔収と 㔞を行、ࡳ 11 日以㝆は㞵ኳࡀ続12・11、ࡁ 日に࢙ࣇンࢫの

ゎ体とᅇ㏦を行࠺にと࡝まった。≉に 13 日以㝆はኳೃࡀᝏ化し、18 日までの令和３年㸶月㇦㞵に

ぢ⯙わࢀた。㸶月 19 日以㝆、㝆㞵をకいなࡀらࡶኳೃࡀᅇ᚟し、㸶月 20 日にᶵᮦの᧔収と 㔞を

実施した。㸶月 23 日にᶵᮦ᧔収を᏶஢、調査༊を施ᕤ業者に᫂ࡅΏして、現ᆅでの調査を⤊஢した。

（２）ᇶ本ᒙᗎ

　本調査ᆅⅬの現ἣは⠛山⚄♫のቃ内で、᭷㤿記ᛕ㤋前のロータࣜーに面ࡍる。ロータࣜーにἢっ

第 �2 ᅗ　調査㢼ᬒ（໭東から）第 �1 ᅗ　調査前㢼ᬒ（໭東から）
࠙ὀࠚ
（１）㙾山⊛ࠕ⠛山城跡石⤌ᬯῺ遺ᵓ 　ࠖ久留米市教育委員会『久留米市文化財調査報告書第㸵集』　᫛和 49 年

（２）Ἴከ野ᬈ三『久留米城跡調査概報』　᫛和 38 年（Ώ㎶᫬㞝・Ώ㎶ṇỀ・⦅『筑⣸史ㄽ』第ᅄ㍴　平成㸵年に෌録）
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て生ᇉࡀ୪࡯ࡪか、࠼᳜ࡀࣛࢡࢧ、࢟ࣀ࢚、ࢶ࣐てあった。調査༊のᆅ表は、෇♟を含ࡁ྇ࡳ⥾め

らࢀ◳化した㯮Ⰽᅵや⅊Ⰽᅵࡀそࡑ。࠺の下に、１～３੉の෇♟を含ࡴ㯤ᶳⰍやὸ㯤Ⰽᅵの⢓㉁ᅵ

ᒙࡀあり、ࡑの┤下のᆅ表下 0.2 ～ 0.3 㹫、ᶆ高 21.05 ～ 21.2 㹫で整ᆅᒙや○石ᒙ、ᆅ山に⮳る。

遺ᵓの一部は、ࡇの整ᆅᒙで᳨ฟした。調査༊໭➃や一部のᶞ⑞࿘ᅖで᳨ฟしたᆅ山は、㢼化した

⥳Ἶ∦ᒾを含ࡴᶳⰍ⢓㉁ᅵࡀ主体で、㯤ᶳⰍᅵや白Ⰽᅵを一部含ࡴ。

（３）᳨ฟ遺ᵓ

　主な遺ᵓとして、ᅵᆙ２ᇶと埋⏎４ᇶ、整ᆅᒙ、○石ᒙを᳨ฟした。

第 �� ᅗ　遺ᵓ㓄⨨ᅗ（1�200）

0 10m

Y=-45,850.000 Y=-45,840.000

X=36,520.000

X=36,510.000

X=36,500.000

X=36,490.000

SK10

SK5

㟷⅊Ⰽᅵᩚᆅᒙ

○▼ᒙ

໭ࢳࣥࣞࢺࣈࢧ

ῐ㯤Ⰽᅵᩚᆅᒙ

SX1

SX2

SX23

SX3

A

A’
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第 �4 ᅗ　調査༊඲ᬒ（໭西上✵から）

第 �� ᅗ　久留米城本丸跡඲ᬒ（西上✵から）

第 �6ᅗ　本丸上✵からእ㒌᪉面をᮃࡴ（໭西上✵から） 第 ��ᅗ　本丸上✵からி㝰᪉面をᮃࡴ（໭東上✵から）
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　ᅵᆙ

　㹑㹉５（第 93 ᅗ）

調査༊中ኸ部で᳨ฟしたᅵᆙである。東༙は調査༊እにཬࡀࡪ、ṍなྎᙧの平面を᭷ࡍる。᳨ฟ

面のἲ㔞は、༡໭ 1.04 㹫、東西 1.01 㹫以上を り、῝ࡉ 0.3 㹫まで掘๐した。ฟᅵ遺≀は丸⎰や

平⎰ࡀ大༙を༨め、㝡☢ჾや坂東寺↝とࡳらࢀるᅵᖌჾの⣽∦ࡀ含まࢀる。

　㹑㹉 10（第 98 ᅗ）

　調査༊中ኸ部で᳨ฟしたᅵᆙである。໭㎶はࣞࢺࣈࢧンࡀࢳ

後ฟし、東➃は調査༊እにཬࡀࡪ、ᴃ෇ᙧの平面を᭷ࡍるとࡳ

らࢀる。᳨ฟ面のἲ㔞は༡໭ 0.59 㹫、東西 0.75 㹫で、῝ࡉは

᭱大で 0.29 㹫を る。遺≀は大㔞の丸⎰と平⎰にຍ࠼、白☢☇

の⣽∦とࣔࣝタࣝ∦、丸♟ࡀฟᅵした。

　ᇙ⏎

　㹑ϱ１（第 99 ᅗ）

調査༊༡西部ቨ㝿で᳨ฟした、遺ᵓ᳨ฟ᫬に口⦕部を確認し

たᅵᖌჾの埋⏎である。口⦕部の西༙は、ロータࣜー⦕石の掘

᪉ࡀ後ฟし、᳨ฟ面で๭ࢀているࡇとから、上༙分ࡶḞᦆしていると考࠼らࢀる。᳨ฟ面での┤ᚄ

は、45 ੉に᚟元でࡁる。遺ᵓ᳨ฟに留めたため、取り上ࡆたฟᅵ遺≀は⏎の⬗部∦のࡳである。

　㹑ϱ２（第 100 ᅗ）

調査༊༡西部ቨ㝿で᳨ฟした、ᅵᖌჾの埋⏎である。遺ᵓ᳨ฟ᫬に口⦕部を確認したࡀ、生ᇉに

㞄᥋し掘᪉は୙᫂である。遺ᵓの西༙分はロータࣜー⦕石の掘᪉ࡀ後ฟし、上༙分ࡶḞᦆしている

と考࠼らࢀるのは、㹑㹖１とྠᵝである。᳨ฟ面での┤ᚄは、45 ੉に᚟元でࡁる。ࡕࡇらࡶ遺ᵓ

᳨ฟに留めたため、取り上ࡆたฟᅵ遺≀は平⎰の⣽∦とᅵᖌჾ⏎の⬗部∦のࡳである。

　㹑ϱ３（第 101 ᅗ）

調査༊༡部のࣞࢺࣈࢧンࢳで᳨ฟしたᅵᖌჾの埋⏎である。࿘㎶の⎰∦からなる整ᆅᒙに後ฟࡍ

る。掘᪉は༡໭ 0.58 㹫、東西 0.91 㹫を り、⏎や⎰の◚∦、ᶳⰍᅵࣈロࢡࢵを含ࡴ〓Ⰽᅵで満た

る。埋⏎は口⦕部の┤ᚄはࢀࡉ 0.45 㹫、῝ࡉ 0.26 㹫を る。埋ᅵは、⏎の◚∦を含ࡴ⅊㯤〓Ⰽᅵ

らࡳのとࡶか、࿘㎶からは㹑㹖３の࡯ฟᅵしたࡳ༨める。⏎内部からは埋⏎の◚∦と⎰の⣽∦のࡀ

。ฟᅵしたࡀ∦るᅵᖌჾ大⏎の口⦕部、丸⎰や平⎰の◚∦、㝡ჾやࣔࣝタࣝの⣽ࢀ

　㹑ϱ 2�（第 102 ᅗ）

　調査༊༡西部でᶞ᰿の࿘ᅖを掘๐᫬に᳨ฟした、ᅵᖌჾの埋⏎である。掘᪉は༡໭ 0.65 㹫、東

西 0.57 㹫、掘᪉から埋⏎ᗏ部までの῝ࡉは᭱大で 0.24 㹫を る。埋⏎の大༙はᶞ᰿とሷࣅ⟶の埋

タ᫬に◚ቯࢀࡉたらしࡃ、ᗏ部の高ࡉ 11FP のࡀࡳ現఩⨨を保っており、᳨ฟ᫬に大㔞のᅵᖌჾの

∦◚の௚のฟᅵ遺≀は、᳨ฟ᫬にฟᅵした平⎰のࡑ、ฟᅵした。埋⏎のᗏ部はṧ⨨しておりࡀ∦◚

のࡳである。

第 �� ᅗ　㹑㹉 10 実 ᅗ（1�40）

0 1㹫

ᶆ高 21.50㹫

㹫
0
5
.
1
2

高
ᶆ
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第 �� ᅗ　㹑㹖１᳨ฟ≧ἣ（༡東から） 第 100 ᅗ　㹑㹖２᳨ฟ≧ἣ（༡東から）

第 101 ᅗ　㹑㹖３᳨ฟ≧ἣ（༡東から） 第 102 ᅗ　㹑㹖 23 ᳨ฟ≧ἣ（༡東から）

遺ᵓࡢ௚ࡢࡑ　

　ᩚᆅᒙ（第 103 ～ 108 ᅗ）

໭ࣞࢺࣈࢧンࢳで᳨ฟしたῐ㯤Ⰽ⢓ᅵの整ᆅᒙと、調査༊໭部で᳨ฟした青⅊Ⰽᅵ⢓㉁ᅵの整ᆅ

ᒙ、調査༊中ኸ部の♟や⎰を含ࡴ⅊〓Ⰽᅵに三分ࢀࡉる。

ῐ㯤Ⰽ⢓ᅵの整ᆅᒙ（第 103 ᅗ 11 ᒙ）は、໭ࣞࢺࣈࢧンࢳで᳨ฟした。᧠஘やࢺࢵࣆな࡝࿘り

の遺ᵓࡀ後ฟし、༡໭ 1.8 㹫、東西 5.9 㹫にⅬ在ࡍる。⥳Ἶ∦ᒾのࣉࢵࢳをከ㔞に含ࡃ◳、ࡳ⥾ま

り◳化面をᙧ成ࡍる。ࣞࢺࣈࢧンࢳのᅵᒙや後ฟࡍる遺ᵓの᩿面から、ᆅ山┤上にᙧ成ࢀࡉている。

　青⅊Ⰽᅵ⢓㉁ᅵの整ᆅᒙは、調査༊໭部の༡໭ 4.8 㹫、東西 3.1 㹫にわたって分ᕸࡍる。東ഃは

調査༊እにཬび、௚の三᪉は᧠஘ࡀ後ฟࡍる。当ึ、ྎᆅのᇶ┙ᒙと考࠼ていたࡀ、㇦㞵後に↢⎰

。ฟᅵしているࡀ∦の⣽⎰、ࡶとから、㏆代の整ᆅᒙとุ᩿した。↢⎰以እにࡇฟᅵしたࡀ

　調査༊中ኸ部の⅊〓Ⰽᅵは、⎰や♟を含ࡴ。ᶞ᰿࿘ᅖの掘๐から、ཌࡉは 10 ～ 20FP で、ࡑの下

には、⎰ࡀ大㔞に埋まっている。⅊〓Ⰽᅵからは、⎰や㝡ჾ、ࣔࣝタࣝの◚∦ࡀฟᅵした。

　○▼ᒙ（第 109 ᅗ）

　調査༊༡➃の༡໭ 6.3 㹫、東西 4.5 㹫で᳨ฟした。西᪉と༡᪉は調査༊እにཬࡀ∦⎰。ࡪ主体で、

♟や石ⅣẆ、ࣔࣝタࣝの◚∦からなる⅊Ⰽ◁㉁ᅵࡀ分ᕸࡍる。⎰の࡯かには、☀子やᰁ௜、㝡ჾの

⣽∦や、ᅵᖌჾの─の◚∦ࡀฟᅵした。
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第 10� ᅗ　໭ࣞࢺࣈࢧンࢳᅵᒙᅗ（1�20）

第 104 ᅗ　໭ࣞࢺࣈࢧンࢳ西༙ᅵᒙ（༡西から） 第 10� ᅗ　໭ࣞࢺࣈࢧンࢳ中ኸᅵᒙ（༡西から）

第 106 ᅗ　໭ࣞࢺࣈࢧンࢳ東༙ᅵᒙ（༡西から） 第 10� ᅗ　青⅊Ⰽᅵ整ᆅᒙ᳨ฟ≧ἣ（༡西から）

0 1㹫

ᶆ高 21.60㹫

ᶆ高 21.60㹫

１. 㯮Ⰽᅵ（⣙ 0.5～５Fmの෇♟と⎰∦を含ࡴ）タタ࢟⥾めらࢀ、◳化面を

　　面をᙧ成。表ᅵ

２．⅊Ⰽᅵ（⣙ 0.5～３Fmの෇♟をከࡃ含ࡴ）タタ࢟⥾めらࢀ、◳化面をᙧ

　　成。表ᅵ　

３．ᶳⰍ⢓ᅵ㸩㯤ᶳⰍ⢓ᅵ㸩⅊Ⰽᅵ。ロータࣜー⦕石掘᪉

４．⅊Ⰽᅵ小ࣈロࢡࢵ㸩ᶳⰍ⢓ᅵ小ࣈロࢡࢵ（ⱝᖸの㯤ᶳⰍ⢓ᅵ小ࣈロࢡࢵ

　　と㖔⁦↢⎰∦、⎰小∦、♟を含ࡴ）

５．㯮〓Ⰽᅵ（ᶳⰍ⢓ᅵ⢏子と㯤ᶳⰍ⢓ᅵ⢏子をⱝᖸ含ࡴ）

６. 㯮〓Ⰽᅵ（第５ᒙとྠじ、⣙１～３Fm大の෇♟をⱝᖸ含ࡴ）

㸵．ᬯ⅊㯤Ⰽᅵ

㸶. 㯤ᶳⰍ⢓ᅵ（⣙１～３Fmの෇♟と㢼化した෇♟を含ࡴ）

９. にࡪい㯤ᶳⰍᅵ（ᶳⰍ⢓ᅵ、㯤ᶳⰍ⢓ᅵ⢏子を含ࡴ）

10. ὸ㯤Ⰽ⢓ᅵ（ᶳⰍ⢓ᅵࣈロࢡࢵ、⣙１～２Fmの♟を含ࡴ）

11. ῐ㯤Ⰽ⢓ᅵ（㯤ᶳⰍ⢓ᅵ、ᶳⰍ⢓ᅵ小ࣈロࢡࢵをⱝᖸ含ࡳ、⣙１

　　～６Fmの⥳Ἶ∦ᒾࣉࢵࢳをከ㔞に含ࡃ◳（ࡴ⥾まり、上面は◳化

　　面をᙧ成。㏆ୡの整ᆅᒙか。　　　　　　　　　　　　　　

A
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４
５

㕲ᰕ掘᪉
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㸶 㸶
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第 10� ᅗ　調査༊中ኸ部整ᆅᒙ᳨ฟ≧ἣ（໭東から）　 第 10� ᅗ　調査༊༡部○石ᒙ᳨ฟ≧ἣ（໭東から）

（㸲）ฟᅵ遺≀（第 110・111 ᅗ、第㸵表）

　遺ᵓ᳨ฟに留めて᏶掘していないࡀ、ฟᅵ遺≀の総㔞はࣃンࢥンࢼࢸー 14 ⟽分にཬࡪ。㏆ୡと

㏆代の⎰∦ࡀ大༙を༨め、古代から中ୡのᅵᖌჾや㡲恵ჾ、㏆ୡのᰁ௜や㝡☢ჾ、ᅵᖌჾ、⎰ჾ、

⸆⎼やࣅーࣝ⎼、化⢝⎼な࡝の◚∦やࣅー⋢といったࢫࣛ࢞〇ရ、㖹㈌や⡌、㕲㔥な࡝の㔠ᒓ〇ရ、

ࣔࣝタࣝ∦、石ⅣẆࡀᣲࡆらࢀる。ࡇの内、ᅵᆙからฟᅵした㝜้を᭷ࡍる⎰や、埋⏎、ẚ㍑ⓗ古

┦の遺≀、㖹㈌な࡝を報告ࡍる。ἲ㔞やⰍ調な࡝のヲ⣽は、第㸵表をཧ↷㡬ࡁたい。 

１～３は、㹑㹉 10 ฟᅵの⎰である。１と２は平⎰で、小口面に１はࠕ山と川 、ࠖ２はࠕ丸に඲（ま

たは㔠か）ࠖ の㝜้を᭷ࡍる。２は表面ࡀ㖟化している１、ࡀは㖟化しておらࡎ、ཌ２ࡶࡉよりⷧい。

３は、㹑㹉 10 ᳨ฟ᫬にฟᅵした㌺平⎰で、三ⴥ文とᆒ整၈ⲡ文を施ࡍ。ഃ面には、⿇部の᥋ྜ⑞

るᅵᖌჾの大⏎である。５は㹑ࢀらࡳṧる。㸲は㹑㹖３の内部からฟᅵした、埋⏎の口⦕部∦とࡀ

第 110 ᅗ　ฟᅵ遺≀実 ᅗ（1�8：4：5、1�4：1 ࠥ 3・6 ࠥ 8、1�2：9・10）
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第 111 ᅗ　ฟᅵ遺≀෗真

第㸵⾲　久留米城本丸跡第１次調査ฟᅵ遺≀ほᐹ表

遺≀
NR.

ฟᅵ
遺ᵓ

種　
ู

ჾ　
種

ἲ　㔞　�FP� Ⰽ　調 調　整・文　ᵝ ⫾　ᅵ
㔜　㔞

㔜㔞・備考
Ⓩ録
番号

口ᚄ
�長ࡉ �

ᗏᚄ
�ᖜ �

ჾ高
�ཌࡉ �

እ面（พ面）
表面

内面（ฝ面）
⿬面

እ面（พ面）
表面

内面（ฝ面）
⿬面

ᗏ面・高ྎ
（小口面、⎰当）

１
第110 ᅗ・111 ᅗ

㹑㹉 10
᳨ฟ᫬

⎰ 平⎰ （7.9） （8.1） 1.45 㯮〓Ⰽ
ὸ㯤ᶳⰍ
～⅊Ⰽ

ࢹࢼࢥࣚ ⪕ᦶ、ࢹࢼ
⪕ᦶ、ࢹࢼ

㝜้
⢭Ⰻ。〓Ⰽ⢏子、

㞼ẕを含ࡴ
㝜้ࠕ山に川ࠖ

202111
000008

２
第 110 ᅗ・111 ᅗ

㹑㹉 10 ⎰ 平⎰ （10.0） （7.3） 1.7 ⅊Ⰽ ࢹࢼࢥࣚ ࢹࢼ
ᾘしࢹࢼ
㝜้

⢭Ⰻ。
㞼ẕを含ࡴ

表面㖟化
㝜้ࠕ丸に඲ࠖ࢝

202111
000006

３
第 110 ᅗ・111 ᅗ

㹑㹉 10
᳨ฟ᫬

⎰ ㌺平⎰ （9.0） （20.0）
1.6 ～
3.7

にࡪい㯤〓Ⰽ
～〓⅊Ⰽ

ࢹࢼ ࢹࢼࢥࣚ
三ⴥ文

ᆒ整၈ⲡ文
⢭Ⰻ。ᚤ◁⢏、
㞼ẕを含ࡴ

⿇部
⿕⇕によりኚⰍ

202111
000007

４
第 110 ᅗ・111 ᅗ

㹑㹖３ ᅵᖌჾ 大⏎ （43.2） ̿ （8.9） ᶳⰍ
┠ࢣࣁ

⪕ᦶ、ࢹࢼࢥࣚ
ࢹࢼࢥࣚ
ࢹࢼ

̿
ከ㔞の◁⢏と
㞼ẕを含ࡴ

口⦕部∦
202111
000001

５
第 110 ᅗ・111 ᅗ

㹑㹖 23 ᅵᖌჾ 大⏎ ̿ ̿ （36.0） ᶳⰍ
ᶳⰍ～

にࡪいᶳⰍ
┠ࢣࣁ
ࢹࢼࢥࣚ

ࢹࢼࢥࣚ
๤㞳

̿
◁⢏、ᚤ◁⢏、
㞼ẕを含ࡴ

内እ面ᦶ⪖
202111
000029

６
第 110 ᅗ・111 ᅗ

໭部
◳化面

㡲恵ჾ ⏎ ̿ ̿ （4.5） ⅊Ⰽ 青⅊Ⰽ
平行文྇ࡁ
┠࢟࢝

青ᾏἼ文྇ࡁ ̿
⢭Ⰻ。

ᚤ◁⢏を含ࡴ
⫪部∦

202111
000030

㸵
第 110 ᅗ・111 ᅗ

ᶞ᰿
࿘ᅖ

ᅵᖌჾ ᧧㖊 ̿ （11.2） （2.8） ᶳⰍ ᶳⰍ
ࢹࢼࢥࣚ
࢚ࢧ࢜

ࢹࢼࢥࣚ
４本༢఩の᧧┠

ࢹࢼ
◁⢏、

㞼ẕを含ࡴ
ᗏ部∦

202111
000031

㸶
第 110 ᅗ・111 ᅗ

᧠஘ ⎰ ㌺丸⎰ 10.7 9.5 9.8
ᬯ⅊Ⰽ
～⅊Ⰽ

⅊Ⰽ ࢹࢼ
⦖┠⑞
ࢹࢼ

ᑿ長三つᕮ
㐃⌔文

⢭Ⰻ
202111
000009

９
第 110 ᅗ・111 ᅗ

表ᅵ 㖡〇ရ 㖹㈌ 2.25 0.15 ⥳青 ᐶ͐͐ᑌࠖࠕ ୙᫂ ̿ 2.45 㹥 ᐶ永㏻ᐆ
202111
000101

10
第 110 ᅗ・111 ᅗ

᧠஘ 㖡〇ရ 㖹㈌ 1.9 0.15
ᬯ㉥〓Ⰽ
一部⥳青

日本国ࠕ 50ࠖࠕࠖ
᫛和二༑二年ࠖࠕ

⳥ⰼ文、ྑ書ࡁ
でࠕ஬༑㖹ࠖ

̿ 2.08 㹥 小ᆺ 50 㖹㯤㖡㈌
202111
000103
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Ｘ 23 付近で出土した土師器の大甕で、ＳＸ 23 の破片と判断した。内外面共に摩耗が著しいが、外

面胴部に調整痕がみられる。６は、調査部北部の整地層で出土した須恵器の破片である。７は、調

査区北部の樹根周囲を掘削中に出土した、土師器の擂鉢である。８は撹乱から出土した軒丸瓦で、

数少ない完形の瓦である。９と 10 は銭貨である。９は緑青に覆われているが、微かに「寛」「寶」

の文字が残る。10は昭和 22 年銘の小型 50銭黄銅貨である。　　　　　　　　　　　　　　　（西）

４．総括

（１）検出遺構について

既に述べたとおり、今回の発掘調査は確認調査のため、遺構の完掘は行っていない。そのため、

遺構の規模や出土遺物の特徴、年代について不完全であることは否めない。以下、この前提に立っ

て検出遺構の検討を行う。

まず２基の土坑は、いずれも瓦片が詰まっていた。ＳＫ５は坂東寺焼の細片、ＳＫ 10 はモルタ

ル片が出土したことから、ＳＫ５は幕末以降、ＳＫ 10 は近代以降の所産である可能性が高い。瓦

を廃棄した際の土坑と想定でき、後述する廃城以降の所産とみられる。

４基を検出した埋甕は、いずれも土師質の大甕であることが注目できる。大甕の年代は、久留米

城下の発掘調査例から 18 世紀まで遡る可能性もある（注１）が、今回検出した埋甕は石炭殻やモル

タル片を含む灰褐色土に後出することから、近代の遺構と考えられる。

整地層のうち、調査区北端で検出した淡黄色粘土の整地層は、緑泥片岩のチップを大量に含み、

転圧をかけて整地したと考えられる。その範囲は本丸御殿の一部に収まり、出土遺物は無いが、近

世まで年代が遡る可能性がある。その他の整地層や調査区南部の砕石層では、モルタルや石炭殻の

破片が出土しており、近代以降の所産であることが想定できる。調査区中央部の灰褐色土の層の下

には、大量の瓦が埋まっており、砕石層が北側に広がる可能性が示唆される。

　以上、今回の調査で近世に遡る遺構は、調査区北端で検出した整地遺構のみである。本丸御殿の

築造にあたって、地盤強化のために行われた整地と考えられ、有馬豊氏による築城に高度な土木技

術が用いられたことが明らかとなった。同時に、調査区の南半分は撹乱が目立ち、近代以降に幾度

も改変されていることが明らかとなった。

（２）出土遺物について

　出土遺物に目を向けると、まず陰刻を有する平瓦が注目できる。いずれも、他の城郭や城下町に

類例が無く（注２）、久留米周辺で製造された可能性が高い。図示した軒平瓦と軒丸瓦は、久留米城

【注】

（１）久留米市教育委員会『久留米城下町遺跡　―第 17 次調査―』久留米市文化財調査報告書第 262 集　平成 20 年

     久留米市教育委員会『久留米城下町遺跡（通町十丁目）―第 22 次発掘調査報告―』久留米市文化財調査報告書 337 集

     平成 25 年

（２）埋蔵文化財研究会『第 66 回埋蔵文化財研究会　幕藩体制下の瓦　―近世都市遺跡における生産と流通―』　平成 29 年

　　　　ただし、小倉城下では「山に上」の陰刻が施された瓦が複数地点で出土している。
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下の分類（注１）の軒平瓦Ｃ類と軒丸瓦Ａ類にあたる。軒平瓦は、三葉文と渦巻が上下に並ぶ均整唐

草文を施し、久留米城下町遺跡第１次調査（注２）のＳＫ 21 出土品に類似する。また、筑後地域では

18 世紀後半に軒平瓦の文様が三葉文から菊花文に変化することが指摘されている（注３）。これらの

点から、今回図示した軒平瓦の年代は、18 世紀に収まると考えられる。

　土坑や砕石層の瓦の由来だが、考えられるのは明治初頭の久留米城廃城に伴う本丸御殿の解体、

もしくは昭和４年（1929）に篠山神社本殿が瓦葺から銅板葺になった（注４）改修である。この時大

量に発生した瓦の再利用及び廃棄のために、調査区南部の瓦礫層や、調査区中央部の土坑が掘削さ

れた可能性が高い。

　１点のみが出土した須恵器は、平行文・青海波文叩きやカキ目など、古墳時代から古代の須恵器

の特徴を有する。久留米城本丸跡では、今回の発掘調査以外でも須恵器の破片が表採された例があ

るほか、故古賀壽氏が古瓦を表採したことがあるという（注５）。久留米城の場所に初めて城郭を築

かれた、永正年間（1504 ～ 1521）以前の久留米城本丸跡に関する記録や伝承は未だ見つかっていな

いが、筑後川に面した丘陵が利用されていた可能性を示す資料である。

　土師質の擂鉢は、陶器の擂鉢の出土例が圧倒的に多い久留米城下において、数例にすぎない土師質・

瓦質の擂鉢の１点である。これらの土師質・瓦質の擂鉢は、京隈侍屋敷遺跡第 12 次調査（注６）や櫛

原侍屋敷遺跡第19次調査（注７）のように16世紀まで遡る例もあるが、久留米城下町遺跡第１次調査（注

８）や久留米城外郭遺跡第 15 次調査（注９）・第 19 次調査（注 10）・第 24 次調査（注 11）、京隈侍屋敷遺

跡第 13 次調査（注 12）のように 17 世紀の出土例が多い。周辺の土器編年でも、土師質の擂鉢の登場

は 15 世紀以前に遡り、その上限は 16 世紀から 17 世紀初頭とされている（注 13）。

　久留米城の場所に土豪が城郭を築いたのは永正年間（1504 ～ 1521）と伝わり、天文年間（1532

～ 1555）に三井郡司某が再興したという伝承がある（注 14）。今回出土した擂鉢は底部の破片、しか

【注】

（１）久留米市教育委員会『久留米城外郭　佐々木家屋敷跡』久留米市文化財調査報告書第 96 集　平成７年

（２）久留米市教育委員会『三本松町遺跡』久留米市文化財調査報告書第 74 集　平成４年

（３）秦憲二「矢加部町屋敷遺跡のまとめ」　九州歴史資料館『矢加部町屋敷遺跡Ⅳ・蒲船津西ノ内遺跡・蒲船津水町遺跡』有明

　 　海沿岸道路大川バイパス関係埋蔵文化財調査報告第 12 集　平成 24 年

（４）篠山神社社務所のご教示による。

（５）久留米市教育委員会『久留米城外郭遺跡　―第 19 次発掘調査報告―』久留米市文化財調査報告書第 328 集　平成 25 年

（６）久留米市教育委員会『京隈侍屋敷遺跡　―第 12 次調査―』久留米市文化財調査報告書第 277 集　平成 20 年

（７）久留米市教育委員会『櫛原侍屋敷遺跡　―第 19 次発掘調査報告―』久留米市文化財調査報告書第 365 集　平成 28 年

（８）注２文献『三本松町遺跡』

（９）久留米市教育委員会『久留米城外郭遺跡　―第 15 次発掘調査報告―』久留米市文化財調査報告書第 298 集　平成 22 年

（10）注５文献『久留米城外郭遺跡　―第 19 次発掘調査報告―』

（11）久留米市教育委員会『久留米城外郭遺跡　―第 24 次発掘調査報告―』久留米市文化財調査報告書第 374 集　平成 29 年

（12）久留米市教育委員会『久留米市指定文化財坂本繁二郎成果保存修理工事報告書』久留米市文化財調査報告書第 301 集

   　平成 23 年

（13）久留米市教育委員会『安武地区遺跡群Ⅷ』久留米市文化財調査報告書第 365 集　平成６年

　　 田中克子「野多目Ａ遺跡群第４次調査出土の近世初頭の遺物について」　博多研究会『博多研究会誌　法哈噠』第５号　

     平成９年

　　 楠瀬慶太「日用雑器類から見た中世博多の土器様相　―調理具を中心として―」　日本中世土器研究会『中近世土器の基礎

　　 研究』22　平成 21 年

（14）矢野一貞『筑後将士軍談』　嘉永６年（筑後遺籍刊行会『筑後国史　筑後将士軍談』　大正 15 年～昭和２年）
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第 112 ᅗ　⠛山⚄♫ᣏẊ前ิ石㐲ᬒ（༡西から） 第 11� ᅗ　⠛山⚄♫ᣏẊ前ิ石確認≧ἣ（༡西から）

る前の久留米城ࡍධ国ࡀらのఏᢎや᭷㤿㇏Ặࢀࡇ、ࡀ制㝈はある࠺遺≀ではないとい࠺遺ᵓにకࡶ

との㛵㐃ࡀ♧၀ࢀࡉる。

（３）⠛ᒣ⚄♫ᣏẊ๓࡚࠸ࡘ࡟▼ิࡢ

今ᅇの発掘調査中、⠛山⚄♫のᣏẊ前にิ石ࡀあるのを発ぢし、ᑐ㇟ᆅእࡔったࡀ、 㔞して෗

真を᧜ᙳした（第 112 ～ 114 ᅗ）ので、併せて報告しておࡃ。

ิ石は２ิに分かࢀる。໭ഃのิ石は༡໭ 0.5 㹫、東西 0.9 㹫、主㍈᪉఩㹌 -14r - 㹃および

㹌 -78r - 㹕を り、ⱝᖸ間㝸を᭷ࡍる５ᯛのᯈ石からなる。༡ഃのิ石は東西 1.25 㹫、主㍈᪉

఩㹌 -79r - 㹕を り、∦ᒾᛶの３ᯛのᯈ石からなる。

る。また、⠛ࢀら࠼のと考ࡶ㢮ఝしており、ྠ一᫬期のࡀらのิ石は、主㍈᪉఩や᳨ฟ≧ἣࢀࡇ

山⚄♫のᣏẊの主㍈᪉఩とは␗なるࡇとから、㏆代以㝆の所⏘とࡶ考࠼にࡃい。ࡇࡑで、本丸ᚚẊ

の平面ᅗと久留米城本丸跡の平面ᅗ（ὀ１）をྜ成したとࢁࡇ、ᚚẊ中ኸ部の᭤Ỉ間とⰸⷀ間を⤖ࡪ、

ⱝᯇᚚᗯ下に面した中ᗞに఩⨨ࡍるࡇとุࡀ᫂した。主㍈᪉఩ࡶ本丸ᚚẊに㢮ఝࡍるⅬから、ࡇの

ิ石は現Ꮡࡍる本丸ᚚẊの遺ᵓであるྍ⬟ᛶࡀ高い。

（㸲）ᩥ⊩ྐᩱࡽ࠿ぢࡓ久留米城本丸跡̿㏆௦௨㝆ࢆ୰ᚰ࡟

　元和㸵年（1621）に久留米城にධった᭷㤿㇏Ặは、元和元年（1615）の一国一城令のためか、ᐷ

所ࡀ↓い࡝࡯Ⲩࢀ果て⊃小ࡔった城㒌のᨵಟに╔ᡭした。ྠ᫬に、పྎᆅにౝ屋ᩜを、పྎᆅに

ᅖまࢀたపᆅに城下町を㓄⨨し、ṇ保３年（1646）までの 25 年をかࡅて城下の⾤୪ࡳを整備した。

本丸の整備は、ධ城⩣年の元和㸶年（1622）にはࠕཤ᫓ᚚධ国ᕬ後ᚚ城内ᚚ堀等ᗈ （ࠖὀ２）やࠕ久

留米城ಟ⧋成ࣝ （ࠖὀ３）の記㏙ࡀ文⊩にⓏሙࡍる。元和９年（1623）にはࠕᚚ城୪ᚚ堀ኈ屋ᩜ等ᚚ

ᬑㄳ、ᚚ本丸እᘓ᭰ᗈまり（『石原ᐙ記』）ࠖ とあり、本丸を含ࡴ城のᨵಟࡀ進ࢇでいたࡇとࡀ᝿ᐃ

でࡁる。しかし、二ࣀ丸と三ࣀ丸、እ㒌を含ࡴᗈ大な城㒌の整備にはなお᫬間ࡀかかったらしࡃ、『石

原ᐙ記』にࠕᚚ城ᚚ堀成ᑵࠖの文Ꮠࡀぢ࠼るのは、㇏Ặධ府から 10 年ࡀ⤒㐣したᐶ永㸶年（1631）

のࡇとである。
࠙ὀࠚ

（１）ᯇᒸ利郎ࠕ久留米城 　ࠖᆤ井清㊊・吉田㟹・平井⪷・┘ಟ『஑ᕞ・Ἀ⦖』᚟元体⣔日本の城ո　࠺ࡻࡂせい　平成４年

　　 ᐩ原㐨ᬕ『ᐩ原文庫蔵㝣㌷┬絵ᅗ̿᫂治஬年の඲国城㒌Ꮡᗫ調査記録』　ᡁ光⚈ฟ∧　平成 29 年

（２）石原Ⅽ平『石原ᐙ記』　筑後史ㄯ会　᫛和 19 年（後に෌∧。名ⴭฟ∧、᫛和 48 年）

（３）ᡞ田஝吉『久留米小史』ᕳࣀ三　᫂治 27 年
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本来なら、本丸の整備と現代までの変遷について、文献史料を提示して調査成果との比較を行い

たいところだが、本丸を含む久留米城と城下町の変遷については、過去に何度も言及されていると

ころであり（注１）、改めて行う紙幅は無い。また、今回検出した遺構は北端の整地層を除き、大半

が近代以降に収まる。そこで本報告では、検出した遺構にも関連する廃藩以降の近現代の本丸跡に

ついて述べておく。なお、概要は第８表にまとめたので、併せて参照されたい。

明治３年（1870）から明治４年（1871）の久留米藩難事件に伴い、藩知事が不在という不安定な

情勢の中、明治４年４月 14 日の廃藩置県により久留米県が設置された。久留米県の知政府は城内

に置かれ、７月 25 日には布告に伴い御本丸表御門が県庁表御門に改称された。11 月 14 日、久留

米県の廃止と三潴県の設置に伴い、旧久留米県庁は三潴県出張所に改められることになったが、翌

明治５年（1872）２月 24 日の出張所改称の直前、２月 20 日に事務機能は旧藩校の明善堂に移った

（注２）。これ以降、久留米の政治の中心は３月に旧御使者屋（現・両替町公園）へ移転した三潴県

庁に移り、本丸の行政府としての役目は終焉したとされている（注３）。

三潴県出張所設置と同じ２月 24 日には、城郭近辺と城内の土居の樹木が伐採され３月 20 日に士

族へ払い下げられる（注４）など、機能を終えた本丸の設備が早くも撤去され始める。陸軍省を経

て大蔵省の管理となった本丸跡は売却されることとなり、８月４日、「旧久留米城城郭」の見立の

入札期限を７日まで延長する布達が出されている（注５）。この入札の結果、久留米城は豊後国竹田

の谷川忠悦が 100 両で落札した（注６）。８月 18 日には、23 日から 25 日の「四ツ時ゟ七ツ時（午前

10 時～午後４時）」に「旧城」を開放する布告が出された（注７）。実際、８月 18 日に町方から大勢

の見物客が御殿と本丸東側の柳原を訪れ、握り飯を食べる者がいるなど「誠に珍敷事に御座候」と

記録されている（注８）。10 月 29 日には大手門などの門や家老屋敷の取り壊しが始まり（注９）、本

丸跡も石垣も取り壊されようとしたが、久留米城が他国に渡るのを危惧した緒方安平と古賀清蔵、

古賀友平、富松某が買い取って阻止した（注 10）。

【注】

（１）古賀幸雄「毛利秀包と久留米」　久留米市史編さん委員会・編『久留米市史』第２巻　久留米市　昭和 57 年

　　 田中俊博「久留米城の修築と城下町の建設」　『久留米市史』第２巻

　　 小澤太郎「コラム　筑後久留米本丸絵図と石垣普請」　久留米市文化財保護課『久留米市文化財保護課年報』Vol.13　

　　 平成 30 年

　　 古賀正美『久留米城とその城下町』　海鳥社　平成 30 年

（２）以上、廃藩から久留米出張所移転までの動向は、下記の文献を参考にした。

 　　深谷真三郎「廃藩置県と三潴県」　久留米市史編さん委員会・編『久留米市史』第三巻　久留米市　昭和 60 年

（３）注１文献『久留米城とその城下町』

（４）加藤田平八郎『加藤田日記』　久留米郷土研究会　昭和 48 年

　　 久留米市『續久留米市誌』下巻　昭和 30 年

（５）三潴県庶務課「旧久留米城郭見立入札ノ事」　久留米市史編さん委員会・編『資料編　近代』久留米市史第 10 巻　久留米市　

 　　平成８年

（６）坂口寛司「石橋マツ子傳」　『郷土研究筑後』第６巻第５号　昭和 13 年（昭和 50 年再版、筑後復刻委員会）

（７）注４文献『加藤田日記』

　　 三潴県庁「久留米旧城縦観ノ事」　『資料編　近代』久留米市史第 10 巻

（８）石本猪平、石本 昭一：翻刻、古賀 正美・山口 淳：校注『諸國見聞』　海鳥社　令和４年

（９）注４文献『續久留米市誌』下巻

（10）注６文献「石橋マツ子傳」
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第㸶⾲　ᗫ⸬以㝆の久留米城本丸跡のኚ㑄
年代 本丸跡改変の記録 その他の本丸跡に関する出来事

᫂治４年
（1871）

・４月 14 日、久留米┴ࡀタ⨨ࢀࡉ、知政府ࡀ城内にタ⨨ࢀࡉる。

᫂治５年
（1872）

・２月24日、城㒌㏆㎶と城内のᅵᒃのᶞ木ࡀఆ᥇ࢀࡉる。
・10 月以㝆、本丸内のᘓ≀ࡀゎ体ࢀࡉる。石ᇉࡶゎ体
。るࡍて㜼Ṇࡅ㈙いཷࡀ᪉Ᏻ平ら⥴、ࡀとした࠺よࢀࡉ

・２月 20 日、三潴┴の事務ᶵ⬟ࡀ᫂ၿᇽに⛣ື。行政府としての本丸跡ࡍ↉⤊ࡀる。
・㸶月、㇏後国竹田の谷川忠ᝋࡀ 100 ୧で城をⴠᮐࡍる。
・㸶月 18 日～ 25 日、城内ࡀ一⯡開ᨺࢀࡉる。
。の年、久留米城は㝣㌷┬の⟶㎄となるࡇ・

᫂治㸵年
（1874）

・10 月 23 ～ 30 日、本丸と三ࣀ丸で博覧会ࡀ開ദࢀࡉる。

᫂治 10 年
（1877）

・㸵月、⠛山⚄♫ࡀ๰ᘓࢀࡉる。

᫂治 12 年
（1879）

・⠛山⚄♫の本Ẋ・ᣏẊ・中㛛・㏱ሟࡀ⠏かࢀる。

᫂治 21 年
（1880）

・ቃ内の木ࡀࠎ育つ。ቃ内には本Ẋ・ᣏẊ・♫務所・ᐆ
蔵・絵㤿ᇽなࡀ࡝あり。

᫂治 22 年
（1889）

・石人㤳⣭☃ࡀᘓ❧ࢀࡉる。

᫂治 25 年
（1892）

・㐨ྩ㤳名அ☃、大క部博㯞அ☃、西ᾏ忠ኈ☃ࡀᘓ❧ࡉ
。るࢀ

᫂治 26 年
（1893）

・井上ඛ生அ記ᛕ☃ࡀᘓ❧ࢀࡉる。

᫂治 35 年
（1892）

・西ᾏ忠ኈஅ☃、井上㭯代அ☃ࡀᘓ❧ࢀࡉる。

᫂治 36 年
（1893）

・ὠ田一ఏὶ㐙㏥ඛ生அ☃ࡀᘓ❧ࢀࡉる。

᫂治 43 年
（1910）

・高Ⰻ大♫㡻ᐑࡀᘓ❧ࢀࡉる。

᫂治 44 年
（1911）

・ὠ田一ఏὶ㐙㏥第二ୡ☃ࡀᘓ❧ࢀࡉる。

大ṇ３年
（1914）

・小河真文ඛ生☃ࡀᘓ❧ࢀࡉる。

大ṇ 12 年
（1923）

・５月、⊁塚㛛前の石橋を大ᡭ口に⛣⠏ࡍる。

᫛和４年
（1929）

・本Ẋ・ᣏẊ・中㛛・㏱ሟの屋᰿を⎰ⵌから㖡ᯈⵌにᨵ
⠏ࡍる。

᫛和６年
（1931）

・⻤᯿丸を๐平し⃾ࡀ埋め❧てらࢀる。

᫛和㸶年
（1933）

・５月 21 日、Ỉ野ṇ名ඛ生☃ࡀᘓ❧ࢀࡉる。

᫛和９年
（1934）

・石橋ࢶ࣐子、༓ᯇᗡをᐤ㉗ࡍる。

᫛和 10 年
（1935）

・ᠾ㎮ᡓதᚑ㌷記ᛕ☃ࡀᘓ❧ࢀࡉる。

᫛和 12 年
（1937）

。る計⏬ありࡍኳ主㛶ࠖを෌ᘓし内部をᚩ古㤋にࠕ、の㡭ࡇ・

᫛和 13 年
（1938）

・⻤᯿丸跡を久留米་ᑓの࢘ࣛࢢンࢻに整備。
・９月、久留米古城㊑☃ࡀᘓ❧ࢀࡉる。

᫛和 14 年
（1939）

・㸵月、᮶城ඛ生リ☃ࡀᘓ❧ࢀࡉる。

᫛和 17 年
（1942）

・５月、久留米城のᷳを᚟元し、郷ᅵ記ᛕ㤋とࡍるᘓタ委員会の発会ᘧࡀ開ദࢀࡉる。

᫛和 20 年
（1945）

・収ᐜ人数 2�250 人の横✰ᘧ㜵✵ቸࡀ掘๐ࢀࡉる。

᫛和 27 年
（1952）

・東郷元ᖊ書ᩪࡀ⚄♫ቃ内に⛣⠏ࢀࡉる。

᫛和 30 年
（1955）

。るࡍ⠛山⚄♫の⚄ⱌを作ᗞࡀの㡭、東ᱵ里ࡇ・

᫛和 34 年
（1959）

・10 月㸵日、᭷㤿記ᛕ㤋と♫務所を㉳ᕤ。༓ᯇᗡをቑ
ᨵ⠏し、石㫽ᒃをෙ木ᚚ㛛からቃ内ཧ㐨に⛣⠏。ቃ内
እ࿘に○石ᩜの㐟Ṍ㐨を、大ᡭ口から本丸跡༡西部に
る。⮬ື㌴㐨࿘㎶ࡍの⮬ື㌴㐨をᩜタᩜࢺーࣜࢡンࢥ
の石ᇉを積ࡳ┤したか。

・㸶月、஑ᕞ大Ꮫ考古Ꮫ◊✲ᐊࡀᬯῺの 㔞調査を行࠺。

᫛和 35 年
（1960）

・３月 31 日、᭷㤿記ᛕ㤋と♫務所、東郷記ᛕ㤋および
⮬ື㌴㐨㊰⯒⿦な࡝のᕤ事ࡀ❹ᕤࡍる。
・４月 24 日、上記施タのⴠ成ᐤ㉗ᘧࡀ開ദࢀࡉる。

᫛和 38 年
（1963）

・３月、福ᒸᏛⱁ大Ꮫ久留米分ᰯࡀ石ᇉの 㔞調査を行࠺。

᫛和 40 年
（1965）

・５月、⳥Ṍර஬༑භ㐃㝲☃ࡀᘓ❧ࢀࡉる。

᫛和 43 年
（1968）

・㸵月 21 日、青木⦾記ᛕ☃の㝖ᖥᘧを開ദ。
・11 月３日、久留米ⱁ⬟会㤋ࡀ᏶成ࡍる。

᫛和 46 年
（1971）

・ᕴᷳの᚟元ࡀ計⏬ࢀࡉる。

᫛和 51 年
（1976）

・㱟ᤚ⣴஬༑භ㐃㝲៘㟋☃ࡀᘓ❧ࢀࡉる。

᫛和 52 年
（1977）

・高ᅽ㟁⥺㕲ሪのᘓタ計⏬ࡀᾋ上ࡍるࡀ、市民の཯ᑐ㐠ືで白⣬となる。

᫛和 56 年
（1981）

・久留米城郷Ꮫ㤋のᘓタࡀ計⏬ࢀࡉる。

᫛和 58 年
（1983）

・久留米ⱁ⬟会㤋ࡀㄶゼ野町に⛣㌿ࡍる。
・月ぢᷳの石ẁࡀ東ྥࡁに᚟原ࢀࡉる。

・３月 19 日、久留米城跡として┴史跡にᣦᐃࢀࡉる。

令和３年
（2021）

・ከ┠ⓗᗈሙ、本丸໭面の㐟Ṍ㐨ࡀ整備ࢀࡉる。
・久留米城本丸跡第１次調査
・᭷㤿㇏Ặ久留米ධ城 400 年

令和４年
（2022）

・10 月 31 日、⠛山⚄♫本Ẋ・ᣏẊ・中㛛・㏱ሟࡀ国᭷ᙧ文化財にⓏ録ࢀࡉる。
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こうして、石垣と大井戸、礎石や庭園の一部は残ったが、本丸の建物は明治８年（1875）までに

全て解体され（注１）、明治７年（1824）には博覧会が開催された。10 月 23 日から 30 日まで、本丸

と三ノ丸で博覧会を開催する願出が田中龍之助などから三潴県に提出された。10 月 23 日、三潴県

権令代理の水原久雄参事の名で「歌舞伎・歓物之類及茶店等」を三ノ丸で開くよう布達が出されて

いる（注２）。博覧会の内容は出品目録が残る（注３）のみだが、博覧会を見学する小学校の教員と児

童の名前を見学の前日までに提出するよう、10 月 29 日付で布達が出されている（注４）。

明治 10 年（1877）７月、有馬豊氏を祭神とする御霊社こと篠山神社が創建された（注５）。緒方

安平が本丸跡を買い取った時と同額を寄付した（注６）ことで、明治 12 年（1879）11 月 16 日に現

存する本殿や拝殿、中門、透塀が落成し（注７）、旧 10 月３・４日に行われた遷宮祭は、打上花火

などで賑わったという（注８）。明治 21 年（1888）に刊行された名所画集（注９）には篠山神社の境

内図があり、遠景などが誇張されているが、木々が育ちつつある様子が銅版画で描かれている。

以上のように、木々が生い茂る中に篠山神社が鎮座する今日の久留米城本丸跡の景観は、篠山神

社の創建から約 10 年で形成された可能性が高い。明治 35 年（1902）の久留米市地図（第 90 図５）

でも、二ノ丸跡と三ノ丸跡、外郭が工場の造成や市街地化などで城郭としての姿を失っている一方

で、本丸跡は「篠山神社」の文字とともに木々が描かれている。篠山神社創建により開発に歯止め

がかけられ、石垣を含む縄張りがほぼ残ったことが窺える。なお、明治 22 年（1889）以降、篠山

神社境内には複数の石碑が建立されている。詳細は第８表を参照願いたい（注 10）が、大規模な開

発が行われず、石碑が後世まで残る場所と認識されていた事が示唆される。

　明治 43 年（1910）には高良大社の頓宮が築かれた（注 11）時点で、廃藩から篠山神社創建まで頻

繁に行われた開発はいったん低調となる。第一次世界大戦中の大正４年（1915）３月 17 日（注 12）

と 10 月（注 13）、久留米俘虜収容所に収容されていたドイツ兵捕虜たちが篠山神社に遠足している。

この時に捕虜が撮影した写真や、ドイツの家族宛てに送った絵葉書に写った篠山神社は、いずれも

【注】

（１）Ｐ .81 注８文献『諸國見聞』

（２）三潴県参事「旧久留米等ニ於テ博覧会開場ノ事」　『資料編　近代』久留米市史第 10 巻

（３）久留米市史編さん委員会・編『久留米市史』第６巻　平成２年

（４）學校懸「博覧会縦覧ニ付小学教員生徒出場人名等差出ノ事」　『資料編　近代』久留米市史第 10 巻

（５）Ｐ .81 注４文献『續久留米市誌』・Ｐ .81 注８文献『諸國見聞』

　　　なお、篠山神社社務所も創建年を明治 10 年としているが、『久留米小史』巻ノ二は、創建を明治 11 年（1878）としている。

（６）Ｐ .81 注６文献「石橋マツ子傳」

（７）大日本神祇會福岡縣支部『福岡縣神社誌』中巻　昭和 20 年

（８）Ｐ .81 注４文献『續久留米市誌』下巻

（９）清水吉康『福岡県名所図録図絵』　大阪大成館　明治 21 年（昭和 60 年再版、大蔵出版会）

（10）石碑については、篠山神社のホームページのほか、下記の文献を参考にした。

　　 　久留米碑誌刊行会『久留米碑誌』　昭和 48 年

　　　 久留米市文化財保護課『久留米城本丸石碑めぐり』改訂版　平成 28 年

（11）山田義臣『福岡縣久留米市鎮座　縣社篠山神社案内記』　篠山神社社務所　明治 44 年

（12）「久留米俘虜収容所略年表」　久留米市教育委員会『ドイツ軍兵士と久留米　―久留米俘虜収容所Ⅱ―』

　　 久留米市文化財調査報告書第 195 集　平成 15 年

（13）エーリッヒ・フィッシャー、生熊文 訳「フィッシャー回想録」　久留米市教育委員会『ドイツ兵捕虜と収容生活　

 　　―久留米俘虜収容所Ⅳ―』久留米市文化財調査報告書第 251 集　平成 19 年
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木ࡀࠎ⦾ⱱし、ᣏẊは⎰ⵌである（第 115 ᅗ）（ὀ１）。ࡉらに、ࢺࣝ࢞ࢺࢵࢗࢺࣗࢩ現代史ᅗ書㤋

所蔵㈨ᩱの෗真には、現Ꮡしない⎰ⵌで２㝵ᘓての♫務所ࡶ෗っている（ὀ２）。

　᫛和にධると、ඛ㏙のとおり᫛和４年（1929）に⠛山⚄♫の屋᰿ࡀ⎰ⵌから㖡ᯈⵌに代わった࡯

か、᫛和９年（1934）には༓ᯇᗡࡀᐤ㉗ࡉ、ࢀࡉらに」数の石☃ࡀᘓ❧ࢀࡉた。しかし、⠛山⚄♫

ቃ内の大つᶍなᨵኚは↓ࡃ、『久留米市ㄅ』上ᕳ（116 ᅗ）（ὀ３）や᫛和ᡓ前期のࠕ市民大会 （ࠖ第

117 ᅗ）（ὀ４）の෗真には、本丸跡にᶞ木ࡀ⦾ⱱ

したままのᵝ子࠼❚ࡀる。ࡶっとࡇ、ࡶの間本

丸跡の大つᶍな開発ࡀⓙ↓ࡔったわࡅではない。

大ṇ 12 年（1923）５月、⊁塚㛛のእ⃾（現・久

留米ၟᕤ会㆟所前஺ᕪⅬ）にᯫࡅらࢀていた石

橋ࡀ大ᡭ口に⛣タࢀࡉた。᫛和６年（1931）には、

⻤᯿丸を๐平して⃾の埋め❧てࡀ行わࢀ、᫛和

13 年（1938）に⻤᯿丸の跡ᆅに஑ᕞ་Ꮫᑓ㛛Ꮫ

ᰯ（久留米་ᑓ、現・久留米大Ꮫ་Ꮫ部）のࢢ

でいった。᫛和ࢇと進ࠎ╔࿘㎶の開発は、࡝るなࢀࡉ㐀成ࡀࢻン࢘ࣛ 12 年（1937）に久留米ၟᕤ

会㆟所ࡀ発行したほ光案内（ὀ５）には、久留米城のࠕኳ主㛶ࠖを෌ᘓし内部をࠕᚩ古㤋ࠖにࡍる

第 11� ᅗ　⎰ⵌの⠛山⚄♫ᣏẊ　 第 116 ᅗ　㖡ᯈⵌの⠛山⚄♫ᣏẊ

第 11� ᅗ　ᡓ前の久留米城本丸跡

࠙ὀࠚ

（１）生熊文 ヂ࣍ࢵࢥ・࣒ࣝ࣊ࣝ࢕ࣦࠕ書⡆集 『රᤕ⹭と収ᐜ生ά　̿久留米ಒ⹭収ᐜ所ϫ̿ࢶ࢖ࢻ』ࠖ　

　　 久留米市文化財調査報告書第 251 集　平成 19 年

（２）久留米市教育委員会『ࢶ࢖ࢻරᤕ⹭と࣏ࢫーࢶ ̿久留米ಒ⹭収ᐜ所Ⅲ̿』久留米市文化財調査報告書第 213 集 平成 17 年

（３）久留米市ᙺ所『久留米市ㄅ』上ᕳ　᫛和㸵年

（４）㹎 .81 ὀ４文⊩『⧰久留米市ㄅ』下ᕳによる。なお、෗真のࣙࢩࣉࣕ࢟ンはࠕ市民大会ࠖのࡳで、ල体ⓗな᧜ᙳ年月日は୙

　　 ᫂である。ྠ文⊩には、久留米་ᑓ࢘ࣛࢢンࢻで実施ࢀࡉた行事として下記の記㏙ࡀある。

　　　 国㜵፬人会久留米ᨭ部発会ᘧ（᫛和 11 年３月 21 日）　　ⓚጾᐉᥭ米英ᧁ⁛市民大会（᫛和 16 年 12 月 10 日）

　　　 満ᕞ事ኚ５࿘年記ᛕᘧ（ྠ年９月 18 日）　　　　　　　 ᡓᤩ第一次⚃賀国民会（᫛和 17 年２月 18 日）

　　　 ⓚ㌷ᡓᤩ⚃賀会（᫛和 12 年 11 月３日）　　　　　　　　第 14 ᅇᘓ国⚍（ྠ年２月 11 日）

　　　 ༡ி㝗ⴠ⚃賀会（ྠ年 12 月 11 日）　　　　　　　　　　第 15 ᅇᘓ国⚍（᫛和 18 年２月 11 日）

　　　 㠀ᖖ᫬ᒁ大会（᫛和 15 年４月 21 日）　　　　　　　　　第 38 ᅇ㝣㌷記ᛕ日記ᛕ⚍（ྠ年３月 10 日）

（５）久留米ၟᕤ会㆟所『㌍進㸟久留米をㄒる　久留米ཬび筑後㊰のほ光案内』᫛和 12 年

　　　　たࡔし、ࡍでにᣦ᦬ࡀある（㹎 .81 ὀ１文⊩）ࡀ、᭷㤿㇏Ặࡀᨵ⠏した久留米城にኳ守は↓い。本丸༡東㝮に఩⨨ࡍ

      る３ᒙのᕴᷳࡀ大ᷳと࿧ࢀࡤኳ守の代わりࡔとࢀࡉている。上記文⊩のࠕኳ主㛶ࠖࡶ、ᕴᷳをᣦしているྍ⬟ᛶࡀ高い。
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計⏬ࡀ記ࢀࡉている。ࡉらに᫛和 17 年（1942）５月には、⣖元二༓භⓒ年記ᛕ事業୪びに久留米

ほ光༠会๰❧༑࿘年記ᛕ事業として、久留米城のᷳを᚟元し郷ᅵ記ᛕ㤋とࡍるためのᘓタ委員会の

発会ᘧࡀ⠛山⚄♫でᣲ行ࢀࡉた。しかしࢀࡇらの᚟元計⏬は実行ࡎࢀࡉ、᫛和 20 年（1945）、ᡓᒁ

のᝏ化で本丸跡に収ᐜ人数 2�250 人の横✰ᘧ㜵✵ቸࡀ掘๐ࢀࡉた（ὀ１）。

第二次ୡ⏺大ᡓ後、෌び本丸跡の大つᶍなᨵኚࡀጞまった。᫛和 27 年（1952）、大ᡭ口の前にあ

った東郷元ᖊ書ᩪ（現・東郷記ᛕ㤋）ࡀ⚄♫ቃ内に⛣⠏ࢀࡉた（ὀ２）。᫛和 34 年（1959）、⩣年に

㏄࠼る久留米市制施行 70 ࿘年の記ᛕ事業の一⎔として、⠛山⚄♫のබᅬ整備計⏬ࡀ❧てらࢀた。

当ึ、久留米市ࡀ久留米市ほ光༠会に 100 ୓෇

をᨭฟして、10 月までに城内のⲡสりと᳜᱂ࡀ

行わࢀるணᐃࡔった（ὀ３）。しかし、当᫬ࣜࣈ

のࡇࡀった石橋ṇ二郎Ặࡔ長♫ࣖ࢖ンタࢺࢫࢴ

事業に 1�750 ୓෇をᢞじて、⪁ᮙ化した♫務所

とᐆ≀庫を取りቯし、᭷㤿記ᛕ㤋の᪂⠏や東郷

元ᖊ書ᩪ、༓ᯇᗡⲔᐊのಟ᚟、ෙ木ᚚ㛛からの

ཧ㐨の⮬ື㌴㐨㊰ᩜタな࡝を行ࡇ࠺とになった。

ている（ὀ４）。ྠ年ࢀ行わࡀの間、㸶月にඛ㏙した஑ᕞ大Ꮫ考古Ꮫ◊✲ᐊによる調査ࡇ 10 月㸵日、

᭷㤿記ᛕ㤋と♫務所の㉳ᕤᘧࡀ実施ࢀࡉた10、ࡀ 月１日発行のᗈ報⣬に掲載ࢀࡉたᕤ事㢼ᬒ෗真

（第 118 ᅗ）（ὀ５）では、大ᡭ口の石橋ࡀ᧔ཤࢀࡉてᆅᅛめࡀ行わࢀている࡯か、᪤に࢜ーࢺ三㍯

。ているࢀࡉタᩜࡀの⮬ື㌴㐨㊰࡝࡯るࡁ㏻行でࡀ

᫛和 35 年（1960）４月 24 日、᭷㤿記ᛕ㤋開㤋記ᛕᘧ඾（ὀ６）で㓄ᕸࢀࡉたࣃンࢺࢵࣞࣇ（ὀ㸵）には、

⠛山⚄♫ቃ内の平面ᅗࡀ掲載ࢀࡉている。♫務所の఩⨨ࡀ今日と␗なり、㐟ලを᭷ࡍるබᅬや㐟Ṍ

㐨な࡝現Ꮡしない施タࡶあるࡇ、ࡀの᫬に今ᅇの調査ᆅⅬ௜㏆のᵝ┦は大ࡃࡁኚわったと考࠼らࢀ

る。なお、調査ᆅⅬ༡ഃに఩⨨ࡍる埋ᚚ㛛跡の石ᇉは、積ࡳ上ࡆ᪉ࡀ本丸跡࿘ᅖの石ᇉと␗なるࡇ

とから、⮬ື㌴㐨㊰ᩜタの㝿に積ࢀࡉ┤ࡳたྍ⬟ᛶࡀ高い（ὀ㸶）。

　本丸跡࡬のᵓ㐀≀の᪂タは、ࡑの後ࡶ༡東部を中ᚰに続いた。᫛和 43 年（1968）にはᕴᷳに青

木⦾記ᛕ☃ࡀᘓてらࢀ（ὀ９）、久留米ⱁ⬟会㤋ࡀ⛣㌿᏶成（ὀ 10）した。ࡉらに、久留米市によるᕴ

第 11� ᅗ　ᕤ事中の本丸跡ධ口

࠙ὀࠚ

（１）㹎 .81 ὀ４文⊩『⧰久留米市ㄅ』下ᕳ

（２）㹎 .81 ὀ４文⊩『⧰久留米市ㄅ』下ᕳ

なる⠛山城ᆎࡃ美しࠕ（３） 　ࠖ久留米市ᙺ所『市政ࡃるめ』第 78 号　᫛和 34 年（『市政ࡃるめ』ࠑ⦰ๅ∧Ⅰࠒに෌録）

（４）㹎 .69 ὀ１文⊩ࠕ⠛山城跡石⤌ᬯῺ遺ᵓࠖ

ࡴ⠛山城ᆎ整備ᕤ事進　࡬㌴のまま城内ື⮬ࠕ（５） 　ࠖ久留米市ᙺ所『市政ࡃるめ』第 80 号　᫛和 34 年（『市政ࡃるめ』ࠑ⦰ๅ∧

　　 Ⅰࠒに෌録）

⠛山城ᆎ 整備成るࠕ（６） 　ࠖ久留米市ᙺ所『市政ࡃるめ』第 87 号　᫛和 35 年（『市政ࡃるめ』ࠑ⦰ๅ∧Ⅰࠒに෌録）

　　 石橋ṇ二郎『⚾のṌࡳ』　᫛和 39 年

（㸵）ࢺࢫࢴࣜࣈンタࣖ࢖ᰴᘧ会♫『᭷㤿記ᛕ㤋のⴠ成ᐤ㉗ᘧに㝿して』　᫛和 35 年

　　 久留米教育ࣈࣛࢡ『᭷㤿記ᛕ㤋と東郷記ᛕ㤋』　᫛和 35 年

（㸶）現ᆅで石ᇉを実ぢࢀࡉたᒸ寺ⰋẶならびにᐑ武ṇⓏẶのࡈᣦ᦬による。

第『るめࡃ市政』青木⦾記ᛕ☃ 二༑一日に㝖ᖥᘧࠖ久留米市ᙺ所ࠕ（９） 249 号　᫛和 43 年（『市政ࡃるめ』ࠑ⦰ๅ∧Ⅰࠒに෌録）

第『るめࡃ市政』ⴠ成 ⠛山城㊑ࠖ久留米市ᙺ所ࡀ久留米ⱁ⬟会㤋ࠕ（10） 256 号　᫛和 43 年（『市政ࡃるめ』ࠑ⦰ๅ∧Ⅰࠒに෌録）
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櫓の復元計画（昭和 49 年）（注１）や久留米城郷学館の建設計画（昭和 56 年度）（注２）があったが、

いずれも実現しなかった。昭和 52 年（1977）には、高さ約 60 ｍの高圧電線鉄塔建設計画が浮上し、

久留米郷土研究会など市民による反対運動の結果、白紙となった（注３）。昭和 58 年（1983）３月

19 日に本丸跡が久留米城跡として県史跡に指定され、久留米芸能会館が諏訪野町に再移転した（注

４）ほか、月見櫓の石段が東向きに「復原」されるなどの修復事業が行われた（注５）ことで、本丸

内部の開発は再び落ち着くことになった。

そして令和３年、有馬氏入城 400 年にあたり、今回の調査の原因となった多目的広場や、本丸北

面の遊歩道が整備された。一方で、令和４年（2022）10 月には篠山神社の本殿と拝殿、中門、透

塀が登録有形文化財（建造物）になるなど、新たな文化財の保全も図られている。

（５）おわりに

以上、本丸跡の発掘調査の成果と近代以降の変遷について述べた。限られた調査だが、本丸御殿

の築造に伴う整地層を検出した点、有馬豊氏入城以前の古代と 17 世紀初頭の遺物が出土した点、

調査地点付近は近代以降に著しい改変を受けた点、拝殿前で本丸御殿に伴うとみられる列石を発見

した点、以上の４点が成果として挙げられる。

久留米城と久留米藩に関する史料は、篠山神社文庫（篠山神社所蔵）や新有馬文庫（久留米市中

央図書館蔵）などが現存する。さらに、文化財保護課では文献史料に加え、本丸で使用したと伝わ

る文政６年（1823）銘の鬼瓦なども所蔵している。今回は担当者の力不足で、これらの史料の検討

はおろか、参照もしていない。また、福岡城や佐賀城、秋月城、柳川城など、周辺の城郭との遺構

や出土遺物の比較も行うことができなかった。

久留米城本丸跡の調査は、今回の確認調査で口火を切ったに過ぎない。所蔵する史料の調査や現

地での確認調査による遺構の把握、地質学や土木工学などの他分野からのアプローチ、そして他の

城郭との比較など、より能動的・総合的な調査が望まれる。　　　　　　　　　　　    　　　（西）　　　　　　　　　　　　　　

※発掘調査にあたり、下記の皆様には現地で種々のご教示を賜りました。記して御礼申し上げます

（所属は発掘調査当時、五十音順、敬称略）。

岡寺良（九州歴史資料館）、古賀正美（元久留米市文化財保護課課長）、宮武正登（佐賀大学教授）、

吉田洋一（久留米大学教授）

【注】

（１）「見つめよう郷土の文化 篠山城の雄姿再び」　久留米市役所『市政くるめ』第 388 号　昭和 49 年（『市政くるめ』〈縮刷版Ⅰ〉

 　　に再録）

（２）「振興センター建設も予算化 続々と登場します“新五ヵ年計画事業”」　久留米市役所『市政くるめ』第 555 号　昭和 56 年

　　 （『市政くるめ』〈縮刷版Ⅱ〉に再録）

（３）橋富博喜・塚本直次・樋口一成・稲永清泰「文化・体育活動の広がり」　久留米市史編さん委員会・編『久留米市史』

　　 第４巻　久留米市　平成元年

（４）「久留米芸能会館 移転工事が完成」久留米市役所『市政くるめ』第 603 号　昭和 58 年（『市政くるめ』〈縮刷版Ⅱ〉に再録）

（５）久留米市文化財保護課『久留米城跡』歴史散歩 No.12（第二版）　平成 23 年
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ϱϩ．筑後国府跡第 313 次調査

１㸬調査ࡿ⮳࡟⤒㐣

　本調査は、住宅ᘓタにక࠺発掘調査である。令和５年４月 13 日、ᅵᆅ所᭷者より久留米市ᮅጔ

町 1416̺３におࡅるࠕ埋蔵文化財ໟ蔵の᭷↓ࠖの↷会ࡀᥦฟࢀࡉた。当ヱᆅは࿘知の埋蔵文化財

ໟ蔵ᆅである筑後国府跡内にあたり、国府ᇦの中ኸ部を東西にᘏびる㐨㊰遺ᵓ、᥎ᐃᐁ㐨上の༡ഃ

に᥋ࡍる。また、東ഃ㞄᥋ᆅの第 86 次調査では࣒ࣛࢫ࢖㝡ჾ∦を含ࡴ東西⁁㹑㹂 3713 ࢀࡉฟ᳨ࡀ

ており、当ヱᆅにཬࡇࡪとࡀண᝿ࢀࡉた。ࡇのため、４月 18 日に確認調査を実施し、㹑㹂 3713 の

ᘏ長部と᥎ᐹࢀࡉる東西⁁を᳨ฟした。ᘓ≀のᘓタは、遺ᵓを保Ꮡࡍるための保護ᒙࡀ確保ࢀࡉる

計⏬であったࡀ、遺ᵓの㔜要ᛶを㚷ࡳ上面確認調査を行࠺᪨をᅇ⟅した。ࡑの後の༠㆟により、国

庫補助事業としてᑐᛂࡍるࡇととなり、４月 27 日にᅵᆅ所᭷者からࠕ発掘調査の౫㢗ࠖࡀᥦฟࡉ

る㐠びとなった。調査期間は令和５年５月ࡍ現ᆅ調査を実施、ࡅたのをཷࢀ 10 日から５月 11 日で

ある。

２㸬఩⨨࡜⎔ቃ

筑後国府跡は市内を東西に㈏ὶࡍる筑後川中ὶᇦのᕥᓊに఩⨨し、⪥納山ᆅ西➃の高Ⰻ山から໭

西にὴ生ࡍるప఩ẁୣ、㏻⛠ࠕᯞ光ྎᆅࠖ上に❧ᆅࡍる。ࡇのྎᆅの༡ഃにはỈ⦖᩿ᒙᖏࡀ東西に

ᘏびており᩿ᒙᓴをᙧ成し、ᓴ下には」数の‪ỈᆅⅬࡀぢらࢀる。一᪉໭ഃは、ྎᆅ➃部から２～

３㹫ẚ高をῶじ、筑後川ࡀ成したỏ℃原ࡀᗈࡀる。㌿じて、東ഃはᓴ下の‪Ỉに➃を発ࡍる井田川

℃らの᩿ᒙᓴ、ỏࢀࡇ、とὀいでおり࡬໭ὶし筑後川ࡀ西ഃは高Ⰻ山༡ഃに※を発した高Ⰻ川、ࡀ

原、井田川、高Ⰻ川ࡀ国府ᇦのᅄ⮳を⏬している。

筑後国府跡ࡀ఩⨨ࡍるᯞ光ྎᆅとࡑの࿘

㎶は、市内でࡶ≉に遺跡ࡀ集中ࡍるᆅᇦで

ある。代表ⓗな遺跡として、⦖文᫬代前期

のᶆ㆑遺跡である野口遺跡や石ෙ・石Წࡀ

ฟᅵした西小㊰遺跡にຍ࠼、ᘺ生᫬代の⏎

᳌቎や⚍♭ᅵᆙ᳨ࡀฟࢀࡉた国史跡Ᏻ国寺

⏎᳌቎群、⎔≧ᅵᆙิࡀ確認ࢀࡉた市ࣀ上

໭屋ᩜ遺跡、ࡉらに෇墳や᪉墳を調査した

福⪹寺古墳群、古墳᫬代ึ㢌の１㎶⣙ 25

㹫の᪉ᙧ༊⏬⁁᳨ࡀฟࢀࡉた市ࣀ上東屋ᩜ 第 11� ᅗ 調査ᆅⅬの఩⨨と࿘㎶ᆅᙧᅗ（1�5�000）
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遺跡ࡀᣲࡆらࢀる。また、ኳ武㸵年（679）の筑⣸国ᆅ㟈に㉳因ࡍると考࠼らࢀるᆅ๭ࢀ⑞跡を確

認した⚄㐨遺跡、㸶ୡ⣖代のᅇᗯ≧遺ᵓを᳨ฟしたࣀ࣎࣊木遺跡なࡀ࡝ある。

　㸵ୡ⣖後༙、ᯞ光ྎᆅ໭西➃の田代・古ᐑᆅ༊を中ᚰに大⁁やᅵሠ、河川によってᅖまࢀたྎ

ᆅにᐁ⾦ⓗな遺ᵓ群ࡀฟ現ࡍる（前㌟ᐁ⾦）。ࡑの後、筑後国ࡀ成❧した㸵ୡ⣖ᮎから㸶ୡ⣖中㡭

にかࡅて、古ᐑᆅ༊に༡໭⣙ 180 㹫の⠏ᆅሟで༊⏬ࢀࡉたᐁ⾦ࡀႠまࢀる（Ⅰ期政ᗇ）。஑ᕞにお

いてᚊ令体制ࡀᏳᐃした᫬期を㏄࠼る㸶ୡ⣖中㡭に古ᐑᆅ༊から⣙ 200 㹫東の㜿ᘺ㝀ᆅ༊に⠏ᆅሟ

で༊⏬９、ࢀࡉୡ⣖前༙には♏石ᘓ≀ࡀ⠏㐀ࢀࡉる༡໭ 75 㹫、東西 67.5 㹫の政ᗇࡀႠまࢀる（ϩ

期政ᗇ）。ϩ期政ᗇでは、西⬥Ẋや政ᗇ前のᮅ集Ẋⓗなᘓ≀群、⠏ᆅሟ、大㔞の古⎰等᳨ࡀฟࢀࡉ

ている。ࡇの᫬期、政ᗇ௜ᒓᐁ⾦群はᯞ光ྎᆅ一ᖏにᗈࡀり、各ᐁ⾦ࣈロࢡࢵ毎に計⏬᪉఩をࡶっ

て㐀Ⴀࢀࡉており、ϩ期政ᗇとὸい谷をᣳࡔࢇ༡東⣙ 200 㹫のሙ所には、国司㤋跡ࡶ確認ࢀࡉてい

る。ϩ期政ᗇは 10 ୡ⣖前༙に↝ኻしたと᥎ᐹࢀࡉ、東࡬⣙ 600 㹫のᮅጔᆅ༊に⛣㌿ࡍる（Ⅲ期政

ᗇ）。௜ᒓࡍるᐁ⾦群はⅢ期政ᗇの東にከ数確認ࢀࡉており、国司㤋と᥎ᐃࢀࡉる施タࡶᏑ在ࡍる。

らにࡉ 11 ୡ⣖ᮎには༡東⣙ 400 㹫࡬෌び⛣㌿し（ϫ期政ᗇ）、『高Ⰻ記』にぢ࠼るࠕ今ࣀⱬࠖと考

の政ᗇは、12ࡇるࢀら࠼ ୡ⣖後༙㡭までᏑ続していたよ࠺である。『筑後国᳨஺代౑実録ᖒ』には、

大治５年（1130）からோ治２年（1241）までの国府㝔や㥐㤋のⲨᗫしたᵝ子ࡀᥥかࢀ、༡໭ᮅத஘

期には᠜Ⰻぶ⋤ࡀ筑後国府に㝕を⨨いた記事ࡀある。実㉁ⓗなᶵ⬟はูとして、筑後国府の名⛠は

15 ୡ⣖までᏑ続したと᥎ ࢀࡉる。13 ୡ⣖以㝆の国府に㛵㐃ࡍる遺ᵓは発ぢࢀࡉていないࡀ、今

後の調査で᫂らかになるとᛮわࢀる。

第 120 ᅗ 調査ᆅⅬと࿘㎶の遺跡分ᕸᅗ（1�25�000）
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1．筑ᚋᅜᗓ跡
313ḟㄪᰝᆅⅬ➨�ࠉ

�2．筑ᚋᅜᗓ๓㌟ᐁ⾦

�3．筑ᚋᅜᗓϨᮇᨻᗇ

�4．筑ᚋᅜᗓϩᮇᨻᗇ
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��．筑ᚋᅜᗓᅾᅜྖᒃᒇᩜ

��．ᕷୖࣀ໭ᒇᩜ遺跡

1�．ᕷୖࣀᮾᒇᩜ遺跡

11．⚟⪹ᑎྂቡ⩌

12．西ᑠ㊰遺跡

ᮌ遺跡ࣀ࣎࣊．13

14．神㐨遺跡

1�．Ᏻᅜᑎ遺跡

⩌Ᏻᅜᑎ⏎᳌቎ࠉࠉ

1�．㔝ཱྀ遺跡
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３㸬調査ࡢグ㘓

（１）調査ࡢ⤒㐣

　本調査は、᥎ᐃᐁ㐨とࢀࡉる㐨㊰遺ᵓの

確認と、第 86 次調査で᳨ฟした東西⁁㹑㹂

3713 の西ഃᘏ長部の確認を┠ⓗとした上面

確認調査である。

調査は、令和５年５月 10 日に㔜ᶵによる

表ᅵ๤ࡂから開ጞした。表ᅵ๤ࡂ⤊஢後᪩

㏿作業員をᢞධし、遺ᵓ᳨ฟおよびヨ掘⁁

の掘๐を行った。５月 11 日には、඲体෗真

᧜ᙳを行࠺ととࡶに、遺ᵓ㓄⨨ᅗ・ᅵᒙᅗ

を作成した。ྠ日༗後には埋めᡠしを行い、

発掘ᶵᮦを᧔収して、඲ての現ᆅ作業を⤊஢した。ᅵᒙᅗ（1�10）はỈ⣒࣓ࣗࢩࢵἲで作〇し、遺

ᵓ㓄⨨ᅗはࢺータࣝࢸࢫーࣙࢩンを用い、ࡑの記録はᰴᘧ会♫ &8BI& 〇ࠕࢺࣇࢯ遺ᵓࢇࡃ FXELFࠖ

で⦅集・保⟶している。遺ᵓの記録෗真は、&DQRQ (2S 6' で᧜ᙳした。

第 121 ᅗ 調査㢼ᬒ（໭東から）

第 122 ᅗ 調査༊඲ᬒ（༡から）
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（２）ᇶ本ᒙᗎ（第 123 ᅗ）

　調査ᆅは、༡から໭ྥ࡬かって

ẚ高をῶじる⦆ഴᩳᆅ、ᶆ高 15 㹫

ᆅⅬに఩⨨ࡍる。ᇶ本ᒙᗎは、㐀

成ᅵ（40 ～ 50 ੉）下఩の⅊Ⰽᅵ（10

～ 20 ੉）およびᬯ⅊㯤Ⰽᅵ（25 ～

35 ੉）を⤒て、遺≀ໟ含ᒙに⮳る。

遺≀ໟ含ᒙは上఩から〓⅊Ⰽᅵ（10

੉）、ᬯ〓Ⰽᅵ（᭱大 30 ੉）、㯮〓

Ⰽᅵ（25 ～ 50 ੉）ࡀሁ積し、㯮〓

Ⰽᅵ下఩ࡀ遺ᵓ᳨ฟ面のᆅ山であ

り、現ᆅ表からの῝ࡉは⣙ 1.5 㹫、

ᶆ高は 13.5 㹫を る。

（３）᳨ฟ遺ᵓ

　᳨ฟした遺ᵓは、⁁１᮲と５ࢺࢵࣆᇶである。ࢺࢵࣆの平面ᙧは෇ᙧや長෇ᙧで、10 ～ 40 ੉⛬

度を るࡀ、ᘓ≀をᵓ成ࡍるᰕ✰は確認でࡁなかった。また、東西にᘏびる㐨㊰遺ᵓの༡➃部は、

᳨ฟしᚓなかった。なお、調査༊東ቨのᅵᒙほᐹでは㠀ᖖによࡃ⥾まるにࡪい㯤〓Ⰽᅵ（第 7 ᒙ）

。りはなかったࡀ面ⓗなᗈࡀた࠼考ࡶるᅵተのྍ⬟ᛶࡍ㐨㊰遺ᵓに㛵㐃、ࢀ認めらࡀ

第 12� ᅗ 調査༊東ቨ໭ഃᅵᒙᅗ（1�40）

ᶆ高15.40㹫
A A’
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1.表ᅵ（㐀成ᅵ）

2.⅊Ⰽᅵ

3.ᬯ⅊㯤ᅵ

4.〓⅊Ⰽᅵ

5.ᬯ〓Ⰽᅵ

6.㯮〓Ⰽᅵ
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第 124 ᅗ 遺ᵓ㓄⨨ᅗ（1�50）
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　⁁

　㹑㹂１（第 124 ～ 126 ᅗ）

　調査༊໭ഃで᳨ฟした東西᪉ྥにᘏびる⁁である。長ࡉは 3.4 㹫で、ᖜは東ഃࡀ 1.35 㹫、中ኸ

ࡀ 1.40 㹫、西ഃࡀ 1.17 㹫で、῝ࡀࡉ 29FP を る。ᗏ面᩿面ᙧはพࣞンࢬ≧で、ቨ面は⦆やかに

ᅵのከᐻで上下２ᒙࢡࢵロࣈ、ない。埋ᅵは㯮〓Ⰽを࿊しࢀり、⁁ᗏ面に高పᕪは認めらࡀ上ࡕ❧

分ࡅらࢀる。埋ᅵ中から遺≀はฟᅵしていない。

1

2

ᶆ㧗13���P
B B’

1�㯮〓Ⰽᅵ࠸ࡪ࡟ࠉ〓Ⰽࢡࢵࣟࣈᅵࢆᑡ㔞ྵࠋࡴ

2�㯮〓Ⰽᅵ࠸ࡪ࡟ࠉ〓Ⰽࢡࢵࣟࣈᅵࢆከ㔞ྵࠋࡴ

0 50㎝

第 12� ᅗ 㹑㹂１ᅵᒙ（東から） 第 126 ᅗ 㹑㹂１ᅵᒙᅗ（1�20）

㸲㸬⥲ᣓ

　本調査は、調査ᆅの東西ᘏ長部で᳨ฟࢀࡉている㐨㊰遺ᵓ、᥎ᐃᐁ㐨の確認と、第 86 次調査㹑

㹂 3713 の西᪉ᘏ長部の確認を┠ⓗとして調査を実施した。⤖果、㐨㊰遺ᵓは᳨ฟでࡁなかったࡀ、

東西⁁㹑㹂１を確認した。㐨㊰遺ᵓは大ᐓ府᪉面から༡下したのࡕ、井田川ྑᓊに఩⨨ࡍるࣀ࣎࣊

木遺跡༡西部で西᪉࡬㊰⥺をኚ࠼、井田川ᕥᓊの筑後国府跡中ኸ部を東西᪉ྥに伸びるࣝーࡀࢺ᚟

元ࢀࡉている。ᕥᓊの㐨㊰遺ᵓについてはᖜ 10

㹫⛬度で、⠏㐀年代は㸵ୡ⣖ᮎ～㸶ୡ⣖ึ㢌と

10 ୡ⣖中㡭の２᫬期ࡀあり、11 ୡ⣖ᮎ～ 12 ୡ

⣖ึ㢌にᗫ⤯したࡶのと考࠼らࢀている。

　今ᅇ㐨㊰遺ᵓを᳨ฟしᚓなかったのは、㊰⥺

ࢀ伸びているためとᛮわ࡬やや໭よりに西᪉ࡀ

る。㐨㊰遺ᵓの༡➃は本調査༊よりࡶ໭ഃ、現

市㐨༡ഃ௜㏆を㏻るࡶのと᥎ᐹ86、ࢀࡉ 次調査

の成果を㏣認ࡍるᙧとなった。㹑㹂１は、遺ᵓ

のつᶍ・ᙧ≧にⱝᖸの┦㐪はあるࡶのの、᳨ฟ

఩⨨から㹑㹂 3713 のᘏ長部と考࠼らࢀ、ඛの調

査で11ୡ⣖後༙の年代ࡀ୚࠼らࢀている。（廣木）

304次

313次

190次

133次
112次

148次
55次

51次

86次

᥎ᐃᐁ㐨

㐨㊰遺ᵓ

第 12� ᅗ 第 313 次調査と࿘㎶の主要遺ᵓᶍᘧᅗ（1�1�500）



ϱⅢ．西郷遺跡（第２次調査）

－ 92 －

ϱ　　　　　　　Ⅲ．西郷遺跡第２次調査

１㸬調査ࡿ⮳࡟⤒㐣

　本調査は、住宅ᘓタにక࠺発掘調査である。令和５年４月 18 日、ᅵᆅ所᭷者より久留米市田主

丸町中ᑿ 840̺3 ௚におࡅるࠕ埋蔵文化財ໟ蔵の᭷↓ࠖの↷会ࡀᥦฟࢀࡉた。当ヱᆅは࿘知の遺跡

である西郷遺跡内に所在ࡍるࡇとから、４月 27 日に確認調査を実施した。⤖果、開発ணᐃ⠊ᅖで

は表ᅵをṤ࡝確認でࡎࡁᆅ山ࡀ㟢ฟした≧ែであったࡀ、๐平をࡅ࠺た⏎᳌቎１ᇶを確認したため、

発掘調査ࡀᚲ要である᪨をᅇ⟅した。ࡑの後の༠㆟により、国庫補助事業としてᑐᛂࡍるࡇととな

り、５月㸶日にᅵᆅ所᭷者からࠕ発掘調査の౫㢗ࠖࡀᥦฟࢀࡉたのをཷࡅ、現ᆅ調査を実施ࡍる㐠

びとなった。調査期間は、令和５年５月 16 日から５月 17 日である。

２㸬఩⨨࡜⎔ቃ

　西郷遺跡は、田主丸町の西➃に఩⨨ࡍる西郷ᆅ༊を中ᚰにᗈࡀる遺跡である。国㐨 210 号の༡ഃ

を西ὶࡍるᕧໃ川は、本遺跡の໭ഃで国㐨と஺ᕪしၿᑟ寺町௜㏆で筑後川にὶࢀ㎸ࡴ。遺跡࿘㎶部

は、⪥納山㯄からのὶධᅵとᕧໃ川の河ᓊẁୣ生成の┦஌ຠ果でᚤ高ᆅとなっており、調査ᆅはࡑ

の東ഃ、ᶆ高 14.4 㹫ᆅⅬに఩⨨ࡍる。

平成９年度から３か年をかࡅて実施した遺跡等ヲ⣽分ᕸ調査の⤖果、当ᆅ༊࿘㎶は遺跡の分ᕸࡀ

ᕼⷧであるࡀ、ᕧໃ川をᣳࡔࢇ໭東ഃにᘺ生᫬代の以真恵筑㝧遺跡や、ᘺ生・古墳᫬代の၈島西遺

跡ࡀ所在ࡍるࡇとࡀ᫂らかとなっている。また、

本調査ᆅ௜㏆にはᘺ生᫬代中期を中ᚰとして、

⃰ᐦな遺≀のᩓᕸࡀ認めらࢀた。

に、調査ᆅⅬの໭西࠺るよࡅを⿬௜ࢀࡇ　 300

㹫で実施した西郷ኳ⚄ච遺跡の調査では、ᘺ生

᫬代の❿✰ᘓ≀１㌺、中期の⏎᳌቎２ᇶの࡯

か、古墳᫬代の❿✰ᘓ≀２㌺ࡀ確認ࢀࡉた。一

᪉、༡東 250 㹫ᆅⅬで実施した第１次調査では、

古墳᫬代ึ㢌の⁁、中ୡの⁁、井ᡞ、ᅵᆙ᳨ࡀ

ฟࢀࡉた。また、㯮᭙石〇の小ᙧࣇ࢖ࢼᆺ石ჾ、

ὶ⣠ᒾ〇のゅ㗹≧石ჾなࡶ࡝ฟᅵしている。西

郷ᆅ༊には㏆ୡの遺≀ࡶᩓᕸしているࡇとから、

現代まで㐃⥥と集ⴠࡀႠまࢀてࡁたよ࠺である。 第 12� ᅗ 調査ᆅⅬの఩⨨と࿘㎶ᆅᙧᅗ（1�5�000）
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３㸬調査ࡢグ㘓

（１）調査ࡢ⤒㐣

　本調査は、確認調査の㝿に発ぢした⏎᳌቎の記録保Ꮡを┠ⓗとした調査である。調査は、令和

５年５月 16 日に開ጞした。᪩㏿作業員をᢞධし、ࣞࢺンࢳのタᐃ後、確認調査᫬に⏎᳌቎のᛂᛴ

ᥐ⨨として施していたそᅵの㝖ཤを行った。ࡑの後遺ᵓ᳨ฟを実施し、᳌内のሁ積ᅵや᧠஘等を

掘り下ࡆ、඲体の෗真᧜ᙳを行った。⩣５月 17 日には、実 作業と቎ቼ᏶掘≧ἣの෗真᧜ᙳを行

い、ࣞࢺンࢳの埋めᡠしと発掘ᶵᮦ

を᧔収して、඲ての現ᆅ作業を⤊஢

した。遺ᵓ実 ᅗ（1�10）はỈ⣒࣓

ࢺἲで作〇し、遺ᵓ㓄⨨ᅗはࣗࢩࢵ

ータࣝࢸࢫーࣙࢩンを用い、ࡑの記

録はᰴᘧ会♫ &8BI& 〇ࠕࢺࣇࢯ遺ᵓ

ࢇࡃ FXELFࠖで⦅集・保⟶している。

遺ᵓの記録෗真は、&DQRQ (2S 6' で

᧜ᙳした。

（２）᳨ฟ遺ᵓ

　調査ᆅは、ᶆ高 14.4 㹫を るᚤ高

ᆅ上の໭東➃に❧ᆅࡍる。調査ᆅの

西ഃ 200 㹫ᆅⅬࡀᚤ高ᆅの㡬部にあ

たり、ᶆ高は 15.5 㹫である。㡬部か

ら調査ᆅにྥかって⦆ഴᩳを成し、

調査ᑐ㇟ᆅをቃに大ࡃࡁ๐平をཷࡅ
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1 1．西郷遺跡
2．西郷天神免遺跡
3．以真恵筑陽遺跡
4．唐島西遺跡

第 12� ᅗ 調査ᆅⅬと࿘㎶の遺跡分ᕸᅗ（1�25�000） 第 1�0 ᅗ 調査༊඲ᬒ（西から）
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第 1�1 ᅗ 遺ᵓ㓄⨨ᅗ（1�50）
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ている。一᪉、東ഃ 70 㹫にはᕧໃ川ࡀὶࢀ、調査ᆅ௜㏆からᛴ⃭にẚ高をῶじる。

　遺ᵓ᳨ฟ面はῐ㯤Ⰽᅵを࿊ࡍるᆅ山で、๐平のᙳ㡪により表ᅵはṤ࡝ṧっていない。ᆅ元の古⪁

のヰによࡤࢀ、᫛和中期には᪤に๐平をཷࡅていたよ࠺であり、調査ᆅ௜㏆で㟢ฟしていた大ᆺの

⏎を」数ぢかࡅたとい࠺。᳨ฟした遺ᵓは、⏎᳌቎１ᇶ、ᅵᆙ１ᇶである。

　⏎᳌቎

　㹑㹒１（第 132 ～ 134 ᅗ）

　๐平のᙳ㡪により遺Ꮡ≧ែࡀᝏࡃ、⏎᳌の下部ࡀか࠺ࢁじてṧᏑしていた。᳨ฟでࡁた቎ቼの平

面ᙧは༡໭に長いಽ༸ᙧを࿊し、つᶍは᭱大で長㍈長 1.53 㹫、▷㍈長 0.73 㹫、῝ࡉ 18FP を る。

ቨ面は⦆やかにഴᩳし、ᗏ部はࡰ࡯Ỉ平であるࡀ、中ኸࡀഹかに❑ࡴ。⏎᳌はいࡶࢀࡎ大ᙧで、༡

ഃで᳨ฟした⏎᳌ࡀഹかに上఩に఩⨨していたため上⏎とุ᩿した。┠ᙇりの⢓ᅵは確認でࡁなか

ったࡀ、ྜ口ᙧᘧは᥋口ᘧとᛮわࢀる。埋⨨ゅはࡰ࡯Ỉ平、主㍈᪉఩は㹌̺ 6.5r̺ 㹃と᥎ᐹࢀࡉる。

0 1m

ᶆ高14.60P

ᶆ高14.60P
A A’

SK2

ST1

第 1�2 ᅗ ⏎᳌᳨ฟ≧ἣ（༡から） 第 1�� ᅗ ⏎᳌᳨ฟ≧ἣ（໭東から）

第 1�4 ᅗ 㹑㹒１実 ᅗ・㹑㹉２᩿面ᅗ（1�20）
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ᅵᆙ

㹑㹉２（第 131・133 ᅗ）

㹑㹒１の西ഃで᳨ฟした。平面ᙧは୙᫂であるࡀ、つᶍは東西長0.8㹫以上、༡໭長1.00㹫以上で、

ࡉ῝ 20FP を る。ᗏ面はพࣞンࢬ≧を࿊し、ቨ面は⦆やかに❧ࡕ上ࡀる。埋ᅵは㯮Ⰽを࿊ࡍる◁

㉁ᅵで、埋ᅵ内からはᘺ生ᅵჾの⏎∦㸵Ⅼ、ና∦１Ⅼࡀฟᅵした。

（３）ฟᅵ遺≀（第 135・136 ᅗ、第９表）

　ฟᅵ遺≀はࣃンࢥンࢼࢸー１⟽分で、ᘺ生ᅵჾの࡯か、᧠஘から㏆ୡ☢ჾのᆺᡴࡕの─ࡀฟᅵし

ている。

１は㹑㹒１の上⏎で、⬗部下఩からᗏ部をḞࡃ。口⦕上部はእにపࡃഴᩳし、内ഃに大ࡃࡁᙇり

ฟࡍ。口⦕下部はややࡰࡍまり、⬗部に三ゅ✺ᖏ１ࡀ᮲௜ࢀࡉる。ჾቨは⬗部中఩で㸵PP とⷧࡃ、

✺ᖏ上఩にእ面からᏍ２ࡀか所✸たࢀている。調整は内面ࡀᦶ⪖しているࡀ、口⦕部および✺ᖏ௜

㏆にࣚࢹࢼࢥ、እ面にๅẟ┠後ࢹࢼᾘしを施２。ࡍは㹑㹒１の下⏎で、⬗部下఩からᗏ部をḞࡃ。

口⦕部は上部ࡰ࡯ࡀ平ᆠで、下部ࡰࡍࡀまる。また、内ഃ࡬大ࡃࡁᙇりฟࡍ一᪉、እഃ࡬の発㐩は

ᮍ⇍である。⬗部には上⏎よりࡶ⣽かࣕࢩࡃーࣉな三ゅ✺ᖏを１᮲௜し、ჾቨは㸶～９PP とⷧい。

調整は内እ面とࡶにๅẟ┠後にࢹࢼᾘし、口⦕部および✺ᖏ௜㏆にࣚࡀࢹࢼࢥṧる。３は㹑㹉２か

らฟᅵしたᘺ生ᅵჾ⏎の口⦕部で、ዴពᙧを࿊ࡍる。ჾ面はᦶ⪖ࡶしࡃは๤ⴠࡀⴭしいࡀ、内面に

ており、㢁部とのࢀࡉ㓄ࡀ⥺ṧる。㸲は㹑㹉２ฟᅵのᘺ生ᅵჾናの⫪部∦で、እ面にỿࡀࢹࢼࢥࣚ

ቃにあたるࡶのと᥎ᐹࢀࡉる。ỿ⥺は２᮲を確認でࡁ、調整は内እ面とࡶにࡀࢹࢼ施ࢀࡉる。
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第 1�� ᅗ ฟᅵ遺≀実 ᅗ（1�8：1・2、1�4：3・4）
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㸲㸬⥲ᣓ

　本調査では、ᘺ生᫬代中期前༙の⏎᳌቎１ᇶと、前期のᅵᆙ１ᇶを᳨ฟした。本調査ᆅࡀ❧ᆅࡍ

るᚤ高ᆅ上の໭西➃部で実施した西郷ኳ⚄ච遺跡の調査においてࡶ、ᘺ生᫬代前期のᅵᆙおよび中

期前༙の⏎᳌቎᳨ࡀฟࢀࡉている。また、古墳᫬代の❿✰ᘓ≀にඛฟࡍるࢻࢵ࣋≧遺ᵓを᭷ࡍる長

᪉ᙧࣛࣉンの❿✰ᘓ≀ࡀ確認ࢀࡉ、後期の所⏘と᥎ᐹࢀࡉる。西郷遺跡ࡀ❧ᆅࡍるࡇのᚤ高ᆅ上に

おいては、ᘺ生᫬代を㏻じて人ࠎのάື⑞跡ࡀぢらࢀる。前期および後期の≧ἣについてはゝཬし

㞴いࡀ、中期については቎ᇦࡀᚤ高ᆅの࿘⦕部に、集ⴠᇦࡀᚤ高ᆅの中ኸ部にႠまࢀているྍ⬟ᛶ

。たいࡕ今後の調査の進ᒎをᚅ、ࡀのᇦをでない ᠈ࡃᑡなࡀまでの調査事౛ࢀࡇ。あるࡀ

（廣木）

第㸷⾲　西郷遺跡第 2次調査出土遺物観察表

第 1�6 ᅗ ฟᅵ遺≀෗真

遺≀
θ

ฟᅵ
遺ᵓ

種ู ჾ種
ἲ㔞 �FP� Ⰽ調 調整

⫾ᅵ 備考
Ⓩ録
番号

口ᚄ ᗏᚄ ჾ高
እ面 内面 እ面 内面

長 ᖜ ཌ
1

第 135 ・
136 図

ST1
弥生
土器

甕棺 69.0 ‐ （54.6） 橙 ・ 黒
にぶい橙
・褐灰

ヨコナデ
刷毛目後ナデ消し

ヨコナデ
摩耗

細砂粒
（長石、 石英、 雲母）

胴部最大径 ： （67.8）
胴部中位穿孔 2か所

202305
000001

2
第 135 ・
136 図

ST1
弥生
土器

甕棺 65.6 ‐ （62.1） 橙 ・ 褐灰 ・黒
橙 ・浅黄橙 ・

褐灰
ヨコナデ

刷毛目後ナデ消し
ヨコナデ

刷毛目後ナデ消し
細砂粒

（長石、 石英、 雲母）
胴部最大径 ： （67.4）

202305
000002

3
第 135 ・
136 図

SK2
弥生
土器

甕 ‐ ‐ （3.2）
にぶい橙
・浅黄橙

灰黄褐 ・にぶ
い黄橙 ・橙

摩耗
剥落

ヨコナデ
砂粒

（長石、 石英）
202305
000003

4
第 135 ・
136 図

SK2
弥生
土器

壷 ‐ ‐ （4.3）
にぶい黄橙 ・

褐灰
浅黄橙 ・灰 ナデ ナデ

砂粒
（長石、 石英）

外面沈線 2条
202305
000004



ϱϫ．筑後国府跡（第 314 次調査、概要報告）

１㸬調査ࡿ⮳࡟⤒㐣

　令和５年３月㸵日に住宅ᘓタにおࡅるࠕ埋蔵文化財

ໟ蔵の᭷↓について（↷会）ࠖ た。当ヱᆅはࢀࡉᥦฟࡀ

史跡ᣦᐃᆅの㞄᥋ᆅにあたり、ୟつ㐣ཤの調査により

ᘺ生᫬代の遺ᵓࡀᒎ開ࡍるࡇとࡀ確実であった。ࡇの

ため、５月 31 日に確認調査ࡀᚲ要である᪨をᅇ⟅し、

６月 13 日から㸵月 19 日まで発掘調査を実施した。

２㸬఩⨨࡜⎔ቃ

　筑後国府跡は筑後川の中ὶᇦᕥᓊに఩⨨し、高Ⰻ山

から໭西にὴ生したᶆ高⣙11～15㹫のẁୣ上、㏻⛠ࠕᯞ

光ྎᆅࠖ上に❧ᆅࡍる。調査ᆅは筑後国成❧にとࡶな

いタ⨨ࢀࡉた筑後国府Ⅰ期（古ᐑ）政ᗇの໭ഃ㞄᥋ᆅ

にあたるととࡶに、࿘㎶の調査ではᣐⅬ集ⴠとࡳらࢀ

るᘺ生᫬代後期の集ⴠ跡ࡶ確認ࢀࡉている。

３㸬調査ࡢᴫせ

　調査の⤖果、ᘺ生᫬代の掘❧ᰕᘓ≀、❿✰ᘓ≀、ᅵ

ᆙおよび古代の⁁を᳨ฟした。いࡶࢀࡎฟᅵ遺≀はᑡ

㔞であったࡀ、ᘺ生᫬代の遺ᵓは⤊ᮎ期を主体とし、

古代の⁁は 8 ୡ⣖代と考࠼らࢀる。ᘺ生᫬代の遺ᵓは

᪤ の調査とẚしてᐦ度ࡀᕼⷧであるࡑ、ࡀのᗈࡀり

を確認でࡁた。古代の⁁は東西᪉ྥにᘏびるࡶので、

ᖜ 20 ੉、長ࡉ 25 㹫（第 278 次調査分を含ࡴ）を る。

᫬ྠࡶの⁁はⅠ期政ᗇ໭面⠏ᆅと୪㉮し、所ᒓ᫬期ࡇ

期のྍ⬟ᛶࡀありὀ┠ࢀࡉる。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（廣木）

第 1�� ᅗ 東༊඲ᬒ（໭から）

第 1�� ᅗ 西༊඲ᬒ（༡から）

第 1�� ᅗ 調査ᆅⅬの఩⨨ᅗ（1�25�000）

ϱϫ．筑後国府跡第 314 次調査

－ 97 －
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ϱϬ．東櫛原今寺遺跡（第 10 次調査、概要報告）

１㸬調査ࡿ⮳࡟⤒㐣

　令和５年５月 29 日に住宅ᘓタにおࡅるࠕ埋蔵文化財

ໟ蔵の᭷↓について（↷会）ࠖ た。ヨ掘調ࢀࡉᥦฟࡀ

査の⤖果、⏎᳌቎ࡀ 1 ᇶ確認ࢀࡉた。ᑐ㇟⠊ᅖࡃ⊂ࡀ、

඲面調査は㞴しかったࡀ、遺跡の⠊ᅖやᛶ᱁を確認ࡍ

るため、確認調査ࡀᚲ要な᪨を６月 23 日にᅇ⟅した。

㸵月 18 日から㸶月 18 日にかࡅて発掘調査を実施した。

２㸬఩⨨࡜⎔ቃ

　東櫛原今寺遺跡は筑後川中ὶᇦᕥᓊのపྎᆅ上に❧

ᆅし、ᶆ高は⣙ 12 㹫を る。ࢀࡇまでの調査で、調査

ᆅの໭ഃを中ᚰに、❿✰ᘓ≀や⏎᳌቎等、ᘺ生᫬代の

遺ᵓの௚、古墳᫬代・中ୡ・㏆ୡの遺ᵓ・遺≀ࡀ確認

。ているࢀࡉ

３㸬調査ࡢᴫせ

　ᑐ㇟ᆅの大༙は᧠஘により遺ᵓࡀ確認でࡁなかった

ため、遺ᵓࡀ確認でࡁる⠊ᅖを掘๐した。ᘺ生᫬代中

期の⏎᳌቎３ᇶと᫬期୙᫂の石⵹ᅵቼ቎１ᇶ、ᘺ生᫬

代前期ᮎ～中期ึ㢌のᅵᆙ３ᇶを確認した。調査༊༡

部で᳨ฟした石⵹ᅵቼ቎やᅵᆙのṧᏑ≧ἣはẚ㍑ⓗⰋ

ዲであったࡀ、調査༊の໭部に集中していた⏎᳌቎は、

上༙を大ࡃࡁኻっており、໭ഃࡀⴭしࡃ๐平ࢀࡉてい

るࡇとࡀわかった。⏎᳌቎はᘺ生᫬代中期ึ㢌のᅵᆙ

群を埋めᡠした後に作らࢀており、調査ᆅは集ⴠᇦか

ら቎ᇦ࡬とኚ化したࡇとࡀ᥎ ࢀࡉる。ࢀࡇまで当遺

跡で確認ࢀࡉていた集ⴠᇦ・቎ᇦの༡࡬のᗈࡀりを確

認ࡍるࡇとࡀでࡁた。　　  　　　　　　　（小川原）

第 141 ᅗ 調査༊඲ᬒ（໭西上✵から）

第 142 ᅗ 遺ᵓ掘๐≧ἣ（໭上✵から）

第 140 ᅗ 調査ᆅⅬの఩⨨ᅗ（1�25�000）
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ϱϭ．筑後国分寺跡（第 46 次調査、概要報告）

１㸬調査ࡿ⮳࡟⤒㐣

　令和５年 11 月 22 日にᅵᆅ所᭷者から住宅ᘓタにక

ࠖ埋蔵文化財ໟ蔵の᭷↓について（↷会）ࠕ࠺ ࡉᥦฟࡀ

る。ᑓ用住宅ࡍ⨨た。ᑐ㇟ᆅは筑後国分寺跡内に఩ࢀ

ᘓタにあたり保護ᒙの確保はྍ⬟であったࡀ、筑後国

分寺跡に所在し、㔜要な遺ᵓ᳨ࡀฟࢀࡉるྍ⬟ᛶࡀあ

るとして、ᅵᆅ所᭷者と༠㆟を行った⤖果、確認調査

を行࠺㐠びとなった。現ᆅでの調査は、令和５年 11 月

29 日に実施した。

２㸬఩⨨࡜⎔ቃ

　本調査ᆅは⪥納山ᆅの西➃に఩⨨ࡍる飛岳からὴ生

したྎᆅ上に❧ᆅࡍる。筑後国分寺跡のൔ寺にあたり、

現在は日吉⚄♫に㞄᥋ࡍる。໭᪉⣙ 100 㹫には国分ᑽ

寺跡、໭᪉⣙２੊には筑後国府跡ࡀ所在ࡍる。本調査

ᆅの西ഃからは国分寺のሪ跡ࡀ確認ࢀࡉており、日吉

⚄♫ቃ内では今でࡶ国分寺にక࠺古⎰ࡀᩓぢࢀࡉる。

３㸬調査ࡢᴫせ

本調査は確認調査のため、ࣞࢺンࢳ調査に留めた。

ໟ含ᒙから⎰ࢽࣅࡀーࣝ⿄１⿄分ฟᅵした。本調査ᆅ

より西に㔠ᇽࡀ఩⨨ࡍると᥎ᐃࢀࡉており、㛵㐃遺ᵓ

の᳨ฟࡀ᝿ᐃࢀࡉた。ࣞࢺンࢳ඲体に大ᆺのᅵᆙ᳨ࡀ

ฟࢀࡉたため、ࣞࢺࣈࢧンࢳをධࢀたとࢁࡇ、埋ᅵか

ら遺≀はฟᅵしなかった。࿘㎶の第 16・41・42・44 次

調査等で確認ࢀࡉた大ᆺᅵᆙとྠᵝなᛶ᱁であると考

る。　（河野）ࢀࡉ᥎ᐃࡀとࡇᅵ取りのᅵᆙである、ࢀら࠼

第 144 ᅗ 遺ᵓ᳨ฟ≧ἣ（༡から）

第 14� ᅗ 調査ᆅⅬの఩⨨ᅗ（1�25�000）

第 14� ᅗ 掘๐≧ἣ（西から）ࢳンࣞࢺࣈࢧ



ሗ ࿌ ᭩ ᢒ 㘓

࡞ࡀࡾࡩ ࢇࡄࡁるめしないいせࡃ 　࡝ࢇࡡいわ５ࢀ 　

᭩　　　ྡ 　令和５年度　久留米市内遺跡群

ྡࢬ࣮ࣜࢩ 　久留米市文化財調査報告書

ྕ␒ࢬ࣮ࣜࢩ 　第 450 集

⦅ⴭ⪅ྡ 　小川原励（⦅）・小澤太郎・廣木誠・西拓巳・長谷川桃子・河野美帆

⦅㞟ᶵ㛵 　久留米市　市民文化部　文化財保護課

ᡤ　ᅾ　ᆅ
　ࠛ 830-8520 福ᒸ┴久留米市城༡町 15 番ᆅ３ σ 0942-30-9225 )A; 0942-30-9714
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  Email：bunkazai@city.kurume.lg.jp

Ⓨ⾜年月᪥ 　令和６（2024）年３月 31 日

࡞ࡀࡾࡩ ࡞ࡀࡾࡩ ࢻ࣮ࢥ
໭⦋ ᮾ⤒ Ⓨ᥀ᮇ㛫 Ⓨ᥀㠃✚ Ⓨ᥀ཎᅉ

ᡤ཰遺跡ྡ ᡤ　ᅾ　ᆅ 市⏫ᮧ 遺跡␒ྕ

40203 30743
33r
27͛
41͜

130r
46͛
85͜

20220705　　　　
Ҧ

20220729
95 ㎡ 個人住宅ᘓタ高

たかࡃらいせࡁ

倉遺跡

第
ࡉ࠺ࡻࡕい　　じࡔ

２次調査

久
ࡃ る め し

留米市大
ࡕじまࢇࡐいࡔ

ၿ寺町

ኪ
よ あ ࡅ

᫂ 1117-7

ᡤ཰遺跡ྡ ✀ู ᫬௦ ୺࡞遺ᵓ ୺࡞遺≀ ≉�グ�஦�㡯

高倉遺跡
第２次調査

集ⴠ 古代

井ᡞ
ᅵᆙ
ᅵቼ቎
ࢺࢵࣆ

３ᇶ
３ᇶ
１ᇶ
ከ数

ᅵᖌჾ、㡲恵ჾ
石〇ရ、㍺ධ㝡☢ჾ

　古代ᮎの井ᡞ３ᇶを᳨ฟし
た。

せ　　⣙

　調査ᆅは高倉遺跡第 1次調査ᆅの東㞄に఩⨨ࡍる。10 ୡ⣖から 12 ୡ⣖の遺ᵓを᳨ฟした。調査༊の東部では」数
の井ᡞࡀ⊃い⠊ᅖに集中している。第 1次調査では⏎᳌቎᳨ࡀฟࢀࡉたࡀ、今ᅇの調査ではᘺ生᫬代の遺ᵓは確認
でࡁなかった。また、第 1次調査で᳨ฟࢀࡉたᅵቼ቎からは᏶ᙧの㍺ධ㝡☢ჾࡀฟᅵしたࡀ、第２次調査で᳨ฟࡉ
。ฟᅵしたࡀ─たᅵቼ቎からはᅵᖌჾの小ࢀ

ᅵᮌᕤ஦ࡢᒆฟ᪥ 令和４年６月 14 日 遺≀ࡢⓎぢ㏻▱᪥
令和４年㸶月４日

（４文財第 1319 号）

࡞ࡀࡾࡩ ࡞ࡀࡾࡩ ࢻ࣮ࢥ
໭⦋ ᮾ⤒ Ⓨ᥀ᮇ㛫 Ⓨ᥀㠃✚ Ⓨ᥀ཎᅉ

ᡤ཰遺跡ྡ ᡤ　ᅾ　ᆅ 市⏫ᮧ 遺跡␒ྕ

40203 31131
33r
17͛
71͜

130r
29͛
41͜

20220908
Ҧ　　　　

20220922
59 ㎡ 個人住宅ᘓタ庄

し࠺ࡻやのいせࡁ

屋野遺跡

第
ࡉ࠺ࡻࡕい　　じࡔ

10 次調査

久
ࡃ る め し

留米市Ᏻ
やࡍたࡅまࡕ

武町

Ᏻ
やࡍたࢇ࡯ࡅ

武本Ꮠ
あࡊ

庄
し࠺ࡻやの

屋野஬
ࡈ

2961-1 の一
い ࡕ ࡪ

部、

2963-1 の一
い ࡕ ࡪ

部

ᡤ཰遺跡ྡ ✀ู ᫬௦ ୺࡞遺ᵓ ୺࡞遺≀ ≉�グ�஦�㡯

庄屋野遺跡
第 10 次調査

集ⴠ 古代
ᰙิ
ࢺࢵࣆ

１᮲
ከ数

ᅵᖌჾ、㡲恵ჾ 　古代の集ⴠ跡を確認した。

せ　　⣙

　庄屋野遺跡は、ᶆ高 10 㹫のప఩ẁୣ上に఩⨨ࡍる。今ᅇの調査では、ᰙิ１᮲とከ数のࢺࢵࣆを確認した。᳨ฟ
したᰙิは第㸶次調査で確認したᰙิや掘❧ᰕᘓ≀群と᪉఩をྠじࡍࡃる。

ᅵᮌᕤ஦ࡢᒆฟ᪥ 令和４年６月 28 日 遺≀ࡢⓎぢ㏻▱᪥
令和４年９月 26 日
（４文財第 1788 号）



࡞ࡀࡾࡩ ࡞ࡀࡾࡩ ࢻ࣮ࢥ
໭⦋ ᮾ⤒ Ⓨ᥀ᮇ㛫 Ⓨ᥀㠃✚ Ⓨ᥀ཎᅉ

ᡤ཰遺跡ྡ ᡤ　ᅾ　ᆅ 市⏫ᮧ 遺跡␒ྕ

40203 31131
33r
17͛
53͜

130r
29͛
41͜

20220908
Ҧ　　　　

20220922
95 ㎡ 個人住宅ᘓタ庄

し࠺ࡻやのいせࡁ

屋野遺跡

第
いࡔ

11 次
じࡉ࠺ࡻࡕ

調査

久
ࡃ る め し

留米市Ᏻ
やࡍたࡅまࡕ

武町

Ᏻ
やࡍたࢇ࡯ࡅ

武本Ꮠ
あࡊ

庄
し࠺ࡻやの

屋野஬
ࡈ

2961-1 の一
い ࡕ ࡪ

部、

2963-1 の一
い ࡕ ࡪ

部

ᡤ཰遺跡ྡ ✀ู ᫬௦ ୺࡞遺ᵓ ୺࡞遺≀ ≉�グ�஦�㡯

庄屋野遺跡
第 11 次調査

集ⴠ 古代
掘❧ᰕᘓ≀
ࢺࢵࣆ

１Ჷ
ከ数

ᅵᖌჾ、㡲恵ჾ 　古代の集ⴠ跡を確認した。

せ　　⣙

　庄屋野遺跡は、ᶆ高 10 㹫のప఩ẁୣ上に఩⨨ࡍる。今ᅇの調査では、掘❧ᰕᘓ≀とࢺࢵࣆを確認した。᳨ฟした
掘❧ᰕᘓ≀は第㸶次調査で確認したᰙิや掘❧ᰕᘓ≀群と᪉఩をྠじࡍࡃる。

ᅵᮌᕤ஦ࡢᒆฟ᪥ 令和４年６月 28 日 遺≀ࡢⓎぢ㏻▱᪥
令和４年９月 26 日
（４文財第 1791 号）

࡞ࡀࡾࡩ ࡞ࡀࡾࡩ ࢻ࣮ࢥ
໭⦋ ᮾ⤒ Ⓨ᥀ᮇ㛫 Ⓨ᥀㠃✚ Ⓨ᥀ཎᅉ

ᡤ཰遺跡ྡ ᡤ　ᅾ　ᆅ 市⏫ᮧ 遺跡␒ྕ

40203 31131
33r
17͛
53͜

130r
29͛
41͜

20220908
Ҧ　　　　

20220922
89 ㎡ 個人住宅ᘓタ庄

し࠺ࡻやのいせࡁ

屋野遺跡

第
いࡔ

12 次
じࡉ࠺ࡻࡕ

調査

久
ࡃ る め し

留米市Ᏻ
やࡍたࡅまࡕ

武町

Ᏻ
やࡍたࢇ࡯ࡅ

武本Ꮠ
あࡊ

庄
し࠺ࡻやの

屋野஬
ࡈ

2961-1 の一
い ࡕ ࡪ

部

ᡤ཰遺跡ྡ ✀ู ᫬௦ ୺࡞遺ᵓ ୺࡞遺≀ ≉�グ�஦�㡯

庄屋野遺跡
第 12 次調査

集ⴠ 古代
掘❧ᰕᘓ≀
ࢺࢵࣆ

１Ჷ
ከ数

ᅵᖌჾ、㡲恵ჾ 　古代の集ⴠ跡を確認した。

せ　　⣙

　庄屋野遺跡は、ᶆ高 10 㹫のప఩ẁୣ上に఩⨨ࡍる。今ᅇの調査では、掘❧ᰕᘓ≀１Ჷとࢺࢵࣆを確認した。᳨ฟ
した掘❧ᰕᘓ≀は第㸶次調査で確認したᰙิや掘❧ᰕᘓ≀群と᪉఩をྠじࡍࡃる。

ᅵᮌᕤ஦ࡢᒆฟ᪥ 令和４年９月９日 遺≀ࡢⓎぢ㏻▱᪥
令和４年 12 月１日
（４文財第 2421 号）

࡞ࡀࡾࡩ ࡞ࡀࡾࡩ ࢻ࣮ࢥ
໭⦋ ᮾ⤒ Ⓨ᥀ᮇ㛫 Ⓨ᥀㠃✚ Ⓨ᥀ཎᅉ

ᡤ཰遺跡ྡ ᡤ　ᅾ　ᆅ 市⏫ᮧ 遺跡␒ྕ

40203 31131
33r
17͛
53͜

130r
29͛
41͜

20221108
Ҧ　　　　

20221128
89 ㎡ 個人住宅ᘓタ庄

し࠺ࡻやのいせࡁ

屋野遺跡

第
いࡔ

13 次
じࡉ࠺ࡻࡕ

調査

久
ࡃ る め し

留米市Ᏻ
やࡍたࡅまࡕ

武町

Ᏻ
やࡍたࢇ࡯ࡅ

武本Ꮠ
あࡊ

庄
し࠺ࡻやの

屋野஬
ࡈ

2961-1 の一
い ࡕ ࡪ

部

ᡤ཰遺跡ྡ ✀ู ᫬௦ ୺࡞遺ᵓ ୺࡞遺≀ ≉�グ�஦�㡯

庄屋野遺跡
第 13 次調査

集ⴠ 古代
⁁
ᅵᆙ
ࢺࢵࣆ

１᮲
３ᇶ
ከ数

ᅵᖌჾ、㡲恵ჾ 　古代の集ⴠ跡を確認した。

せ　　⣙

　庄屋野遺跡は、ᶆ高 10 㹫のప఩ẁୣ上に఩⨨ࡍる。今ᅇの調査では、㸶ୡ⣖中㡭から後༙のᅵᆙを᳨ฟし、古代
の集ⴠのᗈࡀりを確認ࡍるࡇとࡀでࡁた。

ᅵᮌᕤ஦ࡢᒆฟ᪥ 令和４年 11 月４日 遺≀ࡢⓎぢ㏻▱᪥
令和４年 12 月１日
（４文財第 2424 号）



࡞ࡀࡾࡩ ࡞ࡀࡾࡩ ࢻ࣮ࢥ
໭⦋ ᮾ⤒ Ⓨ᥀ᮇ㛫 Ⓨ᥀㠃✚ Ⓨ᥀ཎᅉ

ᡤ཰遺跡ྡ ᡤ　ᅾ　ᆅ 市⏫ᮧ 遺跡␒ྕ

40203 31131
33r
17͛
53͜

130r
29͛
40͜

20221108
Ҧ　　　　

20221128
９ ㎡ 個人住宅ᘓタ庄

し࠺ࡻやのいせࡁ

屋野遺跡

第
いࡔ

14 次
じࡉ࠺ࡻࡕ

調査

久
ࡃ る め し

留米市Ᏻ
やࡍたࡅまࡕ

武町

Ᏻ
やࡍたࢇ࡯ࡅ

武本Ꮠ
あࡊ

庄
し࠺ࡻやの

屋野஬
ࡈ

2961-1 ௚
か࡯

 11 ➹
つࡦ

の一
い ࡕ ࡪ

部

ᡤ཰遺跡ྡ ✀ู ᫬௦ ୺࡞遺ᵓ ୺࡞遺≀ ≉�グ�஦�㡯

庄屋野遺跡
第 14 次調査

集ⴠ 古代 ࢺࢵࣆ ከ数 ᅵᖌჾ、㡲恵ჾ 　古代の集ⴠ跡を確認した。

せ　　⣙

　庄屋野遺跡は、ᶆ高 10 㹫のప఩ẁୣ上に఩⨨ࡍる。今ᅇの調査ではࢺࢵࣆを᳨ฟし、古代の集ⴠのᗈࡀりを確認
。たࡁでࡀとࡇるࡍ

ᅵᮌᕤ஦ࡢᒆฟ᪥ 令和４年 11 月 21 日 遺≀ࡢⓎぢ㏻▱᪥
令和４年 12 月１日
（４文財第 2427 号）

࡞ࡀࡾࡩ ࡞ࡀࡾࡩ ࢻ࣮ࢥ
໭⦋ ᮾ⤒ Ⓨ᥀ᮇ㛫 Ⓨ᥀㠃✚ Ⓨ᥀ཎᅉ

ᡤ཰遺跡ྡ ᡤ　ᅾ　ᆅ 市⏫ᮧ 遺跡␒ྕ

40203 31131
33r
17͛
53͜

130r
29͛
39͜

20230418
Ҧ　　　　

20230502
85 ㎡ 個人住宅ᘓタ庄

し࠺ࡻやのいせࡁ

屋野遺跡

第
いࡔ

15 次
じࡉ࠺ࡻࡕ

調査

久
ࡃ る め し

留米市Ᏻ
やࡍたࡅまࡕ

武町

Ᏻ
やࡍたࢇ࡯ࡅ

武本 2932-36

ᡤ཰遺跡ྡ ✀ู ᫬௦ ୺࡞遺ᵓ ୺࡞遺≀ ≉�グ�஦�㡯

庄屋野遺跡
第 15 次調査

集ⴠ 古代 ᅵᆙ ６ᇶ
ᅵᖌჾ、㡲恵ჾ
㌿用◵、㕲〇ရ

　ᅵᆙཬびࢺࢵࣆから㸶ୡ⣖
代の㌿用◵ࡀฟᅵした。

せ　　⣙

　調査ᆅⅬは㏻⛠ࠕ庄屋野ྎᆅࠖの໭西➃部に఩⨨し、ᶆ高 10.3 㹫⛬度を る。᪤ の調査⤖果から、古代の遺ᵓ
のᗈࡀりを確認ࡍるࡇとを┠ⓗとして調査を実施した。⤖果、8ୡ⣖代のᅵᆙおよびࢺࢵࣆを᳨ฟし、ฟᅵ遺≀には
㌿用◵ࡀ認めらࢀた。西 200 㹫ᆅⅬには 8ୡ⣖後༙代のࣛ࣊書ࡁᅵჾࠕ主ࠖࡀฟᅵした第 2次調査ᆅⅬࡀ఩⨨ࡍる
ととࡶ、༡ 600 㹫ᆅⅬには三潴㒆田ᐙ郷の中ᯡを༨めると考࠼らࢀる野℩塚遺跡ࡀ所在しており、㛵㐃ࡀὀ┠ࢀࡉる。

ᅵᮌᕤ஦ࡢᒆฟ᪥ 令和５年３月 10 日 遺≀ࡢⓎぢ㏻▱᪥
令和５年５月㸶日
（５文財第 305 号）

࡞ࡀࡾࡩ ࡞ࡀࡾࡩ ࢻ࣮ࢥ
໭⦋ ᮾ⤒ Ⓨ᥀ᮇ㛫 Ⓨ᥀㠃✚ Ⓨ᥀ཎᅉ

ᡤ཰遺跡ྡ ᡤ　ᅾ　ᆅ 市⏫ᮧ 遺跡␒ྕ

40203 31131
33r
17͛
54͜

130r
29͛
40͜

20230823
Ҧ　　　　

20230908
84 ㎡ 個人住宅ᘓタ庄

し࠺ࡻやのいせࡁ

屋野遺跡

第
いࡔ

16 次
じࡉ࠺ࡻࡕ

調査

久
ࡃ る め し

留米市Ᏻ
やࡍたࡅまࡕ

武町

Ᏻ
やࡍたࢇ࡯ࡅ

武本 2932-11

ᡤ཰遺跡ྡ ✀ู ᫬௦ ୺࡞遺ᵓ ୺࡞遺≀ ≉�グ�஦�㡯

庄屋野遺跡
第 16 次調査

集ⴠ 古代
ᅵᆙ
ࢺࢵࣆ

１ᇶ
ከ数

ᅵᖌჾ、㡲恵ჾ
㌿用◵、石〇ရ

　ᅵᆙから㸶ୡ⣖代の㌿用◵
。ฟᅵしたࡀ

せ　　⣙

　調査ᆅⅬは㏻⛠ࠕ庄屋野ྎᆅࠖの໭西➃部に఩⨨し、ᶆ高 10.3 㹫⛬度を る。᪤ の調査⤖果から、古代の遺ᵓ
のᗈࡀりを確認ࡍるࡇとを┠ⓗとして調査を実施した。⤖果、8ୡ⣖前༙にᒓࡍると考࠼らࢀるᅵᆙおよびࢺࢵࣆを
᳨ฟした。ᅵᆙからはከ数の遺≀ࡀฟᅵし、㌿用◵ࡶ認めらࢀた。ࢺࢵࣆの分ᕸは調査⠊ᅖ内で⢒ᐦࡀ認めらࢀる。

ᅵᮌᕤ஦ࡢᒆฟ᪥ 令和５年㸵月４日 遺≀ࡢⓎぢ㏻▱᪥
令和５年９月 13 日
（５文財第 1474 号）



࡞ࡀࡾࡩ ࡞ࡀࡾࡩ ࢻ࣮ࢥ
໭⦋ ᮾ⤒ Ⓨ᥀ᮇ㛫 Ⓨ᥀㠃✚ Ⓨ᥀ཎᅉ

ᡤ཰遺跡ྡ ᡤ　ᅾ　ᆅ 市⏫ᮧ 遺跡␒ྕ

40203 －
33r
15͛
55͜

130r
27͛
27͜

20231016
Ҧ　　　　

20231117
72 ㎡ 個人住宅ᘓタ高

たかࡎࡳま

三潴遺
いせࡁ

跡

第
いࡔ

14 次
じࡉ࠺ࡻࡕ

調査

久
ࡃ る め し

留米市三
ࡕままࡎࡳ

潴町

高
たかࡎࡳま

三潴Ꮠ
あࡊ

塚
つかࡁࡊ

ᓮ西
にしはた

⏿

130-1

ᡤ཰遺跡ྡ ✀ู ᫬௦ ୺࡞遺ᵓ ୺࡞遺≀ ≉�グ�஦�㡯

高三潴遺跡
第 14 次調査

集ⴠ ᘺ生
井ᡞ
ࢺࢵࣆ

１ᇶ
ከ数

ᘺ生ᅵჾ、石ჾ
ື≀遺Ꮡ体

　ᘺ生᫬代の井ᡞを᳨ฟし、
ᨃᮅ㩭⣔↓文ᅵჾの◚∦ࡀฟ
ᅵࡍる。

せ　　⣙

　調査༊㝮で井ᡞを᳨ฟした。遺≀の内ᐜと࿘㎶の≧ἣから井ᡞはᘺ生᫬代中期のࡶのと᥎ᐹࢀࡉる。また、」数
のࢺࢵࣆから∻⾃の㈅Ẇや∳なື࡝≀遺Ꮡ体ࡀከ数ฟᅵした。調査ᆅⅬは高三潴遺跡群の中でࡶ໭部のపᆅに఩⨨
し、集ⴠࡀẚ㍑ⓗᶆ高のపいప఩ẁୣ໭部にまでᗈࡀっているࡇとุࡀ᫂した。

ᅵᮌᕤ஦ࡢᒆฟ᪥ 令和５年９月㸶日 遺≀ࡢⓎぢ㏻▱᪥
令和５年 11 月 22 日
（５文財第 6912 号）

࡞ࡀࡾࡩ ࡞ࡀࡾࡩ ࢻ࣮ࢥ
໭⦋ ᮾ⤒ Ⓨ᥀ᮇ㛫 Ⓨ᥀㠃✚ Ⓨ᥀ཎᅉ

ᡤ཰遺跡ྡ ᡤ　ᅾ　ᆅ 市⏫ᮧ 遺跡␒ྕ

40203 30005
33r
19͛
41͜

130r
30͛
27͜

20210709
Ҧ　　　　

20210823
152 ㎡ ከ┠ⓗᗈሙᘓタ久

ࡃ る め じ ࡻ ࠺

留米城本
まるࢇ࡯

丸跡
あと

第
いࡔ

１次
じࡉ࠺ࡻࡕ

調査

久
ࡃ る め し

留米市⠛
ࡕやままࡉࡉ

山町

444 番
ࡤ ࢇ ࡕ

ᆅ

ᡤ཰遺跡ྡ ✀ู ᫬௦ ୺࡞遺ᵓ ୺࡞遺≀ ≉�グ�஦�㡯

久留米城本丸跡

第１次調査
城㤋跡

㏆ୡ
㏆代

整ᆅᒙ
埋⏎ ４ᇶ

ᘺ生ᅵჾ、ᅵᖌჾ
㡲恵ჾ、⎰、㝡☢ჾ

㔠ᒓ〇ရ
〇ရࢫࣛ࢞

　㏆ୡ・㏆代の整ᆅᒙを᳨ฟ
した。

せ　　⣙

　久留米城本丸跡は、筑後川ᕥᓊにᙧ成ࢀࡉた༙島≧のప఩ẁୣの໭西㝮に఩⨨ࡍる。第１次調査ᆅⅬは᭱㡬部に
㏆いᶆ高⣙ 22 㹫に❧ᆅし、16 ୡ⣖に⠏かࢀた久留米城の本丸にあたり、元和㸵年（1621）にධ城した᭷㤿ᐙにより、
久留米⸬の本丸ᚚẊࡀᘓてらࢀたሙ所である。確認調査のため、現ᆅ表から῝ࡉ 0.1 㹫で฿㐩した⎰∦なࡀ࡝主体
の整ᆅᒙで遺ᵓを確認した。整ᆅᒙは、調査༊໭➃で確認したῐ㯤Ⰽᅵのᒙࡀ㏆ୡまで㐳るྍ⬟ᛶࡀあるࡀ、大༙
らは㏆代のࢀࡇ、ࡀ㏆代以㝆の所⏘である。また、埋⏎４ᇶを᳨ฟした、ࡴを含࡝石ⅣẆや↢⎰、ࣔࣝタࣝ∦なࡀ
整ᆅᒙに後ฟࡍる、᪂しい年代の遺ᵓとࡳらࢀる。調査ᆅⅬである本丸跡の༡部は、ᗫ⸬後にⴭしࡃᨵኚࢀࡉてい
るࡇとࡀ᫂らかとなった。

ᅵᮌᕤ஦ࡢᒆฟ᪥ － 遺≀ࡢⓎぢ㏻▱᪥
令和３年㸶月 26 日
（３文財第 1456 号）

࡞ࡀࡾࡩ ࡞ࡀࡾࡩ ࢻ࣮ࢥ
໭⦋ ᮾ⤒ Ⓨ᥀ᮇ㛫 Ⓨ᥀㠃✚ Ⓨ᥀ཎᅉ

ᡤ཰遺跡ྡ ᡤ　ᅾ　ᆅ 市⏫ᮧ 遺跡␒ྕ

40203 30112
33r
18͛
49͜

130r
32͛
49͜

20230510
Ҧ　　　　

20230511
15 ㎡ 住宅ᘓタ筑

ࡈࡃࡕ

後国
ࡩࡃࡇ

府跡
あと

第
いࡔ

313 次
じࡉ࠺ࡻࡕ

調査

久
ࡃ る め し

留米市ᮅ
あ࡙ࡉままࡕ

ጔ町

1416-3

ᡤ཰遺跡ྡ ✀ู ᫬௦ ୺࡞遺ᵓ ୺࡞遺≀ ≉�グ�஦�㡯

筑後国府跡

 第 313 次調査
ᐁ⾦ 古代

⁁
ࢺࢵࣆ

１᮲
５ᇶ

－

　᥎ᐃ西ᾏ㐨の㊰⥺の఩⨨を
㝈ᐃࡍるととࡶに、᪤ の調
査で࣒ࣛࢫ࢖㝡ჾ∦ࡀฟᅵし
た⁁のᘏ長部を確認した。

せ　　⣙

　本調査は、国府ᇦの中ኸを東西に伸びる西ᾏ㐨と᥎ᐹࢀࡉる㐨㊰遺ᵓの確認と、第 86 次調査において᳨ฟした㹑
㹂 3713 の西ഃᘏ長部の確認を┠ⓗに実施した。⤖果、㐨㊰遺ᵓは᳨ฟでࡁなかったࡀ東西㉮行の⁁１᮲を確認した。
㐨㊰遺ᵓについては㊰⥺の༡➃ࡀ調査༊໭ഃに㝈ᐃࢀࡉ、東西⁁は遺ᵓの᳨ฟ఩⨨から㹑㹂 3713 のᘏ長部であると
考࠼らࢀる。

ᅵᮌᕤ஦ࡢᒆฟ᪥ 令和５年４月 13 日 遺≀ࡢⓎぢ㏻▱᪥ －



࡞ࡀࡾࡩ ࡞ࡀࡾࡩ ࢻ࣮ࢥ
໭⦋ ᮾ⤒ Ⓨ᥀ᮇ㛫 Ⓨ᥀㠃✚ Ⓨ᥀ཎᅉ

ᡤ཰遺跡ྡ ᡤ　ᅾ　ᆅ 市⏫ᮧ 遺跡␒ྕ

40203 －
33r
20͛
13͜

130r
38͛
54͜

20230516
Ҧ　　　　

20230517
４ ㎡ 住宅ᘓタ西

࠺ࡈいࡉ

郷遺
いせࡁ

跡

第
いࡔ

２次
じࡉ࠺ࡻࡕ

調査

久
ࡃ る め し

留米市田
たࡠしまる

主丸町
まࡕ

中
な か お

ᑿ 840-3 እ
か࡯

ᡤ཰遺跡ྡ ✀ู ᫬௦ ୺࡞遺ᵓ ୺࡞遺≀ ≉�グ�஦�㡯

西郷遺跡

第２調査
቎ᆅ ᘺ生

⏎᳌቎
ᅵᆙ

１ᇶ
１ᇶ

ᘺ生ᅵჾ
　ᘺ生᫬代中期前༙の⏎᳌቎
および前期のᅵᆙを᳨ฟし
た。

せ　　⣙

　調査ᆅは田主丸町の西➃に఩⨨ࡍるᶆ高 15 㹫前後を るᚤ高ᆅ上の໭東➃に❧ᆅࡍる。本調査は、確認調査の㝿
に発ぢした⏎᳌቎の記録保Ꮡを┠ⓗに実施した。⤖果、ᘺ生᫬代中期前༙の⏎᳌቎1ᇶと前期のᅵᆙ 1ᇶを確認した。
ྠ一ᚤ高ᆅ上の໭西部で実施した西郷ኳ⚄ච遺跡の調査成果とあわせて、中期の቎ᇦはᚤ高ᆅ上の࿘⦕部に、集ⴠ
ᇦは中ኸ部にႠまࢀているࡶのと᥎ᐹࢀࡉる。

ᅵᮌᕤ஦ࡢᒆฟ᪥ 令和５年４月 18 日 遺≀ࡢⓎぢ㏻▱᪥
令和５年５月 19 日
（５文財第 410 号）

࡞ࡀࡾࡩ ࡞ࡀࡾࡩ ࢻ࣮ࢥ
໭⦋ ᮾ⤒ Ⓨ᥀ᮇ㛫 Ⓨ᥀㠃✚ Ⓨ᥀ཎᅉ

ᡤ཰遺跡ྡ ᡤ　ᅾ　ᆅ 市⏫ᮧ 遺跡␒ྕ

40203 30112
33r
18͛
58͜

130r
32͛
17͜

20230613
Ҧ　　　　

20230719
89 ㎡ 住宅ᘓタ筑

ࡈࡃࡕ

後国
ࡩࡃࡇ

府跡
あと

第
いࡔ

314 次
じࡉ࠺ࡻࡕ

調査

久
ࡃ る め し

留米市ྜ
あいかわまࡕ

川町

1183-1

ᡤ཰遺跡ྡ ✀ู ᫬௦ ୺࡞遺ᵓ ୺࡞遺≀ ≉�グ�஦�㡯

筑後国府跡

 第 314 次調査
ᐁ⾦ 古代

掘❧ᰕᘓ≀
❿✰ᘓ≀
ᅵᆙ
⁁

１Ჷ
１Ჷ
１ᇶ
１᮲

ᘺ生ᅵჾ、ᅵᖌჾ
㡲恵ჾ、石ჾ

　ᘺ生᫬代のᘓ≀跡やⅠ期政
ᗇ໭面⠏ᆅと୪㉮ࡍる㸶ୡ⣖
の⁁を᳨ฟした。

せ　　⣙

　調査ᆅは、筑後国成❧にとࡶないタ⨨ࢀࡉた筑後国府Ⅰ期（古ᐑ）政ᗇの໭ഃに㏆᥋ࡍる。また、ᘺ生᫬代⤊ᮎ
期の❿✰ᘓ≀ 29 Ჷな᳨ࡀ࡝ฟࢀࡉた第 74・278 次調査ᆅの東ഃに఩⨨ࡍる。調査の⤖果、ᘺ生᫬代の掘❧ᰕᘓ≀、
❿✰ᘓ≀、ᅵᆙおよび古代の⁁を᳨ฟした。ᘺ生᫬代の遺ᵓはඛの調査とẚしてᐦ度ࡀᕼⷧであるࡑ、ࡀのᗈࡀり
を確認でࡁた。古代の⁁は東西᪉ྥにᘏびるࡶので、Ⅰ期政ᗇ໭面⠏ᆅと୪㉮し、所ᒓ᫬期ྠࡶ᫬期のྍ⬟ᛶࡀあ
りὀ┠ࢀࡉる。

ᅵᮌᕤ஦ࡢᒆฟ᪥ 令和５年５月 29 日 遺≀ࡢⓎぢ㏻▱᪥
令和５年㸵月 21 日
（５文財第 1009 号）

࡞ࡀࡾࡩ ࡞ࡀࡾࡩ ࢻ࣮ࢥ
໭⦋ ᮾ⤒ Ⓨ᥀ᮇ㛫 Ⓨ᥀㠃✚ Ⓨ᥀ཎᅉ

ᡤ཰遺跡ྡ ᡤ　ᅾ　ᆅ 市⏫ᮧ 遺跡␒ྕ

40203 30074
33r
32͛
14͜

130r
52͛
06͜

20230718
Ҧ　　　　

20230818
73 ㎡ 住宅ᘓタ東

しはらࡃしࡀࡦ

櫛原今
いまでら

寺遺
いせࡁ

跡

第
いࡔ

10 次
じࡉ࠺ࡻࡕ

調査

久
ࡃ る め し

留米市東
しはらࡃしࡀࡦ

櫛原町
まࡕ

1268-2

ᡤ཰遺跡ྡ ✀ู ᫬௦ ୺࡞遺ᵓ ୺࡞遺≀ ≉�グ�஦�㡯

東櫛原今寺遺跡

第 10 次調査
集ⴠ ᘺ生

⏎᳌቎
石⵹ᅵቼ቎
ᅵᆙ

３ᇶ
１ᇶ
３ᇶ

ᘺ生ᅵჾ、石ჾ
　ᅵᆙ埋ἐ後に⏎᳌቎や石⵹
ᅵቼ቎ࡀᙧ成ࢀࡉる。

せ　　⣙

　ᘺ生᫬代中期の⏎᳌቎３ᇶと᫬期୙᫂の石⵹ᅵᆙ቎１ᇶࡀ確認ࢀࡉた。⏎᳌቎は上༙をኻっており、当ᆅࡀ大ࡁ
ており、集ࢀ᫂らかになった。⏎᳌቎はᘺ生᫬代中期ึ㢌のᅵᆙ群を埋めᡠした後に作らࡀとࡇているࢀࡉ๐平ࡃ
ⴠから቎ᇦ࡬のኚ化ࡳࡀらࢀる。また、ᘺ生᫬代の集ⴠ・቎ᇦの༡࡬のᗈࡀりࡀ確認でࡁた。

ᅵᮌᕤ஦ࡢᒆฟ᪥ 令和５年㸵月６日 遺≀ࡢⓎぢ㏻▱᪥
令和５年㸶月 21 日
（５文財第 1258 号）



࡞ࡀࡾࡩ ࡞ࡀࡾࡩ ࢻ࣮ࢥ
໭⦋ ᮾ⤒ Ⓨ᥀ᮇ㛫 Ⓨ᥀㠃✚ Ⓨ᥀ཎᅉ

ᡤ཰遺跡ྡ ᡤ　ᅾ　ᆅ 市⏫ᮧ 遺跡␒ྕ

40203 30618
33r
17͛
42͜

130r
31͛
20͜

20231129
Ҧ　　　　

20231129
15 ㎡ 個人住宅ᘓタ筑

ࡈࡃࡕ

後国
じࢇࡪࡃࡇ

分寺跡
あと

第
いࡔ

46 次
じࡉ࠺ࡻࡕ

調査

久
ࡃ る め し

留米市国
ࡇ ࡃ ࡪ

分町
まࡕ

Ꮠ
あࡊ

ᐑ
ࡁやのわࡳ

⬥ࣀ

743-12、743-15

ᡤ཰遺跡ྡ ✀ู ᫬௦ ୺࡞遺ᵓ ୺࡞遺≀ ≉�グ�஦�㡯

筑後国分寺跡

第 46 次調査
寺㝔 古代 ᅵᆙ １ᇶ ⎰ 　大ᆺのᅵᆙを᳨ฟした。

せ　　⣙

　調査༊の大部分を大ᆺのᅵᆙࡀ༨める。ྠᵝの大ᆺᅵᆙは࿘㎶の第 16・41・42・44 次調査等で確認ࢀࡉており、
ᅵ取りのためのᅵᆙであるࡇとࡀ᝿ᐃࢀࡉる。

ᅵᮌᕤ஦ࡢᒆฟ᪥ 令和５年 11 月 22 日 遺≀ࡢⓎぢ㏻▱᪥
令和５年 12 月５日
（５文財第 2210 号）

令和５年度

久留米市内遺跡群

久留米市文化財調査報告書　第 450 集
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